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復原した』〔院庭剛を＃〔l Wj l h j から望

む。洲浜でつくられた浅い池、池に臨

む処物と総、周囲の械奴など、奈良時

代後､脚ﾘ j の宴遊空間が' ' 1現された。

本文７１声7 2 頁参照（撮影／杉本和樹）

朱雀門

復原に関する1 1 1 [ 接浅科は、苑ｊＩｌ細代によ

ってI ﾘ j らかとなった堆城を, j くす地梁、礎

ｲ i の部、柱位脱と､ 1 2 1 m規模を知る礎ｲ ｒ

据付痕、雌根の瓦などである。これらの

‘ 岬さをふまえ、現存する古代処築、文献

史料を参巷に、建築史研究の成果や文化

財修復で得た知見により復原。1 9 8 9 年満

下し、1 9 9 7年冬に完成した。

本文６８頁参照( 撮影／佃幹雄）

朱雀門・東院庭園の復原事業

奈文研年報／1 9 9 8 - 1



基壇北方の調査状況

庭院１，２，３版築唯Ｉが兄える。ノf 側は, I 昌

殿の唯塊で、右側には北方の付属施設がさら

に続いていく。（東から）

本文４－６頁参照（撮影／牛嶋茂）

漢長安城桂宮２号宮殿の調査

遜翻一

L 画

、奈文研年報／ 1 9 9 8 - 1

基壇東方の卵石散水（北東から）

散水のコーナーには細長い卵ｲ i でI | 地を

つくり、周朋には文様蝶を敷いている。

本文４‐ ６頁参照（撮影／牛嶋茂）
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地下室３全景

床に敷いたGの様- J z が良くわかる。（化から）

民安城の宮殿では、地ド室は未央宮槻勝殿

とこの桂宮２号寓殿だけで兇つかっている。

本文４－６頁参照（撮影／牛嶋茂）
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ヨ次

Ｉ調査研究報告

Ⅱ事業の概要

ｌ洲在と研究

２研修・指導と教育

３辿跡盤術・復原聯業と膿示

奈良国立文化財研究所要綱

３

5１

7５

凡例

１年報は、1 9 9 7年度に奈良I I f l 立文化財研究所がおこなった調盗・研究・事業の報告で

ある。

２年報は全体で３分冊より術成されており、年報1 1 には飛鳥藤原宮跡発掘調査部がお

こなった発掘調査の報告を、年報Ⅲには平城宮跡発掘調査部がおこなった発掘調査

の報告を褐戦している。年報Ｉには、両調査部の発掘調森報告をのぞく各種の

訓在・研究・掘業を収録した。

３執蛾考梢は各項にⅢl 記したが、執龍蒋名のないものは、担当部局の協力を得て、編

集群がまとめたものである。

４年報Ｉ．Ⅱ. Ⅲでは、いずれも〕' 1 研究所の刊行物について、以下の略号を用いた。

『奈良倒立文化財研究所年報l 9 9 5 j →昨報l 9 9 5 j ．

『飛鳥・藤原宮発掘調査報告皿→『藤原報告Ⅲ』

『平城宮発掘調査報( 1ｆＸｊ→『平城報告Ｘ』

『飛鳥・藤原宮発掘調在概報2 5』→『藤原概報2 5』

『昭和60年度平城宮跡１１１跡発掘訓在部発掘調査概報ｊ→『昭60平城概報ｊ

『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報1 0』→『藤原木簡概報1 0』

『平城宮発掘調裾出上木簡概報3 0」→『平城木簡概報3 0ｊ

各執錐者の所屈は以下のように省略した。

平城宮跡発掘調査部→平城調査部

飛鳥藤原宮跡発掘洲在部→藤原訓盃部

埋蔵文化財センター→埋文センター

５年報の装噸は柴永文夫氏による。綿集・レイアウトについては、財肘| 法人千里文化

財l j l 出版部・柴永』} ＃務所が協力した。英文' 二|次はエドワース・ウォルター氏（天理

大学）による。

６年報Ｉの編集は松井章・杉山洋、年報Ⅱの編集は巽淳一郎、年報Ⅲの編集は箱崎和

久が担当した。

奈良国立文化財研究所年報１９９８－１

発行[ 1 - 1 9 9 8 年９月3 0 日

編集発行一奈良凶立文化財研究所

〒630- 8577奈良巾二条町2- 9- 1TEL , 0742- 34- 3931

印刷－岡村印刷~I : 梁株式会社
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漢長安城桂宮2 号宮殿の調査

縄文早期田戸式の赤色顔料

異殖・同殖あれこれ

頭塔出土絹銭（さしぜに）

平城京縦城門の再検討

平城京左京八条一坊六坪ほか出土の漆紙文普

発掘された古代・中世のトイレ遺構

太陽にむかう船池上曽根遺跡. 大型桐支持建物の復原

法隆寺金堂、薬師寺東塔、唐招提寺金堂の調査

薬師寺式三手先と法隆寺式組物

東大寺転害門の調査

飛鳥坐神社の建築

滋賀県における近世農家住宅の平而形式

北浦定政関係資料補遺

浄土寺庭潮の調査

古代における動物利用の研究

地中レーダー探査の方法壱岐. 原の辻遺跡の例

箱根芦ノ湖の湖底木と南関東の巨大地震

遺構の情報処理における数値地形図（ＤＭ）活用の試み

重要文化財「藤ノ木古墳出土遺物の保存処理」

古代鍍金層の微細構造の解析

分析化学的手法による古代ガラスの研究

有機質遺物の材質分析

古建築構造の非破壊診断方法

アンコール遺跡における探査の成果

マイセン旧市街の歴史的な建物の保存修復

４

Ｔ
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Ｉ調査研究報告

弱震票~|函’

刺一」Ｌ

厨城

調査に至る経緯当研究所では、中国社会科学院考古研

究所との日中共同研究として、中国の都城遺跡の調査を

進めている。1 9 9 4 年度には北郷洛陽城永寧寺西門の調査

を行い（年報1 9 9 5 ) 、1 9 9 6 年度以降は対象を漢長安城と

した。漢長安城は侠西省西安市西北方の農村地帯に位置

し、1 9 5 6 年以来、考古研究所が継続的な調査を行ってお

り、桂宮では１号から５号までの宮殿建築遺構を確認し

ている。今回はその中で遺構の保存が比較的良好で、調

査に際して障害の少ない２号宮殿を対象とした。

桂宮は武帝（在位BC､ 1 4 1～8 7）が后妃の為に造営した

宮殿で、前漢末には皇后の隠居の地として使用された。

桂宮に関する文献上の知見は、正殿は鴻寧殿であること

など断片的なものであるため、その構造の把握には、実

際の発掘調査に大きな期待が寄せられた。調査は1 9 9 7 年

1 1 ～1 2 月に第１次調査、1 9 9 8 年２～５月に第２次調査を

行い、第１次調査には小津毅と箱崎和久、第２次調査に

は玉田芳英と次山淳が参加した。なお、玉田、次山は３

月2 6 日、遺構の全容を確認した時点で現地を離れ、その

後の断割調査には参加していない。そのため、ここで報

告する内容は、３月2 6 日時点での知見であり、最終的な

成果は『考古』1 9 9 9 年第１期に報告予定である。また、

本年度は漢長安城周辺の航空写真に基づく正確な地形測

量を行い、既往の測量成果を修正して新たな配置図を作

成した。

発掘調査の概要遺跡は現状では果樹園となっており、

北約9 0 ｍには１号宮殿が高いマウンドとなって残ってい

る。調査区はボーリング調査と試掘調査の結果により、

東西8 4 ｍ、南北5 6 ｍに設定した。基本的な層序は上から

耕土、包含層で、現地表下約１ｍで漢代の遺構面に達す

る。以下、主要な遺構について説明する。

建物１２号宮殿の正殿で、版築による基壇（台基）が

残存する。基壇の規模は、東西幅は5 1 ｍ、南北幅は2 9 ｍ

あり、現状で漢代の旧地表面から3 0 c mほどの高さが残る。

火災にあった痕跡が顕著で､ 壁面などは紅く焼けている。

周囲の壁にはおよそ２～３ｍ間隔で方形の壁柱穴が並

び、礎石が残るものもある。基壊上の主柱の礎石は、削

平の為に残存していない。南面の東西２ヶ所に踏歩（東

階・西階）と、北而の５ヶ所、西面の１ヶ所に基壇に上

るための噂敷の斜道がある。

漢長安城桂宮

２号宮殿の調査

潅栖

楽

漢長安城西半部配清図

直城PＥ

宮

章
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西安F 喝
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版築壁２

基壇内には大小４基の地下室がある。地下室３は東端近

くにある南北室で、中央部は東西幅7 . 2 ｍと広く、南部と

北部はやや幅が狭い通路状となる。床而は噂敷で旧地表

面より低く、南北両端に噂敷の斜道を設けて出入りをす

る。壁柱穴をともない、中央部に１個の礎石を残す。地

下室２は北端やや西にある東西室で、噂敷の床は旧地表

面と同一レベルにあり、北側に出入りの通路がある。主

柱の礎石２個と壁柱穴が残る。門房５は地下室３の南端

東にある東西方向の小室。床は博敷で、東南隅に土器を

据え付けている。壁柱穴はない。門房ｌは台基北面西端

にある南北室。床はやはり博敷で、旧地表而と同一レベ

ルにあり、東に出入口を設ける。門房は地下室や宮殿に

出入りする人を監視する門番がいた部屋と考えられる。

これらの地下室の側壁は、日干煉瓦を積み上げた上に麦

藁や麦殻を混ぜた泥を塗り、さらに漆喰を塗って仕上げ

る。こうした手法は基本的に建物１の壁も同様である。

基壇の南而と西面には、建物の軒から落ちる雨水を弾

く散水がある。北面は後述する庭院の散水が建物の北面

散水を兼ねるが､ 東而については散水は検出していない。

南面と北而、西面の南半部の散水は拳大の玉石を密に詰

めて並べた卵石散水であるが、西面北半の散水は噂と瓦

を組み合わせて敷いたものである。南面の卵石散水の外

方約１ｍには噂を縦にして並べた線噂があり、散水の周

囲は博敷であったことが知られる。
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地下室２

桂宮２号宮殿発掘遺構略測図測図１：５００

東階東西3 . 1 ｍ、南北2 . 1 ｍの範囲に線博を並べる。２時

期の変遷をたどる可能性があり、前期のものは線噂内に

空心噂を間いて階段を作り、登壇の施設とする。第一次

調査では空心博が出土しており、これに関連する遺物で

あろう。東階の東端に揃う形で、南約2 . 2 ｍに南北の線博

があり、南に噂敷の通路があるものと想定される。

西階線噂で東西3 . 0 ｍ、南北4 . 4 ｍの区画を作り、その内

部を東西の線噂でさらに２区画に分ける。南の区画の南

半には文様噂を東西８列、南北３列並べており、その北

側にも文様噂が残る。北の区画は南北2 . 2 ｍであり、内部

を線噂でさらに東西に３区而に分ける。東階と同様に２

時期ある可能性があり、前期には北区画内に空心噂を置

いていたとみられる。東端には礎石が１個残り、西には

礎石抜き取り穴がある。西階の東端に揃う形で線噂を２

列南北に並べてあり、東階と同じく南に博敷の通路があ

るとみられる。東階と西階の間には散水がなく、ここは

逆凹形の噂敷前庭となる。噂は一部に残存するのみであ

るが､ 蝶を敷く際に下に置いた灰色の粘土が全而に残る。

前庭部の周囲は線噂で区面する。

版築壁宮殿の周囲や建物を限るために版築土を積み上

げた壁。壁柱穴をともない、壁面には壁の下塗りのため

に瓦を貼りつけている個所もみられる。版築壁ｌが東端

の塀と考えられ、台基北方の版築壁２が、建物ｌとさら

に北方に存在が予想される施設とを区面する。建物１の
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東北隅からは版築壁３が北方にのび、後述する庭院１．

２間と庭院４．５間には版築壁４．５がある。

版築壁２には建物１の西端北方に1 幅約4 . 8 ｍの門が開

き、ここが建物１と北側の施設との間の主要な出入口で

あると考えられる。また、版築壁２と４の間、版築壁３

と建物１の間、版築壁２と門房１の西北隅間にも小門が

開く。門は壁の一方の面に揃えて扉板を支える木を据え

た門椎糟があり、開口部の壁端両面には礎石を置く構造

である。版築壁５と２の間は撹乱のため門の有無は不明。

庭院四方から張り出してくる建物や壁の屋根から落ち

る雨水を弾く散水を長方形に配した施設で、内部には屋

根がなく、吹き抜けとなる。建物１の北面に庭院１．２、

建物ｌの西面に庭院３，版築壁２の北方に庭院４．５が

ある。庭院１の南・西の散水と庭院２の東・南・西の散

水、および庭院３の東の散水は卵石散水であるが、その

他は瓦組散水となる。散水と版築壁間には木の板を立て

並べて壁とした木柵干があり、築地回廊風に架かる版築

壁の屋根を承ける。版築壁と木柵干の間は廊道で、壁を

はさんで複廊状となる。庭院内外の地表面は、廊道を含

めてすべて噂敷である。

建物２調査区東北隅、版築壁３の東にある廊状構造物。

南北２間、東西１間分の礎石を確認し、西側の礎石は版

築壁３の壁柱が兼ねる。北には東西の木柵干がある。

井戸建物１にともなう西の瓦組散水の西方にある◎ 直

径1 . 4 ｍの円形の掘形で、深さは５ｍ、底に径約7 0 c mの瓦

製の井戸枠（井圏）が４段残存する。その上は弧状の噂

を積み上げて壁を作っていたとみられる。井戸の南方８０

c mには、線噂がわずかに残り、周囲に噂を敷いた井亭( 井

戸館）があったと考えられる。井戸の内部からは、彩絵

陶や鉄器をはじめ、多くの遺物が出土した。

地漏建物１の東北方にある排水用の井戸。方形で、一

辺約6 0 c m、深さは約１ｍ・長方噂を組み合わせて作る。

その他、庭院３の北には版築壁と日干煉瓦の壁で囲わ

れた一画がある。西北隅部には一辺約２ｍの噂敷の窪み

があり、日干煉瓦壁の交点に礎石が１個残る。性格は不

明であるが、その構造と建物との位置関係から、大明宮

麟徳殿に備わる浴室のような性格の施設の可能性がある。

なお、この一画の北側と調査区東北隅、版築壁１の西

方に、整地土に覆われた下層散水を一部検出している。

この散水に対応する建造物は現状では不明。調査区全面

６奈文研年報／1 9 9 8 - 1

毒．習錬〃

割鈴墓蕊:鍵鍵琴妻

少酎

‐ 許局一・? ［

■

排水用の地漏（北東から）

にはかなり厚い整地土があることを確認しており、今後

の調査の進展で性格が明らかになることが期待される。

調査の成果と今後の展望今年度の調査により、桂宮２

号宮殿の正殿全面を検出し、その規模と構造が明らかに

なるとともに、一部の付属施設も検出した。この成果を

これまでの漢長安城の調査成果と合わせると、未央宮

しようぽう

淑房殿とその規模、＃#造が類似していることが判明した

( 中国社会科学院考古研究所1 9 9 6 「漢長安城未央宮｣ ) 。

両者は基壇の規模をはじめ、内部に地下室、北部に庭院

を持ち、北方に付属施設があること、南面に東階、西階

があることなど、共通点が多い。

淑房殿は『漢書』の記載から、皇后宮の正殿であるこ

とが判明している。桂宮は未央宮より8 0 年ほど遅れた武

帝期に建設された后妃の宮殿であることから、２号宮殿

が淑房殿をモデルにして建築された可能性は当然考えら

れる。今回発掘した建物１は、このような点から桂宮の

正殿である鴻寧殿である可能性が、中国側の調査主任か

ら指摘された（４月2 2 日付『光明日報』) 。今後は正殿の

北方を調査する予定であり、その構造の解明がさらに進

むことが期待される。

今回の調査は桂宮に対する第’ 回目の調査であること

もあって、中国式の調査方法で行ったが、日本の方式と

はやや異なる点もみうけられた。今後は、日本式の方法

を一部採用することによって、両国の発掘調査技術の交

流をさらに緊密化し、より一層の成果をあげていきたい。

（玉田芳英・次山淳／平城調査部）
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縄文人が早くから赤色顔料を使用したことは、広く知

られている。赤色顔料にはベンガラ（酸化第二鉄、

F e 2 0 3）と朱（赤色硫化水銀、Ｈｇs ）があり、ベンガラが

古く遡るのに対して、朱の使用開始は細文後期に下る

( 成瀬正和「赤城遺跡の赤彩土器に使用された赤色顔料」

『赤城遺跡』1988年ｐｐ, 483- 485他) 。原料採取や製法技術

などの問題が絡んでいるのであろう（朱の製法は岡l l l 真

知子1 9 9 7 『古代における水銀朱の生産と流通』等) 。

ベンガラについては、赤鉄鉱などの鉱石を用いる場合

と、褐鉄鉱（沼鉄鉱）を用いる方法がある。このうち、

褐鉄鉱は湿地などに鉄錆状の固まりとして残ることが多

い。水生植物の茎などに染み込んだ鉄分が茎を中心に棒

状になり、植物の枯死に伴ってできる高師小僧はその一

種である。この入手は比較的容易である。

縄文人が褐鉄鉱を加熱することでベンガラ原料を得た

と考えた赤星直忠氏は、神奈川県横須賀市吉井城山第１

貝塚発見の凝灰岩製舟形容器やベンガラ付着の尖頭篠な

どをもとに、凝灰岩製容器を附渦とし高師小僧（褐鉄鉱）

を加熱破砕してベンガラを得る実験を行った。そして、

この製造法が縄文早期の田戸式まで遡るとした（赤星直

忠「横須賀市吉井城山第一貝塚の丹について」『横須賀

市博物館研究報告』第６号1962年ｐｐ､ 69 - 75 ) 。

近年、赤色顔料の顕微鏡観察による研究が進展し、ベ

ンガラ中に直径約１ミクロンで中空のいわゆるパイプ状

粒子を含むものがあることが明らかになった。1 9 9 7 年、

岡田文夫氏はその' E 体が鉄バクテリアに1 1 1 来することを

図１資料N o . ９の走査電子顕微鏡写真

成瀬正和氏撮影矢印はパイプ状鉄粒子

明らかにした。鉄バクテリアは水中の２価の鉄を酸化し

て３価の鉄として内外に沈積すること、ベンガラにケイ

ソウが混入することから、パイプ状粒子を含むベンガラ

原料は、水生植物などに由来することがほぼ確かとなっ

た（岡川文夫「パイプ状ベンガラ粒子の復元」『日本文

化財科学会第14回研究発表要旨集』1997年pp38 - 3 9 ) 。

、戸式期には実際にこの方法によってベンガラを得た

のであろうか。山内清男資料には横須賀市田戸貝塚の資

料があり、Ⅲ戸式土器の約1 4 点に赤色顔料の塗彩がある

( i I I I 戸貝塚盗料山内清男資料４」奈文研史料３４ｐ､ 6 9、

Fi g. 50など)。

埋蔵文化財センター考古計画研究室では、成瀬正和

( ' 1 畠倉院事務所) 、領塚正浩（市川市立考古博物館）両氏

と共同で、これら資料のＸ線蛍光分析、Ｘ線同折分析、

走査電子顕微鏡による科学的分析を進めた。その結果、

' 1 1 戸式の顔料がベンガラであること、１１点にパイプ状粒

子を確認した（成瀬正和・領塚正浩「東日本における縄

文早期中葉の赤色顔料関係資料」『１１本文化財科学会第

15回発表妥旨』1998年pp､110- 111) 。赤星氏の推定を裏

づける結果といえよう。

表ｌに分析データを、図１に盗料N o . ９の電子顕微鏡

写真を示した。鉄バクテリア山来のパイプ状粒子は中空

で、直径約１ミクロン、長さは長いもので1 0 ミクロンほ

ど。なお、南九州ではベンガラ使用が早期前平式の最古

段階に遡るという。（大久保浩二「南九州における縄文

時代の赤色顔料について」『日本文化財科学会第1 5 回発

表要旨』19 9 8年pp､ 1 1 2 - 1 1 3）（金子裕之／埋文センター）
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異箔。同箔

あれこれ

1 9 9 7 年度に飛鳥藤原宮跡発掘調査部がおこなった同施

軒丸瓦の調査例を紹介する。

川原寺創建軒丸瓦S O 1 型式C 種の異同川原寺の創建

軒丸瓦は、而違鋸歯紋縁の複弁八弁蓮華紋刺: 丸瓦、いわ

ゆる川原寺式軒丸瓦である。『川原寺発掘調査報告」（奈

文研学報第９冊、1 9 6 0 年）では、この軒丸瓦を6 0 1 型式

と名付け、Ａ～E の５種（報告では｢ 類｣ ）に細分した。Ａ

～Ｄは巾房蓮子が１＋5 ＋９，Ｅだけが’ 十4 ＋９．Ａは鋸歯

紋の幅が広く、Ｂ～Ｄは細かい。Ａ･ ＣＤは鋸歯紋の三角

面右側に段があるが、Ｂは左側に段がある。また、Ｅの

鋸歯紋はほとんど消えている（ないし下書き線だけで素

紋縁) 。Ｃ･ Ｄは瓦当面の作りは同じだが、瓦当裏而の作

りで区別した。

その後、金子裕之氏はＣ･ Ｄ種両者が同値とみてＤを消

去、6 0 1 型式をＡ～Ｃ･ Ｅの４種とした。ＣＤの技法差はＥ

にも存在するので、製作技法をＩ～Ⅲ型に分類し、瓦髄

分類と組み合わせる細分案を示した（｢ 軒瓦製作技法に

関する二、三の問題－川原寺の軒丸瓦を中心として一」

『文化財論叢』1983年) 。

これに対し、山崎信二氏はこのＣ･ Ｄ同値案を疑問視し、

｢ Ｃと分類したものは、さらに２つの施型に分類できる可

能性が高い｡ 」と述べた（｢ 藤原宮造瓦と藤原宮の時期の

各地の造瓦」『文化財論叢Ⅱ』1 9 9 5年) 。

『報告」で6 0 1 Ｃ･ Ｄとした軒丸瓦は、瓦殖１個なのか

２個なのか。結論は、途中で巧妙な修復を経た瓦箔１個。

この瓦殖は、手直しと磨耗の状況によって、５段階に区

分できる。

第１段階：傷や磨耗がほとんどない。第２段階：蓮子

周環を彫り直す。周環の中には不整形になるものがある

( 図ｌａ) 。第３段階：巾房に木目が浮き出す。弁区にも

細かな木l E l が浮き出す。第４段階：弁端と外区との間に

大きな施傷が現れ、まもなく２個になる（図ｌｂ) 。第５

段階：他傷を埋め木して修復する（図１ｃ) ◎

山崎氏が「外縁に大きく２箇所緬傷のあるもの」とし

たのが第４段階、「瓦当施の磨耗したものの中に、外縁

に殖傷のないものが認められる」とみたのが第５段階。

第４．５段階に共通する施傷があり、同施は間違いない。

８奈文研年報／1 9 9 8 - ］

施傷を隠した修復はきわめて巧妙だが、埋め木の隙間が

細い凸線としてみえる。また、第５段階と第３段階以前

の製品と比較すると、修理した２つの花弁は、弁端の切

れ込みと弁央の稜線との位置関係が、ほんのわずかだが

変わっている。上手の手からも水は漏れる。

さて、瓦値の測れを埋め木して修復した例は、法隆寺

の平安時代巾期の粁丸瓦3 8 型式B 種がある。こちらは仕

事が雑だったのか、のちに埋め木がはずれてしまう。

また、藤原宮の軒平瓦6 6 4 6 型式A 種の瓦箔は、上外区

珠紋の左端が一部脱落してしまったので、はずれた部分

を再度はめ込んだ。ところが、あわてたのか左右を逆に

戻してしまい、珠紋の形や界線がいびつになった。これ

はちょっとまぬけな瓦植修復の一例である（図2 ) 。

船橋廃寺と飛鳥寺･ 興福寺の同箔瓦河内･ 船橋廃寺か

らは花組の素弁蓮華紋粁丸瓦の断片が出土しており、こ

れは長く素弁| - 弁の飛鳥寺Ｉ型式と同植だと考えられて

きた（『柏原市史』第１巻など) 。この資料を含むコレク

ションは現在、大阪府立弥生文化博物館に所蔵される。

以前、個人所蔵だった段階で一部を報告したことがある

( 『年報1 9 8 7 』）が、紹介が掘れていたので補足したい

( 調査と写真撮影･ 掲載については、同館林日佐子氏と大

阪府教委森井貞雄氏のご協力をえた) 。

問題の瓦は、蓮弁１枚分だけの断片でしかも弁端部分

しかない。これを飛鳥寺Ｉ型式と比べると、弁端の切れ

込みがかなり長く、弁幅も大きい。間弁先端の形も違う。

異箔だ（図３a ) 。そこで、素弁八弁の飛鳥寺Ⅱ型式と照

合した。箔傷の対比ができず絶対確実とはいえないが、

まず同緬とみてよいだろう（図３ｂ) 。

この飛鳥寺Ⅱ型式、飛鳥寺ではこれまでわずかに１点

しか出土が確認されていない。飛鳥寺の所用瓦ではなく、

河内･ 衣縫廃寺の創建軒丸瓦だからだ。衣縫廃寺と飛鳥

寺Ⅱ型式とは描傷が一致し同施は確実。つまり、飛鳥

寺･ 船橋廃寺とも衣縫廃寺からその創建瓦の製品供給を

受けた結果の間接的な同箔関係であって、互いが直接に

瓦をやりとりした結果ではない。また、船橋廃寺からは

｢ 高句麗系」とよばれる弁間に珠紋を配置する軒丸瓦が

２点みつかってい、大和･ 豊浦寺との関係を示唆する意

見もある。だが、いずれも豊浦寺とは異箔で、むしろ衣

縫廃寺や渋川廃寺といった近在の寺との同篭の可能性を

探るべきだ。



船橋廃寺には奈良時代に平城京同値の瓦がある。これ

は、複弁八弁蓮華紋粁丸瓦で、平城6 3 0 7 型式J 種と同値。

胎土や焼きの具合は、比較した興福寺例に類似し、典補

寺からの製紬供給らしい（図４) 。

軒丸瓦63 0 7型式J 種は軒平瓦66 8 2型式E種と組み合い、

興福寺のほか、下野薬師寺と播磨･ 溝1 - 1廃寺、播磨･ 本' ' １１．

遺跡からも出上する。奈良時代で最も広範な同施関係を

もつ軒丸瓦といえよう。このセットを詳しく検討した山

崎信二氏は藤原武智麻呂の動向をその背景に想定した

( 『平城宮･ 京と同植の粁凡および平城寓式軒瓦に関する

基礎的考察』1 9 9 4 年) 。船橋廃寺と武智麻呂との関連を

立証する史料はないものの、この時期の船橘廃寺には、

平城宮から軒丸瓦6 2 8 2 型式B a 種と粁平瓦6 7 2 1 埋式C秘が

持ち込まれる。これは、平城寓･ 恭仁宮･ 法華寺などに使
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われた瓦だ。

どうやら、７世紀には紋様こそ中央の飛鳥に近似しな

がらも在地寺院との受給関係を濃厚に示していたこの遺

跡が、奈良時代になると｢ ' 1 央と直接の関係を結ぶに至っ

たように思える。河内ではこのほかに、新堂廃寺に軒平

瓦6 6 7 1 咽式Ａ樋と6 6 6 7 型式Ａ種がある。前者は興福寺創

建軒平瓦、後者は藤原不比等邸ないし皇后宮所用。とな

ると、すでにI l l l I l 奇氏が指摘されているように、二つの寺

から出土する平城京とl i i l 髄の軒瓦は、今のところ不比等

邸･ 皇后宮･ 興福寺・法華寺など藤原氏と密接な関係を持

つ世跡の瓦に限られていることがわかる。この事実は、

船橋廃寺の性格解明に多少稗益するところがあるやもし

れない。

（花谷浩／藤原調査部）

と飛鳥寺の瓦（下）との比較

鐘雲雲雲蕊雲霧鶏

図４船橋廃寺（上）と興福寺（下）の6 3 0 7 Ｊ

４

ａ

図３船橋廃寺の瓦（上）
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図１２６６４６Ａ細部図1 １川原寺軒丸瓦ＳＯ１Ｃの瓦箔修復



頭塔出土

絹銭（さしぜに）

絹銭とは、複数の銭を中央孔に紐を通して一まとめに

したもので、差銭あるいは細銭とも書く。ここで報告す

る絹銭は、1 9 9 6 年の第2 7 7 次調査で、上層頭塔の心柱抜

取り穴から出土したものである。すでに『奈文研年報

1 9 9 7 - mにおいて概要は報告しているが、その後の整理

作業で新たな知見を得たので、その成果を報告する｡

出土状況この心柱抜取り穴は1 9 8 9 年の第1 9 9 次調査で

検出し、途中まで掘り下げていた。内壁に炭化物や灰が

残ることから、落雷による火災で心柱が廃絶したと推定

された。第2 7 7 次調査では、下層頭塔の確認のため、さ

らに内部を掘り下げたところ、現頂上から約２ｍ下で絹

銭と琉璃玉５点が出土し、さらにその直下で上層頭塔の

礎石を発見した。礎ｲ i 直上には漆喰･ 灰･ 炭化物が漏斗状

に堆積し、その後暗灰褐土と黄灰粘質土で交互に抜取り

穴を埋め戻しており、心柱を抜き取った後、埋め戻し前

に譜銭と玉を投入したことが判る。第1 9 9 次調査では、

抜取り穴を埋めた後に、凝灰岩製六角屋蓋十三重石塔を

建てたと推定している。

循銭の現状｡ 内容出土した絡銭は、銭の中央孔に撚純

を通し、縄の両端を玉結びしてはずれないようにしたも

のである。出土時にはすでに縄が途中で破損して切れて

いたため、３９枚の銭がはずれていたものの、なお8 3 枚の

銭が、縄が銭孔に通った状態を保っていた｡ また、はず

れた銭にも表裏に他の銭が付着していた痕跡があり、本

来一連の絹銭であったことがわかる。純. 銭の保存状態

が比較的良好なため、絹銭を土ごと固めて取り上げる必

要がなかった。そこで整理作業では、銃着した銭を１枚

ずつ分離し、それぞれの銭種と銭文の向き･ 配列を確認

することとした。

今回確認した銭種の内訳は、和同開弥４枚、蔦年通賓

3 4 枚、神功開賓8 3 枚、不明銭１枚である。また銭文の向

きと配列には特に規則性を認めることはできなかった。

例えば、同一銭種が連続する場合も方向が統一されてお

らず、３種の銭を意識的に区別した様子も無い。ただし、

両端の銭は銭文を内側に向けており、意図的に銭文を隠

した可能‘ 性もある。

また、細の繊維片を微少量採取し、顕微赤外分析法で
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スペクトルを測定したところ、麻類の繊維であることを

確認した。材質については、さらに詳細な調査を要する

が、苧麻の可能性が高い。

奈良時代の絹銭これまで平城京では、左京三条二坊で

土坑S K 4 3 5 5 、左京四条四坊九坪で土坑S K 2 4 0 8 から絹銭

が出土している。S K 4 3 5 5 は三条条間南小路S F 6 4 3 0 上に

掘られた浅い土坑である。絹銭は銃化固着が進んでおり、

出土状態のまま取り上げて保存処理を行った。そのため

Ｘ線撮影が行えず、銭の枚数は肉眼で9 7 枚まで確認した。

また銭文を確認できたのは和同銭４枚のみである。

S K 2 4 0 8 でもやはり出土状態のまま取り上げ、肉眼とＸ線

撮影により9 7 枚の銭を確認した。銭文を確認できたのは

和同銭６枚のみである。ただし共伴した土器の年代（平

城Ⅱ）から見て、残りも全て和同銭であろう。いずれも

正確な枚数は不明であるが、ほぼ1 0 0 枚が一まとまりと

された１００文の絹銭である可能性が高い。栄原永遠男は

古代の銭の貯蔵･ 運搬用として1 0 0 文ずつのまとまりの存

在を想定しており、この２例はこれに合致する（｢ 日本

古代における銭貨の存在形態（その１) 」『出土銭貨』第

５号1 9 9 6 年) 。また、元興寺塔基壇、興福寺南円堂基壇、

坂田寺須弥壇下でそれぞれ1 0 枚の絹銭が出土しており、

1 0 0 文の下の単位として、１０文のまとまりも存在した可

能性がある。なお、９７枚程度で1 0 0 文とみなす「省百法」

が奈良時代から存在したとする説もあるが、平城京出土

例からは、上記の理由で確定できない。

一方、頭塔出土の絹銭は総数1 2 2 枚と端数が出て、銭

種も統一されていない。しかし、これも他の出土例を参

考にすると、特殊な例ではない。左京二条六坊十二坪の

S K 3 1 6 5 や坂田寺の土坑S K 1 6 0 では、埋納された銭の中に

1 0 枚前後の絹銭や布にくるまれた銅銭などの小さなまと

まりが含まれ、興福寺南円堂基壇では和同銭４枚の絹銭

もある。これは、おそらく複数個所･ 人から集められた
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様々な形態の銭をまとめて納めたものらしく、総額も端

数が出るようである。頭堵の場合は、同様にして集めた

銭をすべて緒にしたのであろう。奈良時代には、用途・

目的に応じて様々な絹銭が作られたらしい。

銭種の組成ここでは、近年活発な中・近世出土銭の分

析法を応用し、この絹銭を検討してみよう。表はほぼ同

時に埋納されたと考えられる平城京周辺の銭貨出土例の

うち、１０枚以上の銭種が判明しているものの組成を百分

比にしたものである。井戸の２例は祭祁用と考えられ、

他は鎮聴具である。最新銭を出土した興福寺南円堂基壇

を一番上に置き、その他は和同銭の比率が低い方から順

に並べている。銭種組成と銭の発行年を基に、大まかな

時期区分が可能となる。ここでは、１期：和同のみ、２

期：和同５割以上十蔑年十神功、３期：和同１割程度十

蔑年十神功、４期：隆平永賓を含む、という区分を行う。

１期の実年代は繭年通賓発行（初鋳7 6 0 年）以前になる。

なお、和伺十蔑年という組成が存在すれば１期と２期の

間になるので、仮にｌ′ 期としておこう。２．３期は神

功銭発行期間（7 6 5～7 9 6年）のそれぞれ前･ 後期となる。

４期は隆平銭発行以降（初鋳7 9 6 年）となる。２期の井

戸２例では平城Ｖ（7 8 0 年前後）の土器が共伴し、４期

の興福寺南円堂は8 1 3 年という建立年代が判明しており、

この変遷がおおむね正しいことがわかる。頭塔例は３期

にはいり、ほぼ長岡京期ころの埋納であろう。また、坂

田寺の２例は２期と３期に別れるが、これは建物の建立

時期の差であろう。

なお、十三重石塔の舎利荘厳具を狙った盗掘孔を現頂

上直下で検出しているが、そこから舎利荘厳具の一部と

見られる銭貨が４枚出土し、中に隆平銭が含まれていた。

絹銭の投入と石塔の造立には時間差を見た方が良い。そ

うすると、絹銭･ 玉の投入行為の意味は、石塔造立のた

めの地鎮ではなく、落雷といった災いの再発防止を祈る

祭祁とも考えられる。

また、銭種組成は、その時期の銭貨流通雄を反映する

と考えられる。そこで、和同銭の比率の推移を見ると、

２期から３期にかけて和同銭の流通鼓は激減したらし

い。菖年･ 神功銭は発行当初和同銭の1 0 倍の価値が与え

られていたが物価の高騰を招き、宝亀３年（7 7 2 年）に

は新旧３銭の同価施行となる。このころから和同銭の回

収が進んだようである。頭塔絹銭の銭種組成と３銭の区

口和同口菖年口神功口隆平

〃

,f’ 「「 ００ＩＩＩＩ

興福寺南円堂基垣４期

頭塔３期

坂田寺仏堂須弥壇下３期

元興寺塔基壇３期

坂田寺’ ＳＫ１６０２期

左3. 2. 2, 井戸SE45802期

右8. 1. 14. 井戸SE15552XI

右8 . 1 . 1 3 . 地航具１期

卿掘寺金堂須弥壇下１期

剛剛〃 ((

ＷＷイイ（( （

００~イ／（

ＩＦ〃ＩＦ〃

〃( 【( 【~Ｉ

（’（’ 〃〃／

別の無い扱かわれ方は、このような状況と合致している。

なお、和同銭には新･ 古の２形式があるが、上記の出土

例では、銭文が分かるものに古和同は含まれていない。

実は平城京では古和同の出土数が極端に少なく、新和同

に比べ鋳造並が少なく、発行期間も短かったと考えられ

る。おそらく、平城遷都前後には、新和同に切り替わっ

たのであろう。

次に、４期の興福寺南円堂例では、隆平永質発行後１５

年以上を経ても旧銭の割合が半分以上を占め、和同銭も

まだ１割程度残っている。そもそも隆平銭発行の詔文で

は、５年以内で旧銭の使用を禁ずるとした。しかし、同

年には鋳銭の原料不足解消のため銅帯金具を廃止し、さ

らに延暦1 7 年には流通並確保のため畜銭禁止令が出され

ている。それでも、新銭の発行城が不足していたことが、

この例からもうかがえる。おそらく大同３年（8 0 9 年）

の勅で新銭不足のため旧銭の併用を公式に認めているの

は、きわめて現実的な措置であったといえよう。

平城京では、銭貨は特に珍しい遺物ではなく、当時流

通が盛んであったことが分かる。一括埋納の事例も増加

しており、これらを利用して都城における銭貨流通の実

態を探ることが期待できる。今後は、京内の事例に加え、

他の都城や地方の事例も含めて、分析を進めていく予定

である。

（臼杵勲／飛鳥資料館・岩永省三／平城調査部）
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平城京羅城門

の再検討
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平城京の朱雀大路の南端に立つ羅城門が、都城の中で

重要な位憧を占めていたことは、養老術禁律閲入踊以限

条や養老宮衛令開閉門条などにみるように、法制上から

も明らかである。古代日本の都城形制にあっては、延喜

式左右京職式京程に示される平安京でのそれのように、

都城の南面にのみ羅城が設置され、その中央に、唯一の

京城門である羅城門が開く。平城京の羅城門については、

推定地の大半が現在佐保川の河道となっているが、その

西側に隣接する場所で1 9 6 9 . 7 0 . 7 2 年に行われた発掘調査

により、門基壇や朱雀大路、九条大路などに関わる遺構

が確認され、羅城門の復原が試みられている（大和郡山

市教育委員会「平城京羅城門跡発掘調査報告』（奈良国

立文化財研究所編集）1 9 7 2 年) 。

発掘調査報告書では、雑城門の基壇は東西3 2 . 9 0 ｍ（1 1 1

尺) 、南北1 7 . 8 2 ｍ（6 0 尺）で、その上にたつ門は桁行５

間、梁間２間の1 7 尺等間、基壇の出は桁行、梁間方向と

も1 3 尺の重層入母屋造りの建物であったと考定してい

る。これは1 9 6 4 年に発掘調査で確認された平城宮朱雀門

の平面規模とほぼ一致しており、1 9 9 8 年春に完成した朱

雀門建物は、全く同じ寸尺で復元されている。

発掘調査で確認された羅城門に直接関わる遺構は、門

基壇の掘込地業の西辺と北辺の一部であった。同じ調査

で検出した朱雀大路の西側溝および西辺築地塀の位置を

もとに、朱雀大路の中心線つまり羅城門の中軸線を求め、

そこから基壇掘込地業の西辺までの距離を倍して基壇東

西幅を算出したのであり、その方法は妥当であったもの

の、問題は朱雀大路の規模にあった。1 9 7 2 年以前、平城

京の朱雀大路についての発掘調査は、まだ行われたこと

がなく、報告書では、門推定地の周辺の遺存地割などか

ら、延喜式京程にみる平安京朱雀大路の規模2 8 丈（2 8 0

尺）と同じであるという前提に立って、朱雀大路の中心

線の位置を仮定している。1 9 7 4 年にいたり、朱雀大路の

全体規模を明らかにする発掘調査が平城京六条の周辺で

行われ、東西側溝心心間距離が7 3 . 4 ないし7 4 . 0 ｍであると

いう事実関係が報告された。この報告書では、さらに既

往の調査成果なども総合して、築地心心間距離は平安京

朱雀大路よりも広い3 0 丈（3 0 0 尺）であったとの見解が
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図１羅城門とその周辺の

発掘調査（｢ 平城京羅城門跡

発掘調査報告」１９７２年）

：州

倍÷割

提示されたのである（奈良市『平城京朱雀大路発掘調査

報告』（奈良国立文化財研究所編集）1 9 7 4 年) 。ここにお

いて、羅城門規模復元の根拠とされた平安京朱雀大路＝

平城京朱雀大路との前提は妥当ではないことが自明とな

った。

以後、いくつかの地点で朱雀大路に関する発掘調査が

実施されているが、朱雀大路の側溝は場所によって４ｍ

から８ｍ近くまでと幅に違いがあり、しかも流水による

瀧肩の浸食が著しい場所が少なくなく、本来の設定規模

を復元しがたい場合が多い。当然、道路の中軸線などを

推定する場合にも、ある程度の誤差を前提とせざるを得

ないことになる。これでは、数尺の単位で議論すべき羅

城門の復元規模のデータとしては、こころもとない。そ

こで、羅城門の周辺で近年条坊道路に関わる発掘調査が

行われているので、その成果により、羅城門近くにおけ

る朱雀大路の中心線を確定する方法をとることにする。

ここで採用する調査地点は

①右京九条一坊四・五坪の坪境小路

( 奈良同立文化財研究所『平城京九条大路県道城廻り

線予定地発掘調査概報Ｉｌ１９８１年）

②左京九条一坊三・六坪の坪境小路

( 奈良市教育委員会「平城京左京九条一坊三坪. 六坪の調

査第1 0 6 次」『昭和6 1 年度奈良市埋蔵文化財調査概要

報告書11 9 8 7年）
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東西規模は3 2 . 7 4 ｍとされてきたが、実はそれよりも９ｍ

ほど大きかったのである。当然のこととして、これまで

のように門建物の桁行柱間数を５間とみるには柱間寸法

が過大になることから、平而規模とその寸法を再考する

必要が生じてくる。門基壇の掘込地業東西l 傭4 1 . 5 0 ｍは１

小尺＝0. 295ｍで除すると140 . 7尺、0 . 296ｍでは140 . 2尺と

なる。掘込地業と実際の基垣規模との関係は、平城宮朱

雀門ではほぼ同規模であったことがわかっている。羅城

門でも同様の状況であったとして、また建物平而の寸法

が完数で設計されていたとすれば、基壇東西幅は1 4 0 尺

とみることができる。基填南北幅については、基壇調査

区のすぐ南に設定したトレンチでは門に関わる遺構は確

認されていないので、南北幅1 8 ｍをこえることはないと

みられる。そうとすると、従来の所見や朱雀門の復元研

究などの成果を援用して考えると、羅城門の桁行は中央

５間が1 7 尺等間、両脇の各１間が1 5 尺の、総長７間1 1 5

尺。基壇の出は、したがって1 2 . 5 尺であったとみておく。

梁間寸法については、建物を重屑入母屋とみると、１５尺

２間で、蕪埴の出1 2 . 5 尺、基壇南北幅5 5 尺と考定できる。

このように、平城京の京城門たる羅城門は、平城宮の朱

雀門をしのぐ、平城京随一の大門であったのである' ) 。

ＢＸ＝- 146732. 22

Ｖ＝- 1 8 6 1 4 . 0 4

図３羅城門の復元

、
一十全＝

Ｃ雑城門心

Ｘ＝- 149771. 38

Ｙ＝- 18569 . 1 2

／

Ｘ＝ -

- 1497OＧ

九条大路北側瀧

注

ｌ雑城' 1 1 1 に逆なる雑城は門のI i I j 脇１坪の部分にだけつくられていたとする

従来の理解に対して、実はそうではなく、京南辺の全而に、平城宮の大

埴にも匹敵する大規模な築地塀が羅城として造営されていたと考えてい

る。平城京雑城門が朱総門より大規模であったこともあわせて、こうし

た術ﾘ ｉ実の古代都城史上における意義あるいは位樋づけについては、別

に詳しく論じているので、参照されたい。（井上和人「平城京雑城門再考」

｢ 条脳l i ﾘ ･ 古代都市研究第1 4 号』近刊予定）

（井上和人／平城調査部）

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 １３

画２

図２羅城門周辺条坊遺構の調査

凶､‘、
Ｘ＝- 149739 . 30

Ｖ＝再1 8 7 0 1 . 8 7

③左京九条一坊二坪･ 七坪の坪境小路

( 奈良市教育委員会「平城京左京九条一坊二坪･ 七坪の調

査第1 6 7 次」『昭和6 3 年度奈良市埋蔵文化財訓森概要

報告書』1989年）

の３カ所である。３地点とも小路幅は側溝心心間で7 . 0 な

いし7 . 1 ｍであり、２０大尺であった。②、③地点は南北に

9 4 ｍ離れており、道路中軸線の方位のうレはＮＯｏ１１′

2 0 〃Ｗと算出しうる。この方位角で南にのばして、九条

大路北側溝と交わる点をβ としておく。このβ 点と①点

は条坊計画上の２坪ぶんにあたるが、その実長は2 6 5 . 1 ｍ

と算出される。平城京の1 坪の計而寸法は3 7 5 大尺（＝

4 5 0 小尺）であるので、この場合１大尺＝0 . 3 5 4 0 ｍ（＝

0 . 2 9 5 0 ｍ× 1 . 2 ）となり、従来想定されている1尺の実長と

合致する。したがって、①～β 点の中点を九条大路上に

おける朱権大路の中心点とみなすことができる。これを

α 点とする。

このα 点を基準として、朱雀大路の規模を復元すると、

西側溝との位澗関係から側溝心心間は7 4 . 2 4 ｍであり、こ

れは2 1 0 大尺に相当する。築地心心間の規模は朱雀大路西

辺築地下の掘立柱塀の位置をとると8 8 . 4 4 ｍとなり、2 5 0大

尺（＝3 0 0 小尺）の計画寸法を復元しうる。そして、羅城

門基埴の東西規模は、掘込地業西辺の位侭が朱雀大路両

側溝心から1 6 . 3 7 ｍ東にあると報告されているので、朱雀

大路心αを基準にすると、4 1 . 5 0 ｍであったことになる。

従来、かつての発掘調査の成果として、縦城門の基嫡



平城京左京八条一坊六坪

ほか出土の漆紙文書

1 9 9 6 年度以来、平城宮跡発掘調査部史料調査室では、

以前に出土した漆紙文書について再調査を行っている。

今回は次の３件の調査で出土した資料について報告する。

第１６０次調賓出余文書平城京左京八条一坊六坪を調

査した第1 6 0 次調査（1 9 8 4 年）において、奈良時代後半

～末頃の掘立柱建物S B 3 1 9 0 の身舎西南隅柱の抜取穴から

一点の漆紙文書が出土した。この文書は既に「平城京左

京八条一坊三・六坪発掘調査報告書』、『平城木簡概報1 8 』

( ともに1 9 8 5 年）で報告済みであるが、再調査の結果改

めるべき点を見出したので報告する。

本文書は曲物に入った生漆の液面に付着した状態で出

土した。曲物底板の最大径は1 7 . 5 c m、側板は全周に残り、

現存する高さは最大5 . 5 c mである。文書の点数はかつて３

点と報告したが、再調査の結果そのうちの２点は同一紙

の表裏の墨書であり（①ａ．①b とする) 、残りの１点は

曲物側板に墨書されたものであることが判明した。

①ａ（オモテ面）２段にわたり歴名記載があり、名前

の下に双行で年齢、年齢区分を記す。更にその下に数字

が書き込まれている。１１行確認したが、１行目と２行目

の間に１行分文字の見えない部分がある。段間は約４

ｃｍ、行間は約1 . 6 ｃｍである。文字の大きさは本文約8 ｍｍ

四方、双行部約５ｍｍ四方である。界線は確認できなか

った。

①ｂ（漆付着面）文字は２行確認できたが、紙がしわ

になった部分にあるため、法量などの計測は困難である。

これも人名を列記し、年齢を記したもので、①a と類似

するが、女性名の「メ」の表記が異なる。

付曲物側板の墨書外面に横位で２箇所認められ、そ

れぞれ付ａ、付b とする。もと漆紙文書③として報告し

たが、実体顕微鏡（1 0 0 倍）によって観察したところ、

当該部分に紙の繊維の付着はなく、側板の材に直接墨書

したものであることが確認できた。

付b の日付の意味として、漆の生産に関わる日付、貢

納に関わる日付、使用開始の日付などの可能性が考えら

れる。但し、国立歴史民俗博物館の永嶋正春氏のご教示

によれば、５月だとすると、漆の生産の日付としては早

すぎるとのことである。

1 ４奈文研年報／1 9 9 8 - 1

本資料は記載が不明瞭な点が残念であるが、漆容器の

墨書は漆の流通のみならず、蓋紙の伝来を考える上でも

重要な情報をもたらす可能性があり、今後とも注意して

観察する必要があろう。

第２０４次調査出土文書平城京左京二条二坊五坪及び

二条大路を調査した第2 0 4 次調査（1 9 8 9 年）において、

二条大路上に掘られた濠状遺構S D5 3 1 0 から１点（①) 、

S D 5 3 0 0 から２点（②．③）出土した。いずれも所謂二

条大路木簡が出土したのと同じ木屑層から出土した。天

平年間前半のものであろう。①は『平城木簡概報2 4 』

( 1 9 9 1 年）で報告済みであるが、残りは未報告であった。

①縦2 . 3 ｃｍ、横3 . 7 ｃｍの断片で、オモテ面に２行３文字の

墨書が認められた。行間は2 3 ｃｍ、字の大きさは1 . 4 ｃｍ四

方である。界線は確認できない。

②縦3 . 7 ｃｍ、横4 . 0 ｃｍの断片で、墨痕はオモテ面から観察

できる。文字は２文字あるが、判読できない。このほか、

文字の行と直交して墨界線とみられる墨線が２本確認で

きる。幅は1 . 1ｃｍである。

③縦5 . 7 ｃｍ、横6 . 7 ｃｍの断片で、墨痕はオモテ面から観察

できる。文字は認められないが、縦界線とみられる墨線

が３本、横界線とみられる墨線が１本確認できる。縦界

線の界幅は1 . 1ｃｍである。

②・③は、文字はほとんどみえないものの、界線が

存在することにより本来は比較的整った文書、帳簿類で

あったことが推定できる（空白部が多いことからすれば

典籍ではあるまい) 。本資料と同様、これ以外の文字が

ない資料でも何らかの記載がある可能性があるので、多

くの情報を引き出す努力が求められよう。

第2 4 5 - 1 次調査出土文書平城宮東張出し部の一角を

調査した第2 4 5 . 1 次調査（1 9 9 3 年）において、奈良時代

後半の井戸S E 1 6 0 3 0 の井戸枠内から1 点の漆紙文書が出

土した。本文害は『1 9 9 3 年度平城概報』、「平城木簡概報

2 9 』（1 9 9 4 年）で釈文のみ掲載しているが、その他のデ

ータも合わせて報告する。

①縦3 . 5 ｃｍ、横1 . 8 ｃｍの断片で、墨痕は漆付着面から正位

文字で観察できる。１行３文字認められ、界線はみえな

い。文字の残りが断片的であるので、文字の大きさなど

の計測は困難である。

（古尾谷知浩／平城調査部）
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発掘された古代．

中世のトイレ遺構

1 9 9 2 年の藤原京跡におけるトイレ遺構の発兇以来、古

代・中世トイレ遺構の発掘事例は、蒜実に増加してきて

いる。このような中、トイレ考古学の現状と課題を討議

するため「発掘された古代・中世のトイレ遺構検討会」

を1 9 9 5 年から1 9 9 7 年にかけて３回開催した｡ 討議にはト

イレ遺構の発掘調査や整理。分析作業に関わった経験を

持つ考古学、文献史学、建築史学、植物学、動物学、寄

生虫学などの研究者が参加し、多岐にわたる問題を話し

合った。以下、検討会の中で話題になった課題のいくつ

かを紹介しておこう。

トイレ遺構の認定法条坊（道路）側溝の流水を宅地内

に引き込み利用する「水洗式トイレ」遺構は、藤原京・

平城京・長岡京などの都城遺跡で発兇が相次ぎ、もはや

寄生虫卵分析の手法を用いずとも、その形状からトイレ

遺構だとほぼ確定できるまでにいたった。また、中世～

戦国期の城館・都市遺跡にあっても、敷地の一画に設置

された土製・木製の容器や方形石組み遺構などの検討が

進み、配置関係や形状からトイレ遺構であると類推でき

るようになってきた。

しかしながら、地表に穴を掘っただけの「土坑式トイ

レ」については、類例はさほど増えていない。土坑内の

堆積土に人糞が含まれるか否か、それは寄生虫卵分析に

よって判断できるのだが、多忙な発掘現場で土壌を分析

に回すタイミングと予算が容易に確保できないなどの障

害がある。土壌を分析しない限り、トイレか否かの妓終

的な判定は困難である。現場におけるより簡便な認定手

法の開発が望まれるのである。

雲木と人糞肥料の利用藤原京七条一坊のトイレ遺櫛内

から、回虫や鞭虫などの寄生虫卵が高密度で検出された

とき、大方は人糞肥料の使用による変延を想定した。し

かし寄生虫学からすると、青森県三内丸山遺跡（純文時

代）においても鞭虫卵が高密度に認められるように、人

口が一定以上に密集すると飲み水や挨りなどによって

も、寄生虫病が蔓延し始めるという。必ずしも人糞肥料

の使用を反映したものと見なすことはできない。

一方、古代のトイレ遺構からは、土坑式か水洗式かを

問わず、ほぼ普遍的に簿木が出土する。トイレ遺構を認

1 ６奈文研年報／1 9 9 8 - 1

定する手がかりとして、艶のある黒色土やウリの種子な

どと共に、糠木の存在が注目される所以である。ところ

が鎌倉市内遺跡群で発掘されるトイレ遺構（鎌倉時代）

では、講木を出土するトイレ遺構はごく少数で、福井県

一乗谷朝倉氏遺跡（戦図時代）においては、隷木の出土

は全くみない。これを民俗例にあるように、使用済みの

簿木を便槽に落とさず、使用前の簿木とは別の箱などに

入れ分け、後刻まとめて焼却処分した結果だと解すれば、

この現象こそ人糞肥料の使用開始を反映したものとみな

せるのである。

その意味で興味深い遺構が、岩手県柳之御所遺跡堀内

部地区で発掘されている（( 財）瑞手県埋文センター

『柳之御所跡- 2 1 . 2 3 . 2 8次他調査報告』埋文報告書2 2 8集

1 9 9 5 年) 。ここでは無木やウリの種子が出土する士坑と、

ウリの種子のみで縛木を含まない土坑の区別があり、前

者は中心建物群に近接した位置に、後者は遺跡の南辺部

に設けられているという。糠木を含まない土坑を肥料熟

成用の「肥溜め」とみなすなら、１２世紀後半のこの頃か

ら、人糞肥料の利用が本格化し始めたとも解釈できる。

今後、類例の増加を待ちたい。

古墳時代の水洗式トイレ古墳時代の導水遺構に関連し

て、その下流側に堆積する土壌中から尚密度の寄生虫卵

が抽出されることがある。奈良県纏向遺跡（３世紀末）

や同県南郷大東遺跡（６世紀中頃）がそれで、この水系

に人糞が混入している可能性は濃厚なのだが、調査関係

者等は聖なる浄水を得るための施設と理解して、寄生虫

卵の存在を評価しない（青柳泰介「南郷大東遺跡」『水

辺の祭祁ｊ日本考古学協会三重大会1 9 9 6 年) 。確かに

周辺からは祭祁遺物なども出土しているから、寄生虫卵

の存在だけでそれを簡単に水洗式トイレだ（松井章「ト

イレの研究」『歴史と地理ｊ4 7 8 号1 9 9 5 年６月）と断ず

ることもできない。木製の槽と樋を組み合わせたこの

｢ 木梢樋」の遺構は、滋賀県服部遺跡や大阪府神並・西

ノ辻遺跡にもみられ、群馬県三ツ寺I 遺跡の石敷遺構も

その類例であろう。トイレ考古学の立場から、これを如

何に評価するのか？

これら水槽樋の遺構は、①山あいの谷筋や| Ⅱ河川敷き

など集落から離れたところに立地する。②貯水池に溜め

た水を木樋などで木槽樋に導き、下流に流す。③木柑樋

は屋内に設置されており、さらに外側を垣などで遮蔽す
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る例もある。④祭j i i u遺物が周辺からl l l - kする。⑤新1112

つの木梢樋がセットで存在する。これらの特徴に、柚と

溝との接点にある跨るための足場や寄生虫卵の存在を併

せ考えると、木柚樋が産屋の中に脳かれた水洗式の便器

であろうとの想定がﾉ 1 1 ﾐ じてくる。民俗学の成果なども参

考にすると、産屋とカワヤの関係は意外に深い。今後、

出ｔ遺物との対比研究が課題となろう。

一方、この木槽樋の巡構を写した埴輪や上製I Wl が、各

地の古城から出土している。大阪府狼塚占墳や兵1 1 1 脱行

者塚古城、東京都野毛火塚古城例がそれで、< ぴれ部に

朋形埴輪や家形埴輪などと共に侭かれたその様子は、奈

良県南郷大東遺跡の様子を初桃とさせる。そこでは谷筋

の地形すらも写し取っているかのようである。I I i 戦の被

葬考肘に連なる女性達が髄もったであろう産屋をめぐ

り、さらなる検討が望まれるのである。

尿容器の可能性をめぐって「浬瓶」「おまる」などの

いわゆる移動式トイレの確認も、トイレ号古学の重要な

関心' " である。藤原・平城京などの洲在で、内壁に| ' | 色

物賀が付締した須恵器の壷や平瓶などが、少数ではある

が、出土することがある。白ないし薄ピンクの発色で胴

状に付蒲するその様ｒは、堺環濠都I l j 辿跡や江戸城「1 1 1 1

遺跡から発掘される便梢内壁に付蒲する、色物質と極め

て類似している。そこで尿容器（浬瓶）のI I J 能性を求め

て付芳物質の科学分析を試みた。

’ ' 1 色物質の同定には、フーリエ変換亦外分光分析法を

白色物質が付着する古代の土器

①膿原寓ｉＩＩｉ〃官術２' 乎城ﾉ Eﾙ ( 叫条_ 呈坊③平城ｲ i 〃( 八条・坊‘ 1秋川城跡

一

一

」

一

用いた（佐藤昌懸他「亦外分光（F T - I R ）分析による

出土有機質進物の同定」『奈文研年報1 9 9 6 』) 。その結果、

この物質から有機的な惰椛はほとんど得られないもの

の、スペクトル等から雑本的にギブサイト（γ Ａｌ( OH) ３

水舞土）か、それに近いのものであることが判l ﾘ j した。

ギブサイトは、長石やガラスなどの粘土鉱物、あるいは

粘土鉱物の化学的風化の結果として得られる堆終物質で

あり、その成因を単純に人間の尿と結びつけることはで

きない。ではなぜそこにギブサイトが存在するのか？

今、ｌﾘ l 快な解答を示せないが、尿素・尿酸塩など尿由来

の物質が、土器内で分解する過程で生じる雰囲気I + I で、

周辺の- | 員壌や上器胎土中に含まれるアルミニウムを溶解

させたとも解釈できる。その》' 1 否は別にしても興味深い

のは、７．８１１t 紀代の資料がほとんど' 1 1 じ分析結果を示す

ことであり、それらが平瓶や把手壷などの器種に限られ

ることである。このように' ' 1 色物質の付清は、総体とし

て尿容器のI I J 能性を暗示するが、ギブサイトの成因が不

分明なため、確定までには至らない。さらなる類例の増

加と今後の検討をまちたい。

なお木研究は、文部省科学研究費補助金の助成を受け

たもので、検討会の内容およびその研究成果についは報

併: i I ド『トイレ遺櫛の総合的研究ｊにまとめている。詳細

はそれによられたい。

（黒崎直／藤原綱盃部）
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太陽にむかう舟

池上曽根遺跡・大型堀立柱

建物の復原

大阪府の池上曽根遺跡では、1 9 9 5 年に遺跡の中心部に

おいて弥生時代中期の大型掘立柱建物跡がみつかった。

桁行方向１１ヶ所にほぼ南北対称の位置で柱穴がならび、

梁間中央には而妻側に屋外棟持柱、屋内にも２ヶ所に棟

持柱の掘形をともなう。側柱列では1 7 ヶ所に柱根が残り、

しかも柱穴1 2 の柱根については、光谷拓実氏の年輪年代

鑑定により紀元前5 2 年という伐採年代が確定した（奈文

研年報199 7 - 1：４～５頁) 。

四面開放の建物桁行1 9 . 3 ｍ× 梁間6 . 9 ｍという特大の規

模をもつこの大型掘立柱建物については、まず宮本長二

郎氏が、発掘直後に、神明造の社殿を大型化したような

大引貫式高床建物の復原案を提示された。しかし、建物

跡の梁間寸法はじつに７ｍ近くにおよぶ。１７本も残る側

柱柱根の大半が直径5 5 ｃｍ前後の大材であるとはいえ、

その柱に貫穴をあけて７ｍものスパンをとばせるのかど

うか。とくに南側の柱穴１３．１４には、柱の差替え痕跡が

認められ、穴の底に残る柱根の直径も、それぞれ4 0 ｃｍ

と3 0 ｃｍで、他の柱より一まわり小さい。宮本氏が復原

するような大引貫式の高床建物なら、２本の柱だけを差

し替えるのは至難の技であり、なにより直径3 0 ｃｍの柱

に７ｍのスパンをとばす貫を差し込むのは不可能であろ

う。また、この大型建物は柱間寸法がまばらで統一性が

ない。宮本案では、床上を横板落込み式の板壁で囲って

いるが、その場合、各柱間の横板寸法はすべて異なった

ことになる。

翌9 6 年６月、土器の整理中に、大型建物を表現したと

思われる建物画がみつかった（図１）。Ⅳ様式土器の破

片には、建物の左半分が残るだけだが、そこには９本の

側柱と１本の独立棟持柱が描かれている。大型建物跡の

１

図１（左）大型建物を表現した土器絵画（9 6 年発見）Ｓ２：３

図２（右）屋根倉式建物を表現した土器絵画（９７年発見）Ｓ１：３

1 ８奈文研年報／1 9 9 8 - ］

近くから、それを写したような弥生絵画が出土したので

ある。尋かし、高床と壁の表現はまったく認められない。

これを素直に解釈するならば、凹而開放の平屋建物と考

えざるをえないだろう。

ところで、この大型建物の性格については、広瀬和雄

氏の「神殿論」に代表されるように、祭式関係の施設と

みる見解が根強くあり、場の聖性を独立棟持柱や高床の

構造と結びつける理解がなされてきた。しかし、この建

物が「神殿」的な施設であったとするならば、そこには

人間の生活臭を排除するような（いわば神社境内のよう

な）形跡があってしかるべきと思われる。ところが、建

物の南側には巨大な一木割抜き井戸が隣接し、その南に

も大型壷や飯ｊＩＩｉ壷などを埋めた素掘り井戸がいくつか検

出されている。さらに、大型建物の柱穴と南側の広場か

らは被熱変形土器や焼土が多披に出土している。すなわ

ち、大型建物とその周辺の領域では、火と水を使う日常

生活の痕跡が色挫く残っているのである。こういう遺物

の出土状況を尊重するならば、この大型建物は「神の家」

というよりも、複合的な機能をもつ共同体の共有施設と

みるべきであり、その上屋構造は土器に描かれた四而開

放の平屋建物が肢もふさわしい。

屋根裏のシンボリズムただし、もう一つの可能性も残

されている。床を天井レベルにおく屋根倉式の建物であ

ったとみる解釈である。この場合、側面からは床をえが

けないことになって辻棲があう。そして、復原事業にあ

たっては、この屋根倉案が採用されることになった。そ

れは、何より「商床」の「神殿」系施設という復原建物

のイメージを蝋ねたくないという意見が強かったからだ

が、筆者もまた台風や地震の対策を考慮し、天井に床を

張るほうが有利だと判断した。

かくして、床下を人間の生活空間、床上（屋根裏）を

穀倉かつ木偶祭祁の聖域とみなす新たな復原原案が誕生

図３大型掘方拝建物の復原平面図Ｓ１：４０Ｃ



した。ところで、天井の下を地上界、その上を天上界の

暗愉とする二項対立的な住居空間のシンボリズムは、東

南アジアの島喚地域を中心にひろく分布している。しか

も、これらの地域の民族建築には、棟を長くして軒を短

くする「舟形屋根」に覆われたものが少なくない。考古

学的にみると、中国江西省営盤里迩跡（前2 0 0 0 年頃）で

出土した陶屋が舟形屋根の堆古の例である。おそらくこ

の種の屋根形式は新石器時代の中国江南に起源し、東ア

ジアの海岸域から周辺の海洋・鳥肌地域へと拡散してい

ったのだろう。

太陽にむかう舟筆者は、かつてドンソン文化Ｉ式２期

の銅鼓に表現された商床建物の空間椛造から、この「舟

形屋根」のシンボリズムを論じたことがある（研究論集

Ⅶ：ｐ, 1 - 2 7 , 1 9 8 9 ) 。葬送儀礼の中心的施設として描かれ

たその商床建物は、独立棟持柱をともなう屋根倉式で、

おそらく「蹟屋」に類する仮設の祭場と思われる。なに

より注目すべきは、屋根が船首・船尾の位侭に鳥の首を

象った舟の形をしており、しかも棟の上にｌ～２羽の鳥

がとまっていることである。また、屋根の内側には、死

者もしくは呪者のような人物も描かれている。詳細は符

略するが、筆者は、この舟形の屋根形態を、死者の魂を

のせた「鳥舟」の象徴表現ではないか、と考えている。

船首と船尾に鳥頭を象る「魂の舟」が、棟にとまる烏に

導かれ天上世界へと導かれていく。複数の柱によって1 ｉｉ

に浮いた舟形屋根は、霊魂を太陽（天上）へと運ぶ交通

手段であって、「残屋」と| ] される商床建物は、水平〃

向と垂直方向の他界観が重層した「烏舟」型他界思想の

凝縮した姿なのではないか。

池上曽根遺跡の大型捌立柱建物の復原にあたっても、

｢ 太陽にむかう舟」としての舟形屋根の象徴性を強調し

てみることにした（図3 . 4 . 5 ) 。葦の段茸きにした草屋根

あおりいた

の棟をおさえる障泥板を| 通I 定するために、『t 千木状の材

を一定間隔にならべ、その交差部分に丸太材（近世民家

におけるカラスドマリ）を通し、二羽の木彫烏像をこの

丸太上に置いて、さらに丸太の両端を烏頭に象ってみた。

さいわい池上曽根遺跡では、鳥形の水製品が数点出ｋし

図４（左）大型掘立柱建物の復原立面図（上）と復原断面図（下）

Ｓ１：４００図５（下）大型堀市持建物の1 / 5 0 復原模型

皇

ており、，鳥像・馬頭の復原では、その出上遺物の形象を

忠実に模倣している。

新資料からみた修正案以上のコンセプトのもとに基本

設計を完了した直後の9 7 年６月、屋根倉式の建物を描く

新たな土器絵凹がみつかった（図２）。桁行３間の小さ

な独立棟持柱付高床建物i i i i だが、装飾遇かに表現されて

おり、大型建物画以上に「神殿」の風格を漂わせている。

まず注| ｜したいのは、右外側に拙かれた梯子である。復

原建物の設計では、階段を墜内に設け天井出入りとした

のだが、前身建物の扉板を転用した礎盤も出土しており、

屋根倉への入1 1 は妻壁に開けるべきかもしれない。

また、ＩｌＩｊ葵側に描かれた３つの半円形は、おそらく母

屋桁の先端を表現したものであろう。復原建物では、母

屋桁を隠す材として破瓜板をとりつけ、それを銅鐸の紋

様で彩った。しかし、破風板そのものが弥生時代まで遡

る根拠はない。一方、興味深いことに、床桁らしき長方

形も３ヶ所にみえ、しかも床のI I 1 j 端を蕨手に描いている。

この蕨手をもつ横線は、床桁を隠す化粧材で、背のたか

い尚床を斜め下から仰倣したため、床桁とそれを隠す化

粧材が同時に描かれた可能性がある。かりにこの砿の化

粧材が存在したならば、吐屋桁を隠す破風板が存在した

としてもなんらおかしくない。さらに、床レベルで蕨手

の装飾がみられるからには、それを棟飾りとしても採用

していたI i j ､ 能性が指摘できるだろう。これらの問題点を

勘案し、雅本設計の修爪案も考えてみた（図６）。ただ

し、実施設計はほぼ韮本設計案を踏襲しており、まもな

く若工をむかえようとしている。

（浅川滋男／平城寓跡発捌調査部）

Ｙ、－－屯｡ = ＝マー
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図６９７年発見土器絵画による修正復原方面同Ｓ１：４００

( 似１１．２: 和泉I l j 教f j : 委貝会提供、似１３～６: 京都環境I i l ･ I I hi 研究所作成）
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法隆寺金堂、薬師寺東塔、

唐招提寺金堂の調査

建造物研究室の主たる研究テーマのひとつに古代建築

の研究がある。本年度においては、所有者のご理解が得

られ、法隆寺金堂、薬師寺東塔、唐招提寺金堂などの現

地調査を行うことができた。それぞれに調在のテーマを

決め、実施した。その成果を以下に記す。なお、折しも

現在平城宮第一次大極殿復元事業の基本設計を実施中だ

が、その委託先である財側法人文化財建造物保存技術協

会（以下、文建協と略称する）においても設計の参考に

したい旨のI l I し出があり、文建協との共同研究のかたち

で調査を実施した。

法隆寺金堂の調査主に構造のシステムについて調査し

た。また、調査後、文建協の購造担当の方でコンピュー

タによる櫛造解析を行い、力の流れ、建物の変形性状を

考察した。金堂の構造システムの特徴を以下に記す。

○ 二重は柱間数を桁行、梁間とも一間減ずる

○ 二重の隅柱は初重入側柱とほぼ位置をそろえる（柱心

は半支ずれる）

○ 二重の脇間以外の柱間は初重とほぼ同寸とする

○ 二重の柱間装置は桁行、梁間とも両端間は土壁、他の

間は連子窓とする

○ 連子窓の中央に間柱をたてる

○ 小屋組の筋は初重柱筋にそろえる

○ 梁材は、初重の天井桁と二重の繋梁と小屋梁の三本で

ある（慶長修理時に初重繋梁と天井桁上大梁が補加され

たが、昭和修理時に初重繋梁は撤去された）

○ 力肘木・尾垂木・束からなる直角三角形を桁で受け、

天秤構造となるが、直角三角形を支える機構が初重と二

重とでは異なる

○ 尾垂木の押さえ方が初亜と二寵では異なる

初重では尾垂木尻を直接束で押さえるのに対し、二重

では尾垂木押さえを井桁に組み、而となって押さえる

( 二重の束は初重柱筋）（慶長修理時に二重尾垂木を大梁

に引き付ける材が補加されたが、昭和修理時に尾垂木尻

どおしを引っ張るターンバックルに改められた）

○ 主要な横架材（通肘木、桁等）および尾垂木は同一断

而の規格材である。成にばらつきがあるが、規格寸法は

高麗尺で巾６寸× 成７寸５分

2 ０奈文研年報／1 9 9 8 - 1

天井桁は規格材よりも成が商< 、小屋梁は成が低い

束についてはほとんどが転川材なので当初の寸法はわ

からない（小屋束は横架材の転川材と考えられる）

薬師寺東塔の調査主に組物の納まり、使用している木

材の種類について調査した。その成果は以下の通りであ

る。

＜組物と卿: の特徴＞

○組物・i l i 1 : の部材の断面寸法は各亜とも同じである

○ 肘木の長さは各重でかえている下重ほど大きい

○尾垂木を受ける二手目の出は各重ともI I i l じ

○I I i l : の出は上砿ほど小さい

○ 尾垂木、正木の勾配は上愈ほど強い

く木| ､ 1斗の使川位置＞

一見不規則に兇える木L 1 斗の配慨も斗とその上に放る

材の繊維方向をi f 〔交させる技法ととらえると理解できる。

薬師寺東塔のほかにこの木1 1 斗の技法をもつ建物に

は、ＩｌＩＩＩＩ寺l u I 廊、法隆寺東院夢殿、法隆寺食堂、東大寺

法華堂正堂、唐招提寺講堂（もと平城宮東朝集殿）があ

る。また、時代は違うが、取源がi I l I : 接かかわった東大寺

南火１１１１，束大寺冊1 1 1堂、浄上寺浄上堂も同じ技法をＨ１い

ている。木口斗の技法は中' 1 1 色の強い建物に川いられて

いるようである。

＜組物の材種＞

雅本的には梢を使用しているが、大斗、隅行肘木、尾

垂木上の斗など、他より大きな圧縮力のかかる部材は操

を使用している。隅行の一段' 1 の肘木はその上にのる斗

および而戸まで一木でつくり荷亜に対応している。

唐招提寺金堂の調査唐招提寺金蛍は現在、柱が内側に

傾斜し、反対に組物は外側に傾くなど、建物の変形が著

しい。この原因がどこにあるのかを知るために、変形状

況の調査を現地で行うとともに、調査後コンピュータに

よる構造解析を実施し、力の流れ、建物の変形性状を探

った。その解析結果を右頁に示す。

おわりに今後ともこの種の調査を継続的に行い、古代

建築の解明につとめていきたいと考えている。

また、ｋに記した建物以外に東大寺転害門においても

調在を実施した。これについては2 4 . 2 5 ページをご覧い

ただきたい。

（村田健一／建造物研究室）
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･ 全体的な応力は比較的大

･ 入側柱の軸力は側柱の1 . 5 倍

･ 軒架構の断面が大幅に不足

･ 全体的な変形量は比較的小

･ 垂木のたわみ変形は過大

･ 側柱に水平変形発生が変形



薬師寺式三手先と

法隆寺式組物

はじめに寺院、宮殿建築において組物は最も特徴的で、

重要な建築要素のひとつである。外観的特徴によって、

舟肘木、大斗肘木、平三斗、出三斗、出組、二手先、三

手先などに分類されている。『建築大辞典』（彰国社刊）

で「三手先」をひくと、薬師寺東塔と唐招提寺金堂の側

柱筋から外側部分の断面図が示され、三手先は「三手先

組の略．斗きょう形式の一・壁面から前方へ斗組みが三

段に出ているもの. 」と定義されている。さらにつづけ

て「薬師寺東塔（7 3 0 ）が現存簸古の例であるが，まだ，

軒支輪はなく，斗の上には必ず斗が載らないし，尾垂木

上の三手先の位置も自由．唐招提寺金堂で軒支輪が付き、

前方の構造体が横に連結され，当麻寺東西塔（奈良時代）

で斗の配置は整備される．隅における斗きょうの組み方

は平等院鳳鳳堂（1 0 5 3 ）で完成され，今まで自由であっ

た三手先組の形式が一応完成する. 」とあり、三手先の

発展過程についても記されている。薬師寺東塔の三手先

は初期の段階の形式で、唐招提寺金堂、当麻寺東西塔、

平等院鳳鳳堂へと発達していくと認識されている。薬師

寺東塔より古い法隆寺金堂・五重塔等の組物は薬師寺束

塔以降の三手先組物とは別系統のものとされているよう

である｡ 「壁面から前方へ斗組みが三段に出ているもの」

という三手先の定義にあてはまらないからであろう。

昨年度の年報でも述べたが（拙稿「古代建築における

三手先組物について｣ ) 、この説明で気になることは、組

物を外観的特徴だけでとらえていることである。桔木の

発明により構造的意味合いが薄れた中世以降であればこ

れでよいかもしれないが、少なくとも古代においては組

物は軒を支えるという構造的役割をもつ装置である。特

に三手先のように深い軒を支える組物においては、軒下

だけでなく、主体構造部まで含めて論じる必要がある。

本稿は、これまで異なった系統の組物形式とされてき

た薬師寺式三手先と法隆寺式組物について、構造的視点

で比較検討を行いながら、それぞれの構造について考察

したものである。

薬師寺式三手先の構造薬師寺式三手先の建物には薬師

寺東塔以外には、海龍王寺五重小塔が現存する。

薬師寺式三手先は、大斗の上に枠肘木が組まれ、その
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上に、壁付は通肘木、手先方向は力肘木が組まれる。こ

の力肘木は建物を貫通し、反対側の組物の力肘木となる。

その上にもう一段枠肘木が組まれ、さらにその上に通肘

木が三段井桁に組まれる。最上の通肘木が側柱筋の桁に

なる。四天柱上に組物を介して束がたてられ、その上に

三重に重ねて横材が井桁に組まれる。第一、第二の横材

の間から尾垂木が側柱筋の上から第二、三番目の通肘木

間をとおして、外方に出される。先端に平三斗がおかれ、

丸桁をうける。（図１参照）

法隆寺式組物の構造法隆寺式組物をもつものには、法

隆寺金堂、同五重塔、同中門、法起寺三重塔が現存する。

法隆寺式組物は、大斗の上に枠肘木の役割をもつ雲肘

木がのり、その上に壁付方向に通肘木、手先方向に力肘

木を組む。その上に壁付に三段の通肘木を組み上げる。

最上部の通肘木は柱筋の桁となる。入側柱筋の束上の横

材から柱筋の上から第二、三番目の通肘木の間を通して

尾垂木が前方に出される。尾垂木先端に雲斗がおかれ、

丸桁を受ける。（図２，３および写真ｌ参照）

両者の組物と唐招提寺式三手先紙数の関係で細かな説

明は省略するが、右ページの図や写真をみれば明らかな

ように、両者の構造は、雲肘木等細部の違いはあるもの

の、枠肘木の上に力肘木をのせ、その上に通肘木を数段

組み上げることや尾垂木の納め方など、構造的な原理は

基本的に同じである。このような両者の構造は、校倉の

構造と近似する（図４) 。

隅において法隆寺式組物は隅方向にしか手先が出ず、

この点は両者の大きく異なる点である。

唐招提寺金堂以降の三手先は、二手目に組物間を繋ぐ

通肘木が入り、逆に柱筋の尾垂木上の通肘木を一本減ら

すなどの相違点がみられる。このタイプの三手先からは

校倉構造を連想できない（図５) 。

薬師寺式三手先は、唐招提寺金堂以降の三手先と斗や

肘木などの構成材の形状は似ているものの、全体的な構

造は法隆寺式組物に近いといえる。

おわりに以上のように薬師寺式三手先および法隆寺式

組物について構造的な視点で考察した結果、これまでの

認識とは異なる見解を得た。

今後は､ 構造的な視点とさらに施工的な視点も加えて、

組物の発展過程を解き明かしたいと考えている。

（村田健一／建造物研究室）



写真１法隆寺金堂初重の組物（修理工事報告書より）
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図３法隆寺余堂初重の組物

図１薬師寺東塔初重の軸組と組物（復原） 図２法隆寺五重塔の組物（『法隆寺最古の木造建築｣ I 草思社より）

図５唐招提寺金堂の三手先図４校倉の構造東大寺勧進所経庫（修理工事報告書より）
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調査の経緯この調査は、文化庁が東大寺転筈門ｌ／１０

模型製作のために設置した調査用足場を利用し、当研究

所と財団法人文化財建造物保存技術協会が共同でおこな

ったものである。

転害門は奈良時代に建立された東大寺の西而北門であ

る。建久六年（1 1 8 5 ）に大改造がなされ、現在の姿はこ

の改造後の姿である。昭和７年に、解体修理がなされる

が、この時の詳しい知見を示した資料が刊行されておら

ず、転害門について記されたものの殆どが、概説的な説

明にとどまっているのが現状である。そこで、今回の調

査では、詳細な部材調査をおこない、基礎的なデータの

作成と、転害門の歴史的考察をおこなった。９８年度には

調査報告書の刊行を予定しており、ここではその概要の

みを述べる。

墓壇現在の基壇は鎌倉時代につくられた花樹岩製の壇

上積基聴で、鎌倉時代以後も幾度かの修理を経ている。

文化庁所蔵の昭和７年の修理前の平面図には、現基壇下

から発見された凝灰岩の石列が書き込まれており、当初

は凝灰岩を使用した基壇と推定される。

柱柱は円柱で、頂部に綜をもつ。柱の長さは全てが同

一でなく、隅の柱を一番長くするいわゆる隅延びをもつ。

また、側柱が内側に少し傾くように立てられていた痕跡

があり、当初は内転びをもっていた。しかし、後の修理

時に真っ直ぐぃに立つように矯正されている。

柱間装置現在は棟筋中央間を扉口、同脇間を壁とする

他はすべて開放としている。しかし、現在開放となって

いる柱間でも、柱や虹梁に残る痕跡から、ある時期には

現在と異なる高さに貫が入れられたり、壁が設けられた

り、床もしくは天井が張られたり、本来の門の機能とし

ては必ずしも必要でない施設が付加されている。この門

が、手向山神社（東大寺八幡宮）の祭礼である転害会の

際の御輿の御旅所として使用されていたことから、祭礼

にかかわる機能にしたがった改造と考えられる。

現在の扉構は鎌倉時代以降の形式と考えられる。礎石

の形状から創建当初も唐居敷が使用され、柱面に残る風

蝕差から柱に辺付が密着していた形式に復原できる。

組物奈良時代には平三斗でつくられ、鎌倉時代に出組

東大寺

転害門の調査

〃

－

－
ー

図１転害門断面図１：２００（文化庁所蔵）
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図２転害門全景

に改造されたことは従来から知られている。これは、肘

木や斗のかたち、改造時に補入された通し肘木の木鼻の

かたちからもあきらかである。

奈良時代の肘木は下端の曲線が緩い曲線で、上而に笹

繰をもつ。鎌倉時代の肘木は下端の曲線が円弧に近い曲

線で、その差は明確である。肘木は主として、母屋桁筋

と東側柱筋上に当初材を使川し、その他では鎌倉時代の

部材を使用する。手先の秤肘木にくわえて、西面の壁付

の肘木も鎌倉時代に新調されている。壁付の肘木は当初

の平三斗のものを使用することも可能のようだが、平三

斗では虹梁との組合わせ上肘木が上木としてつくられる

が、出組の場合は手先の肘木との組合わせで肘木は下水

でつくられるので、当初の肘木をそのまま使用すること

はできない。そこで、鎌倉改造時には、組み合わせの欠

き込みのない母屋桁上と妻の棟で使川されていた４つの

肘木を東側の壁付の肘木と入れ替え、西側の肘木をすべ

て新調している。

斗は全体のバランスや斗繰の曲線の違いから当初材と

鎌倉材との違いは明確である。鎌倉時代の斗には皿斗を

もつ大仏様のものもあり、鎌倉時代に和様と大仏様の２

種類の斗が併用され、大仏様の斗は秤肘木上で使用され

ている。また、これらとは明らかに異なって斗而の成が

著しく高くて平安時代と思われるの斗も見受けられる。
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図３転害門軒卜詳細

桁・棟木現存する当初の桁材は棟筋の化粧桁のみで、

他の材は鎌倉時代以降もしくは昭和の材である。鎌倉時

代の桁材には二種類あり、ひとつは隅を丸く面取りした

長方形断而で、実肘木や斗に乗る部分では下端のmi をと

らずに直面にしている。もうひとつはいわゆる大仏様の

もので、出桁の一部に使用されており、強い胴張りをも

つ断面形である。棟木はケラバのみに円形断面の材を使

用するが、いずれも昭和材である。鎌倉時代の懸魚には

丸面取り長方形断1 mの棟木が取り付いた痕跡があり、昭

和修理時に' ' １形断面に変更されたものである。

小屋・軒まわり内部の小屋構造は、棟筋化粧桁上の束

と実肘木で棟木を受け、化粧垂木上に野小屋をかける。

軒は二軒で地垂木の出は８尺、飛楯垂水の出は2 . 5 尺で

ある。垂木割は各柱上で手挟んで、中央間2 0 支（2 0 尺) 、

端間1 8 支（1 8 尺) 、すなわち’ 支１尺としている。桁．

母屋・棟木のうちで、残存する当初材は棟筋の化粧桁の

みであるが、化粧桁上が後補材で覆われているために、

当初の垂木割を確認するにはいたらなかった。鎌倉時代

の桁を見る限りでは、現在の垂木割は鎌倉時代以降改変

は見られない。また、現在のケラバのＨ１も鎌倉時代まで

は遡ることが確認できる。

飛樵垂木は、当初のものがなく、すべて鎌倉時代以降

の材で、当初の形式は不明である。

地垂木は少なくとも４種類ある。ひとつは当初材で、

直径１５ｃｍ前後の円形断面で、側桁より内側では方形の

まま残し、拝み部分の三枚柚を残すものがある。垂木に

残る釘穴から、鎌倉時代の改造時に、地飛木が２尺外へ

引き出されたことが判明する。

鎌倉時代の垂木は丸く面をとった長方形である。鎌倉

改造時から昭和修理の間にも薙木の取り替えがおこなわ

れ、ある時期には小判型の断而の垂木が使用されている。

昭和修理の時には、規則的に３本に１本の割合で新材に

取り替え、垂水尻を棟木上で合掌に組んで、椛造的安定

をはかっている。

また、鎌倉時代の改造時に地垂木尻が化粧棟からはず

町

識慧

図４転害門小屋内

され、母屋桁と棟木間をつなぐ部材がなくなったために、

東i J Wの母屋桁間を繋材で繋いでいる。

屋根の反りをつくる茅負・木負・野棟木はすべて昭和

修理時に取り替えられている。奈良県所蔵の昭和修理前

の断而図によれば、修理前の野小屋内部は現状よりも若

- F 広く、現状の姿は昭和修理でつくられたものであろう。

当初形式創建､ ' 1 初の姿は、柱間装個は現在と同じく棟

筋中央間扉、同脇間上壁、その他は開放であった｡ 柱高

は１７尺で、腰貰は使用せず、頭貫の成は現状より若干低

い。柱は隅延び、内転びをもつ。組物は実肘木付平三斗、

架構は妾では二重虹梁基股形式で、内部では束立ち構造

とする。いわゆる三棟造で、桁・棟木は円形断面である。

地垂木の洲は６尺と推定され、飛樵垂木の有無やその形

式は不明である。建物内部の地垂木では、板を貼ったり、

壁を塗り上げるなどして唾水上（飛木間）を塞いだ痕跡

に乏しく、当初から何らかのかたちで、野地が垂木から

離れてつくられていた可能性がある。

鎌倉期の改造鎌倉時代の改造時には、腰貫を入れ、頭

貫の成を尚くする。組物を出組へ改造（大仏様と和様を

併用）し、大仏様木鼻をもつ通し肘木を入れる。桁材の

うち側桁・母屋桁は丸而取り長方形断面の材に新調し、

出桁の一部には大仏様の部材を使用している。地垂木を

前に引き出して出を８尺にし、下端のみをやや反りあげ

た飛樵垂木をつくり、その川を2 . 5 尺とする。

このように、鎌倉期の改造では和様の部材と大仏様の

部材が混在して使川されている。これは、表側にあたる

西而は当時最新の様式である大仏様を基調としたデザイ

ンで、背面側にあたる東I l i i は当初材を使用しながら和様

を基調としたデザインで改造されたためであろう。鎌倉

期の東大寺の復興において、転害門の修理は、大仏殿の

落慶に間に合わせるように緊急性をもっておこなわれ、

南大門や西大門に先立って工事がおこなわれている。ま

た、建物の格式を上げるために出組に改造されているこ

とから、京都からの街道に対する正而の門として機能し

た可能性が考えられる。（島田敏男／藤原調侭部）
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飛鳥坐神社

の建築

一時期前の敷居や根太の仕口穴が残り、当初はもう一段

低い床であったと復原される。また、中央の２通りの梁

間方向の柱筋では、前半部･ 後半部とものに敷居･ 鴨居の

痕跡が柱に残る。一時期、内部が桁行方向に３部屋に仕

切られていた時期があったことを示すが、その上の虹梁

下面には、垂壁をつけた痕跡がなく、敷居･ 鴨居と建具

のみで仕切っていたのであろう。

側柱は円柱で、土台上にほぞ差しにして立ち、直径は

妻中央で24 0mm、隅で21 0mm、平の中央で20 0 1Ⅲnである。

中央の２本の柱は八角形で、梁間方向に置かれた土台を

跨いで立ち、直径は3 1 5 mmである。

架構は独創的で、中央の２本の柱と妻中央の柱が直接

棟木を受け、側柱から中央の柱に縦横に虹梁を架け、天

井を張らずに化粧垂木を見せる。柱頂部では柱に挿した

持ち送りで、柱間では虹梁上の束・絵様肘木で棟木を受

ける。側柱上では出三斗を組んで虹梁を受け、戦では連

三斗としている。梁間方向の虹梁上では、菱形を組合わ

せた異形墓股上に枠肘木を組んで母屋桁と虹梁を受け

る。これら組物に使用されている実肘木には、４種類あ

り、ほぼ部位ごとに使い分けられている。組物までを解

体するような修理の痕跡も認められず、当初からの形式

と考える。墓股の意匠は前半部と後半部で若干異なり、

はじめに飛鳥坐神社は、飛鳥寺の東方の小高い森に位

置する。由緒は古く『日本書紀』にもみられ、天長六年

に現在地に遷座したという。享保1 0 年に、火災によって

社殿の大多数が焼失し、社蔵の棟札によれば、天明元年

に本殿、安永四年に中之社、天明二年に奥之社を再建し

ている。なお、このときに建てられた３つの社殿は現存

していない。

今回の調査は、本殿造営にともなう境内整備の一環と

して神楽殿と拝殿が取り壊されることとなったため、記

録保存を目的におこなった。

拝殿拝殿は桁行３間、梁間２間、切妻造鉄板葺の建物

である。現在は、正面中央間と背面中央間を開放、正面

脇間を窓台開放、その他を土壁としている。正而中央間

では、虹梁形まぐさの裏側に藁座が残っており、当初は

扉構えと復原できる。正而脇間では、柱に辺付を留めた

釘穴（腰より下では２列、腰より上では１列）が残って

おり、当初は窓でなく蔀戸であったと復原できる。

内部後半部の両脇間には低い床がある。この床は明治

以降のものである。柱には現在の床より一段低い位置に
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神楽殿平面図１：２００神楽殿断面図１：２０Ｃ

全般的に前半部には、良材を使用し、手慣れた大工がつ

くったと思われる部材を配している。また、桁行方向に

架かる虹梁や絵様肘木では背面側の絵様を省略し、中央

の梁間方向の虹梁でも最も背面側の袖の絵様を省略し、

見えない部分の省力化を徹底している。

小屋は野小屋を使用し、跳木を入れる。軒先では、中

央とそれから６支毎に跳木を配し、跳木先端から金具に

よって飛楯垂木を吊る。柱筋にも跳木が入るが、これら

は棟で合掌に組まれている。これら跳木上に土居桁を渡

して、これを母屋桁として野垂木を架ける。かつては桟

瓦茸であったが、昭和に鉄板茸に茸き替えており、この

ときに、土居桁、野垂木、野地板を取り替えている。登

り裏甲はそのまま使用しているが、茅負上の裏甲は取り

去って、この位置に野垂木の先端を納めている。

妻飾りは、二重虹梁太瓶束である。妻の内側では、中

央の柱が立ち上がって直接棟木を受けるが、外側では、

側柱の柱天にあわせて、それより上部の柱の外半分を削

りとって二間通しの直材の梁、太瓶束枠肘木、基股、虹

梁を貼り付けている｡

建築年代を示す資料はないが、虹梁の絵様などは１８世

紀後期の様相を示しており、天明元年に建てられた本殿

とほぼ同時期に建築されたと推定される。

当拝殿は、拝殿としては珍しく架構･ 化粧屋根裏を兄

せて、内部の化粧垂木の勾配を強くすることによって、

内部空間の高さを強調したダイナミックな空間をつくっ

ている。その一方で、外観を一般的な形式に整えるため

に、わざわざ側柱筋で折れる地垂木をつくりだして外部

の垂木勾配を緩くしたり、妻には内部架構とは無縁な構

造体を貼り付けている。また、墓股の意匠にも独自性が

神楽殿T F 両

到2 U n 世
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神楽殿内部

みられ、随所に大工の工夫がみられる意欲的な作品であ

る。これを建てた大工がどのような経緯でこのような独

創的な建物を考え出したかが興味深い。

神楽殿神楽殿は奇祭「おんだまつり」の舞台として使

用されている懸造の建物である。懸造の部分は桁行四間、

梁間三間で、建物部分よりも柱間の間隔を狭めている。

柱の断面形は| ' j もしくは八角で、基本的には建物部分の

土台を受けるが、背面側の隅の２本の柱は通し柱として

そのまま建物部分の隅の柱としている。

建物部分は桁行三間、梁間三間、切妻造桟瓦葺で、内

部を床貼りとし、正面側に土庇が付く。断面方形の柱を

土台上に立て、床束を土台間に渡された土居上に立てる。

正面の三間および、西側而の正面側一間に敷居. 鴨居を

入れ、背面中央間は窓とする。引違の板戸もしくは舞良

戸が入っていが、現在は建具を使用していない。

天井は梁上の竿縁の上に竹を並べて、桧皮を敷いて土

を乗せる。現在の天井から約5 0 ｃｍ下に当初の天井の廻

し縁が残っており、当初は猿頬天井を貼って梁を隠して

いたと復原できる。小屋は化粧垂木を使用せず、成の薄

い半割小丸太の垂木で直接屋根をつくる。桁、梁、母屋

桁、棟木、垂木、野地板はすべて中古に取り替えられて、

洋釘が使用されており、明治以降に大規模な屋根替がお

こなわれたことが判明した。なお、この修理時に、東側

の鬼瓦が取り替えられている。

正而側の土庇は、当初は柱なしで腕木だけで支えたも

のを、後世に柱を付け加えた可能性がある。ここでは、

野小屋を使用し、化粧垂木尻を垂木掛に、野垂木尻を桁

に納めている。したがって、本体部分の屋根でも軒先に

は化粧垂木を使用していた可能性がある。

建築年代を示す資料はないが、天明年間前後の諸社殿

造営の一環として建築されたと推定される。

おわりに今回は、宮司さん. 建設会社の協力によって

これら建物の記録保存をすることができたが、記録保存

もされないままに失われる建物が数多くあるのが現実で

ある。現存する建物すべてを保存することは現実的に不

可能な状況下で、建造物の分野でもこのような記録保存

も必要であり、このような調炎を積極的おこない得る体

制の必要性を痛感した。（島田敏男／藤原調査部）
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滋賀県における近世

農家住宅の平面形式

はじめに平成７年度から３カ年で､ 滋賀県における近

世民家住宅の調査を行なってきた｡ 昭和4 1 年の緊急民家

調査以来の全県を対象とした調査であり､ 調査件数は一

次調査8 0 5件､ 二次調査1 9 1件に及んだ｡ その成果は『滋賀

県の近世民家』（平成９年３月滋賀県教育委員会）で

公表しているが、ここでは農家住宅の平面形式について

その概要を報告する。二次調査対象建物のうち、農家住

宅は1 3 7 件と大半を占めた。

滋賀県の近世農家住宅については、昭和戦前期の民俗

学研究の高まりの中で、特に湖北地方の民家例が注目さ

れるようになる。これらは戦後の民家研究の進展の中で

｢ 余呉型｣ 、「大浦型」と分類され、滋賀県を代表する民家

形式として定着している。実際には、滋賀県においても

近畿地方で主流となる、いわゆる「四間取」の平面形式

が広く分布する。近世民家の平而類型については「日本

における近世民家（農家）の系統的発展」（奈文研学報4 3 、

昭和6 0 年３月）で系統的分類を試みているが、残念なが

ら一般化していない。ここでは吉見静子の分類に基づき、

一部呼称を変更して形式分類をおこなった。二次調査対

象建物を通して、その特徴と分布について述べたい。

なお、滋賀県の近世農家住宅は入母屋造で、扱首組の

屋根に琵琶湖に産するヨシを葺くものが多く、一部に麦

藁・稲蕊を葺いた建物もある。また瓦葺は近世には上層

農家に用いられるが、明治以降は一般農家にも普及し、

ヨシ葺屋根でも下屋や庇部分に瓦を用いる例が多い。

整形四間取Ｉ型（分布図：■ ）屋内は土間部分と床上

部分に別れ､ 土間の平側を出入口とする平入形式が多く、

土間裏側は炊事空間となる。床上は田の字に間仕切りし、

表側が土間側からデイとザシキ、裏側がダイドコとネマ

の４室構成となる。桁行方向に居室を増して６室構成と

するものもある。ザシキ妻面に床の間と仏壇を置くもの

が多いが、草津市Y K 家のようにザシキ表側を床の間と

する例も確認された。

ヨシ茸の場合、上屋柱の上に桁を回して扱首を組むが、

表側の奴首尻は間仕切の表側柱と一致し、裏側の扱首尻

は背面側の居室の中間にくるのがこの型の特徴である。

扱首の頂点は大黒柱通りより表側にずれることになり、
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裏側居室は半分が下屋の下となる。

近世の民家で梁間三間半以上の梁が制限されたことか

ら成立した形式と考えられるが、祖形として一列二室の

住居が想定され、その平面を背面側に拡大することで成

立した形式と見ることができるように思われる。

京都府南部から大阪府、奈良県まで広く分布する形式

で、滋賀県では琵琶湖南西部の志賀町から大津市、東海

道沿いで主流であるが、本来、整形四間取Ⅱ型の分布域

である湖東の多賀町付近まで広がりをみせるのは、四間

取として完成された形式ゆえであろうか。

整形四間取Ⅱ型（□ ）平而構成は前掲の整形四問取Ｉ

型と同じであるが、奴首の頂点が平面の中央の大黒柱通

りと一致する点でＩ型と異なる形式と見ることができ

る。三間半梁制限から奴首尻を受ける上屋柱は大黒柱通

りから前後とも１間半の位置が限界で、表側のザシキ・

デイ境の建具も２間幅で開放することはできない。

柱配侭は後述する広間型三問取Ⅱ型との類似がみえ、

整形四間取Ｉ型との融合形式とも考えられるが、むしろ

当初から表裏２列の居室をもつ住居を指向した結果成立

した形式と思われる。草津市から長浜市にかけて湖東の

平野部を中心に分布する形式である。整形四間取Ｉ型と

同様に桁行方向に居室を増すことで規模を拡大する。長

浜市ＳＹ家も六間取の平面であるが、大黒柱通りに１間

毎に柱が立ち、古い形式をもつ遺構として注目される。

整形四間取Ⅲ型（◆ ）湖西の安曇川町を中心とした狭

い範囲に見られる形式で、整形四間取Ⅱ型と似た柱配置

をとるが、妻入が基本である。扱首を受ける上屋桁の位

置が比較的自由で、表裏とも側柱上にかけた梁に束立で

上屋桁を載せることにより、上屋柱を省略する例もある。

奴首の頂点も梁間によっては大黒柱からずれることがあ

り、整形四間取Ⅱ型とは異なる形式と考えられる。囚間

取食違縦割型や広間型三間取Ⅱ型との影響関係を考慮す

べきであろう。新旭町K R 家は規模が大きく、１８世紀中

期に遡りうる遺構として重要である。

二列六室型（● ）いわゆる「大浦型」で、、の字型四

室の「四つ住まい」と二列六室の「六つ住まい」がある

が、今回は四つ住まいは調査できていない。六つ住まい

は平入で､ ､ 正面中央を入口とする点が特異で、福井県の

若狭Ｉ型と類似するが、他地域にはない形式である。分

布は余呉型との間に排他関係があり、塩津街道以西の湖
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図１滋賀県近世農家住宅の平面形式

北・湖西地方で主流となる。

これまで「大浦型」として一括りに扱われてきたが、

近年の調査の進展により、細分類が可能となっている。

①マキノ型：棟通りの間仕切りが通る。マキノ町在原は

この形式が数多く残ることで知られる。同1 1 1 ｍ谷OS 家

は柱梁が木太く豪壮で、１９世紀中期の遺構と推定した。

②西浅井型：梁間方向の間仕切りが通る。西浅井町菅浦

ＯＹ家は、小規模ながら同形式を良く残す１９世紀中期の

遺構である。③今津型：間仕切りは整形で、前面に１間

の土間を通す。同町角川F Y 家は明治期の移築である。

広間型三間取Ｉ型（▲ ）いわゆる「余呉型」である。

土間寄りに建物l 脇いつぱいにダイドコロをとる広間型の

平面で、妻入を主に平入も見られる。土間．ダイドコロ

上部の架構に最大の特徴があり、土間．ダイドコロ境に

側柱から､ ド間入った位置に上屋柱を建て、梁を架け渡し、

そのうえに桁行の梁を十文字に架け渡す。湖北の塩津街

道以東、米原町付近まで分布している。近年ダイドコロ

を間仕切りして囚間取形式の平面とする改造例が多い。

西浅井町1 1 : I 中家（重文) 、旧宮地家（重文、長浜I l i l z l

友町、現近江風土記の丘）は余呉型を代表する遺構であ

る。また余呉町J 1 家など、桁行方向に居室を拡大した５

室構成の余呉型を見ることができた。米原町のＮＲ家は、

分布の南限を示す遺構の一つとして重要である。

広間型三間取Ⅱ型（△ ）土間・広間境の中央にも柱が

立つことで広間型三間取Ｉ型と区別できる。伊吹' ' 1 ] を中

心として余呉型と分ｲ l i 域が一部重なり、福〃県東部から

岐阜県北西部まで分布する。余呉町栃木峠のカブト造り

として有名なＭＫ家がこの形式で､ 西浅井町ＴＨ家もこの

系統である。伊吹町ＨＭ家が今回の調査で確認された| 櫛

限である。広間型三間取Ｉ型同様､ 広間を梁間方向に間

仕切り２室とする遺例が多く、広間型の空間を残す湖北

町S K 家などは希有な存在となってきている。
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食違四間取縦割型（▼ ）問仕切が桁行方向に通るが、

ザシキとダイドコロを拡大して平面に食違を生じる。京

都府の丹波型、福井県の若狭Ⅱ型と同系統であるが、朽

木村生杉I S 家、ＩＹ家は特にネマの扱いに丹波型のうちの

北山型との類似がみえる。ただし北山型が妻入で鳥居立

の小屋構造を特徴とするのに対し、生杉では平入の奴首

組と芳干の差異も認められるのは興味深い。

食違四間取横割型（◇ ）縦割型に対して、桁行方向の

間仕切りが通る。むしろ整形四間取Ｉ型の座敷が拡大し

た結果、食連平面をもつにいたったものと見える。東海

道筋の甲賀町で確認している。

おわりにこのように滋賀県の農家住宅はいくつかの形

式に分類され、それぞれが複雑に呼応しあって発展した

様相を見ることができる。各形式の祖形というべき遺椛

は、残念ながら今回の調査では捕捉できていない。これ

は祖形となる遺構が一般に小規模住宅で経済的に富裕な

階屑に属さないことから、維持の困雌や積極的な建替な

どにより、すでに淘汰されている状況が想定される。単

一形式からの発展ではないことが、滋賀県の近世農家住

宅の妓大の特徴で、こうした多様性は民家全体を通して

の魅力となっているが、一方で迩椛の編年考察を困難に

もしている。（長尾充／建造物研究室）
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北浦定政

関係資料補遺

北浦定政関係資料は、その曾孫である北浦直人氏か

ら、1 9 9 2 年に「平城宮大内裏祉坪割之図」「平城仙祉之

図」や斉藤拙堂の旧祉之図序文、大田垣蓮月短冊など

を除いて、当研究所に寄贈された。それを受けて『北

浦定政関係資料』（以下『関係資料』と略す）を1 9 9 7 年

刊行し、その資料目録を目録篇として収載したが、そ

の後寄贈分の整理作業や北浦家において行った補足調

査により、既刊目録に追加補正する箇所が生じたので、

ここに報告する。

○ 北浦定政画像（『関係資料」口絵図版2 3 ）１幅

縦9 3 . 5ｃｍ、横3 5 . 3ｃｍ・掛幅装、絹本彩色で、上辺に賛

辞世があり、右下隅に「桃里」朱方印が捺印され、外題

に「北浦家第十代義助定政像」とある。この掛軸は新1 1 ］

の２箱に収められているが、その箱書を次に掲げる。

[ 旧箱］（蓋上書）北浦定政肖像画賛辞世」伏見文秀

女王殿下御染筆（」改行を示す）

（蓋内貼紙）北浦定政藤原定政肖像明治四辛未

年正月七日」没年五十五

辞世」伏見文秀女王殿下御染筆」画ハ大和十

市郡桜井村之人岡本桃里

[ 新箱］（蓋上書）贈従五位北浦義助定政画像

（蓋内書）祖父定政ガ明治四年正月七日逝去ノ直

後歌道ノ弟子ニシテ画工トシテ御陵実」地調

査二従ヒタル岡本桃里力面キタルモノニシ

テ、辞世ハ文秀女王御染筆ナリ」大介識

また、「平城宮大内裏跡坪割之図」「平城旧吐之図」や

斉藤拙堂の旧吐之図序文などは、一括して「北浦定政遺

稿平城京大内裏坪割図並斉藤拙堂序文」との箱書きのあ

る箱に収められて、別置されているが、その主立ったも

のは、次のとおりである。

○ 平城宮大内裏跡坪割之図（’ 一七一3 6 ）

○ 平城旧跡之図（’ 一七一3 7 ）

○ 斉藤拙堂書状（Ｖ一一一１）横切紙、縦1 5 . 6 ｃｍ、

横54 . 5ｃｍ、１紙。

斉藤拙堂書状（Ｖ一一一２）横切紙、料紙標色紙、

縦15 . 4ｃｍ、横59 . 2ｃｍ，２紙。
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斉藤拙堂平城大内敷地図序文（Ｖ一一一３）続紙、

縦31. 4ｃｍ、横106. 4ｃｍ，３紙。

斉藤拙堂書状（Ｖ一一一４）縦切紙、縦3 1 . 5 ｃｍ、

横16. 9ｃｍ、１紙◎

斉藤拙堂書状。序文は、『関係資料ｊ目録篇ではｖ－

－－２～４で巻子仕立てとあるが、Ｖ一一一１～４で一

巻と修正する。

○ 打墨縄（１－－－１）

○ 北浦家譜・北浦親族家系（Ⅳ一一～四）

短冊では、『関係資料」目録篇のＶ一六短冊目録で、

１～1 0 の整理番号が付され、単品の扱いになっているも

のが、「白梼帖」という短冊帳の一部であることがわか

った。この短冊帳は、縦3 9 . 5 ｃｍ、横1 8 . 3 ｃｍの旋風葉で、

峡を伴う。峡の外題に「白梼帖」とあり、内書きに「大

正十五年正月整理」とあり、定政の孫大介氏の整理にか

かるものであろう。短冊は全部で5 1 点あるが、目録篇所

収の1 0 点の他は、定政2 6 点、子定功３点、蓮月３点、重

徳・季聯・泰洲・式部女・口功・聖僧各１点、無名３点

である。その中には、北浦家伝来の他、大介氏の整理の

短冊帳にその後収集追加されたものもある。

それ以外定政の書跡を掛幅装にしたものに、次のよう

なものがある。

○ 北浦定政歳暮墓参歌（大王につきて賢き云々）１幅

紙本墨書、掛幅装。縦3 7 . 6ｃｍ、横6 2 . 2ｃｍ・長短歌

各１首を記す。

○ 北浦定政水鳥之歌（内日さす都に近き石橋の云々）

１幅

紙本墨書、掛幅装。縦3 0 . 8ｃｍ、横3 9 . 5ｃｍ・長歌と

短歌２首を記す。

○ 三ツの宝を

紙本塁書、額装。縦62 . 2ｃｍ、横36 . 3ｃｍ。「三ツの

宝を」との題で短歌を記す。

以上、３点は定政自筆と考えられる。それ以外に、

○ 贈従五位北浦義助定政辞世歌関係書簡１１隔

掛幅装。縦54. 1ｃｍ、横24. 5ｃｍと縦16. 0ｍ、横28. 7ｃｍ

と縦1 6 . 1 ｃｍ、横2 5 . 8 ｃｍの３通の定政墓碑建立関係の

書簡を合装したもの。

また大出垣蓮月書状は、『関係資料』目録篇ではＶ一

一一５～1 8 で掲げられているが、これは５～９，１０～1 3 ,

1 4 ～1 8 でそれぞれ巻子本に仕立てられて一箱に収められ



ており、『関係資料』目録篇の1 0 4 頁９行以下の記述は修

正する必要がある。各書状の形状、法並等と併せて補足

目録を作成する予定である。

以上、北浦家に所蔵される資料のうち定政に直接関係

のあるものについて報告した。

次に北浦定政関係資料に関する調査は、北浦家関係以

外の関連資料についても行っているが、そこで判明した

ことを報告する。

「平城宮跡保存の先覚者たち』展図録（1 9 7 6 年）では、

｢ 平城大内敷地図」とある北浦家蔵のものは、淡彩で平

城京条坊並びに南都部分を描く図である（『先覚者展図

録』Ｐ, ６) 。その名称は、この図の序文である斉藤拙堂の

文頭に「平城大内敷地図」とあるところによる。ところ

で、『先覚者展図録』では、「平城Ⅲ祉之図」といわれる

この図の明治時代の写本が奈良県立奈良例普館、柳沢文

庫に存在することが指摘されている。この図は『関係資

料ｊ目録篇では、「平城旧1 1 1 : 之図」とした図である

( Ｉ一七一3 7 ) 。この北浦家蔵本「平城旧祉之図」は、前

記のごとく平城京条坊並びに南都部分図のみである。そ

の他の図に見られる上辺の「平城旧祉之図」との題字や

図周辺に記載の定政の平城京域の道路の地勢に関する現

状把握の記述、そして斉藤拙堂の序文は伴わない。

ところが、奈良図書館蔵本や柳沢文庫蔵本には、題字

があり、図周辺の記載、拙堂の序文がある。図自体はと

もに明治時代の写しであることがﾘ j 瞭なものであり、そ

の識語もある。柳沢文庫本は原本をまだ実見していない

ので、奈良図書館本につき述べる。

法厳は、本紙縦1 2 1 . 7 ｃｍ、横7 5 . 7 ｃｍの紙表装である。

外題に「平城旧跡模図」とあり、図下辺の拙堂序文を写

し、それに次いで以下の識語がある。

( 識語）北浦氏始著此図、西村禽江面之、其後薗、光美

嘗模写之、向余偶過富田氏之家因請之、持以帰再模

之、奈良博覧会社々長植村久道氏嘗訪吾家、観此図、

嘉其精確、欲模写其例画、以永蔵社濡請余、々乃命

児玉英模写之、余亦或補之、遂其業、若夫北浦氏其

人、則拙堂翁序文既画之、鳴呼観此図者、可以見南

都七代郁文之一班也哉、

明治十七年五月帯川橋本藤一

この識語から、定政が作図したものを禽江が拙いた元

Ⅸl の存在がしられる。その模写を冨田光美（春日社洞官）

が行い（富、光美模写本) 、再転写を橋本藤一（文政５

～明治1 9 。奈良町奉行与力であった）（橋本藤一模写本）

が行い、さらに植村久道の依頼を受けた橋本藤一が明治

1 7 年に児玉英に模写させたもの（児玉英模写・橋本藤一

補写本) 、すなわち奈良図書館本にとつづくことがわか

る。この図では、何坊大路の「坊」が「防」になってい

ること、外京の南方に「紀寺村池」付近から、南方へと

西方へと添上郡京東条里の坪界点を示すと思われる小朱

十字点の存在が注目される。

なお、柳原文庫本には、条坊図周辺の大路の地勢に関

する記赦はなく別系統かと考えられるが、識語は次のと

おりである。明治乙酉は、明治1 8 年に当たる。

（識語）明治乙西二月浪速商山倦嬰矢部朗書

ところで溌近、同種の絵図２点（菊水楼蔵本、鍵元家

蔵本）を見る機会を得たので、ここに報告する。

それはともに、上辺に題字、中央に平城京条坊並南都

図、条坊図周辺に大路地勢の記戦、下辺に斉藤拙堂序文

があり、共通の構成を採っているが、識語の類はない。

捺されている印章の印文は同一であるが、同一印ではな

く、いずれかがまたは共に模刻印かと思われる。ところ

で、而図共に何坊大路の「坊」の字は「防」と書き誤っ

ており、そこにも共通性がみられるが、外京南方の朱十

字点は菊水楼本には見られず、また図様、筆跡などから

みて哨水楼本が古いと考えられるが、それが西村禽江筆

写本といえるかどうかは、今後の類似の写本の調査と検

討にかかろう。いずれにしても、北浦家に所蔵される

｢ 平城' 1 吐之図」を中央に、その周辺に「平城宮大内裏

跡坪割之例」の大路の地勢に関する定政の観察知見を記

し、斉藤拙堂の序文を下辺に配し、上辺に「平城旧祉之

図」との題字（｢ j : I | : 」の字は各異なる）を書くという櫛

成の図が、それらの成果を集成した図として位置づけら

れよう。

それ以外にも管兄に同種の絵図の存在が確認されてい

るが、今後さらに、これら定政関係の図面類について、

原木に即して調査を行っていきたいと考えている。

北浦家の調査や奈良図諜館本の調査においては、岩本

次郎調査員などとともに調査を行い、それ以外の図面に

ついては、史料調査室員とともに実見したが、当報告の

文黄は綾村にある。（綾村宏／歴史研究室）
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浄士寺庭園の調査

調査は国の名勝に指定されている庭園の復原整備事業

に先立ち現状の記録のために実測を行ったものである。

庭園の面積は約8 6 0 , 2 、で、１/ 4 0 で野帳に記録、延べ１３

日を要した。成果品として１／５０，１／1 0 0 , 1 ／2 0 0 の等

高線・単点入りの平面図を作成した。

浄土寺の概要浄土寺は真言宗泉湧寺派の大本山で、中

国地方屈指の古利といわれる。寺伝では聖徳太子の創建

と称し、平安時代には後白河院の勅願所となった。鎌倉

時代には伽藍の再興が行われたが、わずか2 0 年で全焼し

てしまい、翌1 3 2 5 年当地の富豪道蓮、道性夫妻によって

再建され今日の寺観の基礎が築かれた。寺は瑠璃峯の南

山腹で、尾道水道を見渡す高台に位綴し、境内には東か

ら多宝塔（国宝・’ 3 2 7 年再建) 、阿弥陀堂（重文・’ 3 4 5

年再建) 、本堂（国宝・1 3 2 6 年再建) 、庫裏および客殿

( 1 7 1 9 年）が並び、本堂の南に山門（重文・1 3 2 8年) 、本

堂の北西に方丈（重文・’ 6 9 2 年）が配されている。なお、

建造物をはじめ仏像や鍵茶羅など多数の指定文化財を有

する。

庭園の概要庭園は方丈の西、客殿の北に位置し、北西

部の傾斜地を利用した築山泉水庭で、築山の奥には茶室

露滴庵（重文）とその露地があり飛び石づたいに方丈の

縁と結ばれている。また、客殿の茶席の北面は露地、方

丈の西而は平らな砂庭とし、傾斜地の裾に池がつくられ、

今はi 固れた流れを受けている。

図１浄土寺庭閏絵回
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寺には作庭時の絵図が伝わっており、作庭者等が明ら

かである。作庭者の詳細は不明であるが阿波徳島の隠士、

雪舟十三代ｕの孫（画系の意）長谷川千柳である。文化

３年正月に作庭を終え、絵図を描いているので、作庭時

期はこの少し前ということになろう。築山を五天竺、池

を無熱池と称し、主要な石には本尊、月光、弥勅、羅漢

など仏名を付しているため作庭意図は仏教的な世界観を

現わそうとしたものと考えられる。作庭の約1 0 年後、庭

園西端に茶室露滴庵が移築された。露滴庵は伏見城の遺

構と伝えられるが、向島（尾道対岸の島）の天満屋（富

烏家）から文化1 1 年に移築したとするのが唯一の記録で

ある。宗家薮内流燕庵写しの茶室で、三畳台目の席に水

屋と後補の勝手二室からなる。本席と勝手は約3 5 度振れ

て接続し、さらに渡り廊下が勝手と客殿を接続している。

勝手が増築されるのは明治後期との推測もあるが、露滴

庵移築で庭園の一部が改造された以外、作庭時の形態を

よく留めていると言えよう。

今後の課題傾斜地の景石には周辺土壌が流出し2 0 ｃｍ

も浮き上がっているものも見られることから、３０ｃｍ程

度削平されている部分もある。絵図に見られる傾斜地の

流れの上半部が現在は痕跡すら残していないのはこのた

めであろう。最石の据え直しや地形の復原が必要である。

また、現在の池は南岸から庭園の東南隅を経て暗渠で排

水しているが、絵図には傾斜地の裾を西へ向かう流れが

見られ、その位置などの確認が必要である。

（内田和伸／平城調査部）

図２浄土寺庭園平面区



古代における

動物利用の研究

辿跡出- 1 二の動物遺作体のうち、特に牛、馬がどのよう

な辿構から出土するかを分類し、ヅテ後のＩＩｉ代人の動物利

月l を考えた。その結果、′ |菖、馬のI l I ･ 上例は、（１）珊故

または自然死、（２）培畜、（３）犠牝の３つに分類可能

であることを提唱した。

（１）および（２）の場合、ほとんどの個体が資源として

利H1 される。古代における' 卜、馬の盗源的1 1 i 値は、『養老

厩牧令』「官馬牛死条」に、「凡‘ I o 1 r 馬ﾉ 卜賭。各収皮脳角

鵬。若得牛黄者別進｡ 」とあり、皮、脳、角、鵬および牛

黄を取ることと、肉は「凡ﾘ j 公事。乗官私馬牛。以理致

死。証兇分明者。並免徴。典皮宍◎ 所在1 刺1 1 慣。送仙

納本i i l ｡ 」とあるように、地方ごとに肉を売り代金を本I i l

に収めるほど食肉への滞要があったことがわかる。良雄

王木簡に見るように馬肉が鼠肉とともに鵬の餌として使

われたこともあったろうが、人間の食川に供される場合

が大部分であったろう。脳については、『延弊式』内蔵寮

式に、「鹿皮一張、（' ' 1 略) 、削暴和脳様乾一人半｡ 」とあ

り、脳を媒剤として使ったと考えられる。そうした' 卜馬

の生産に従事する集I j l は、、I え城京では、東l J I i の市あたり

の堀河をはさんで操業していたことが、イ．i 京８条ｌ坊１１

坪の発掘で確かめられており、平安舟〔でも右京８条２坊

の1 1 1 1 i 側溝が、平安時代後半にI j I i 靭負小路として埋め京て

られれるまで、多くの災牛馬の処理場として機能してい

たことが京都市埋文研の洲在で､ ﾘ 明している｡

（３）動物犠牲を伴う祭I i u のなかで、もっとも顕替なも

のは、『' １本普紀」「大化の薄葬令」に兄える馬の殉殺で

あろう。千葉県佐倉市の6 1 1 1 : 紀前半の' 1 1 戦、大作第3 2号

職の周濠に接する1 昌坑から出こした馬は、街と鞍を清装

し、筒を切り落とした状態で出土し（千雌県文化財セン

ター『佐倉市大作遺跡』1 9 9 0 ) 、この代表的な例といえ

る。牛馬を伴う祭祁遺構は、近年、都城をr I 1 心に良好な

資料が相次いでいる。平城京左京７条ｌ坊では、７条条

間北小路の南側溝の底に、さらに憂さ６，，１陥1 . 5 ｍの長

円形の- 上坑を掘り、妓少個体数３頭の馬の頭蓋骨および

Ｉ1 部の骨を収めていた。保存状態が悪く典休的な位侭関

係は明かでないが、上坑の大きさからみても３頭の全身

を収めるには規模が小さすぎるため、筒を切った蚊部と

1 1 1 部の部を収めた可能性が商い。大阪府八尾市と東大

阪I l i にまたがる池烏・稲刀､ ¥迩跡の鎌倉時代の条里水川

の坪境の水路の底からは、’ ' 二の頭捲' | ‘ } を裏返しにしたり、

下顎' ' １．のみをおさめた上坑が連続して兄つかっている

( 大阪文化財センター『池烏・補刀､ f 遺跡発捌調査概要

XI 9( ) - 3, 淵企|Ｘの概要』) 。岡I l I I i i 鹿111辿跡の１３世紀の井

ﾉ i の' ' 1からは、ノトの頭器骨がｌｌＩｌＬ、その頭蒜' 汁のド部

には樋ｆの集' ' 1 が見られ、ｌﾉ L I 隅には上師器の小Ⅲが配慨

され、焼上や1 1 1 1 物を伴っていた。その上のﾙ i は‐ 度に埋

め災されたと考えられ、これらの遺物はj け- 『を埋める際

の祭l i i u に伴ったものと巷えられる。この牛には後頭骨の

存柱との関節付近と、角芯の堆部に刃物傷を持ち、頭部

を切り取った後に角を角芯ごと外している。イ｢ 前頚骨の

眼術上には皮を剥ぐ際についた傷が残る。さらにド顎骨

を| ､ わないことから、このﾉ トは犠牝として祭i i Uに伴って

殺されたものではなく、ｒめ死んだウシを皮を剥ぎ、角

や肉をとって、’ ' １骨化して術帯していた頭蓋竹を、井) - ｆ

を雌める際にシンボルとして利川したと考えられよう

( 岡111大学1993『鹿ⅡI 遺跡３』) 。l I i l 様の例が防府市周防

1 1 ﾐ |府跡のl OI l t 紀後､ｆの井戸S E 3 7 0 0でも兄られ、ここでは

角芯と「顎' ' 1 ･ を取り去ったウシの頭捲' 汁と祭祁典を配置

して埋め展している（周防I 1 i I 府跡i 淵ｲ i § 会1 9 9 3『周防国府

跡』) 。このように、平安時代から' ' 1 1 1 t にかけての動物骨

を伴う祭I i i u は、動物を蟻牝にするだけでなく、．〕参め備蓄

した' | 菖馬の頭捺骨や下顎‘ 制･ をシンボルとして| 坑におさ

めることが多くなるといえる。

（松井章′ 埋文センター）

脳（馬）

内蔵

肉

胆嚢（牛）

｜

鱗鴛" 罰

原皮

鯵の材料

捲骨一

部の骨一

葬送（古城時代）

諭雨（古代～）

農耕（古代～）

ﾉ 戸を埋める（平安後期～）

その他

骨製品の生産

角細工

肥料（近世）

図牛馬骨の出土プロセス（松井１９９６「考古学から見た動物利用」

｢ 部落解放なら」No . ８、奈良県部落解放研究所ｐｐ, 2 - 3 1 , を改変）
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地中レーダー探査の方法

壱岐・原の辻遺跡の例

地中レーダー探査の特徴地中レーダー探査（G r o u n d

Penet r a t i ngRadar =GPR）は、遺跡探査に応用される各

種方法のなかでは、測定の迅速さとデータ収集における

密度の高さから、採用される機会の多い方法である。す

なわち、アンテナを地表面に沿って走査して、電波を地

中に向け放射、地下から戻ってきた電波を受信するだけ

で、測定ができるという作業能率の良さが特徴である。

しかしながら、測定に際してはアンテナを走査する必

要があるので、丘陵や山地の斜而では作業が困難であっ

たり、ときには不可能なことがある。また、地上に立ち

木が存在していたり、木や竹の根が高く残っているよう

な場合には、アンテナの移動が容易ではない。このよう

な条件下では、位瞳によってはアンテナの地面との距離

に差が生じる結果、測定データにも不均質がもたらされ

ることになる。

有効探査深度G P R では電波を応用するので、有効探査

深度はそれの到達能力に依存する。例えば、湿潤な土壌

では電波の減衰が大きく、したがって、深い屑位の探査

は期待できない。一方、乾燥した砂地や火山灰などでは、

深い層位まで探査することができる。

しかし、有効探査深度はまた、使用するアンテナの周

波数と、それと関連する電波の波長によっても左右され

る。通常、遺跡探査に使用されるアンテナには3 0 0 から

7 0 0 ＭH z 程度の周波数のものが多いが、近畿地方などに

みられる沖積地の粘土質の水田では、3 0 0 や4 0 0 ＭH z のア

ンテナを用いた場合、約1 . 5 ｍ程度の深さが探査できるに

とどまる。これでも、もし降雨の後など地面が湿潤な場

合には、当然ながらさらに浅い届位しか探れなくなって

しまう。

5 0 0 や7 0 0 ＭHz のアンテナでは、経験的にいえば、到達

深度は3 0 0 や4 0 0 ＭHz の約半分程度である。しかし、波長

が短いので分解能すなわち対象物を判別する能力は高

い｡ 一方、周波数の低いものは分解能では劣るが、探査

深度は深い。したがって、遺跡の実際に臨んだ場合、も

し、遺構が浅い位置にあると予め判明しておれば、最初

から高い周波数のアンテナを応用することになるが、不

明のときにはまず低い方を用いて概要をつかみ、作業計
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図Ｉ１ＴｉｍｅＳｌｉｃｅの方法

画を立てるという手順をふむことが必要となる。

測定の実際とデータ処理先に述べたように、G P R では

アンテナを地表面に沿って走査する。つまり電波の送信

と受信を繰り返す。そして、受信した電波を順に並べ、

白黒の濃淡やカラーで表示すると、地層の疑似的断面の

画像が得られる。これを観察することにより、遺構や遺

物の存在を推定するのである。

しかし、遺構などの規模や形態をこの画像から知るた

めには、発掘訓森において行なう検出遺構の実測のよう

な作業が必要となる。この作業では、盗意的な理解が入

り込む余地がある。

そこで、測定データを客観的かつ平易に表示する方法

としてG P R 平面図が考え出された。この方法では、一定

の測線間隔で採取した疑似断而データを計算機の中で並‘

ベ、ある時間帯すなわち深さに対応するデータを取り出

して平面におく。そうすると、電波の反射、屈折、減衰

などを表す平而分布図が得られることになる。一定の時

間幅にあるデータを取り出すところから、これをG P R

T i me S l i c eの方法と呼ぶ（図１）。
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壱岐･ 原の辻遺跡における探査の課題長崎県壱岐郡石

田町と芦部町にまたがる原の辻遺跡は、鋤志倭人伝に記

録されている弥生時代の一支（壱岐）国の中心的集落と

して注目されている。ここでは、丘陵上と周囲の水佃か

ら竪穴住居や掘立柱建物、墓、三重の環濠、運河、船蒲

場などが発見されている。遺跡の範囲は少なくとも東西

3 5 0 ｍ、南北7 5 0 ｍに及ぶと推定されている。

このように広範な遺跡では、それの限界や内部構造の

総てを、通常の発掘調査で解明するのは容易ではない。

また、確認の手段として発掘のみに頼れば、遺跡保存上

での不都合が生じることも予想される。

本遺跡でG P R 探査を応用する目的は、このような広範

な遺跡調査に役立つ、迅速な探査方法を確立すること。

次には、G P R 探査では遺跡のおかれている環境によって

は、有効探査深度が限定されるので、それの拡大を図る

点にある。

すなわち、本遺跡で主たる探査対象とした運河は、粘

土質の水田土壌に埋没しており、しかも地下約３ｍもの

深さにある。このような環境下でもG P R 探査の有効性が

実証できれば、それは単に本遺跡における調査に役立つ

だけではなく、同様の自然環境にある遺跡へも応用でき

ることになり、本探査方法の適用範囲拡大を図ることが

できる。

探査の結果対象とした場所は、運河に連なる船若場の

南西の水ｍである。使用装侭はアメリカG S S I 社製のS I R

２Ｐ型で、アンテナ周波数は4 0 0 ＭＨｚである。測定に際

しては、フィルターの選択やスタッキングの方法など工

夫をした。しかし、1 0 0 , s よりも深い位慨のデータは、

ノイズが多く利用できる状態にはない。また、断面i I I I i 像

の観察では、運河の位置はまったく不明で読み取れない。

そこで、T i me S l i c e の方法によりデータ処理をした。

その結果、8 0 - 1 0 0 , s の深さで、南北方向に連なる構

造を指摘することができた。そこでは電波の減衰が大き

いので、運河と推定した。また、測定区南端で溝か池ら

しきものが東西に広がる様子もみえる（図２) 。

このレーダー探査の結果は、直ちには発掘調査などで

確認することができず、》' 1 否の判定ができない。そこで、

他の測定原理に基づく探査も同一範囲に応用して、照合

確認することにした。電磁誘導探査である。

使用した装置はカナダG e o n i c s 社製E M3 1 で、コイル
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２

間陥は3 . 6 ｍである。この間隔から、有効探炎深度は約５

ｍちかいといわれている。

この探査結果によれば、G P R でみたのとほぼ同じ位個

に運河と思われる構造がみえる（第３図) 。測定してい

る物理的要素が違うにもかかわらず、類似した成果が得

られたことは、G P R 探査の結果が正当なものであること

を実証しているといえよう。

ここでの実験的測定で、G P R でも３ｍにも及ぶ深さの

探在ができることが確認できた。今後は、木遺跡以外で

も同様の成果が得られるかどうかを確認するために、探

査例を哨加させる必要があるだろう。

（西村康／埋文センター）

2ｂ
、

図３ＥＭ３１による探査結果
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箱根芦ノ湖の湖底木と

南関東の巨大地震

芦ノ湖と湖底木の成因箱根芦ノ湖は、箱根火山のカル

デラの南西部にある長径約４ｋｍ、短径1 . 5 k ｍ、最大水

深4 2 ｍのカルデラ湖である。芦ノ湖は3 1 0 0 年前、箱根火

山活動の最終期に神山の北西斜面で大規模な水蒸気爆発

が発生し、神山山体が岩なだれとなって、仙石原のカル

デラ床に流下し、流水をせき止めたことによって誕生し

た。

芦ノ湖には、逆さスギと呼ばれる湖底木の一群がある。

この名前の由来は、舟の上から眺めると樹幹の先端部が

近くに、根元部分が遠くに見えるため、逆さだというこ

とからきている。湖底木の樹種は、スギ以外にヒノキ、

モミ、シキミ、ブナなどが確認されている。

逆さスギの成因については、元禄四年（1 6 9 1 ）に箱根

関所を通過したドイツ人医師エンケルト・ケンペルが芦

ノ湖は地震による陥没で生れ、逆さスギはそのときに水

没したものであると考えたのが最初であった。

1 9 7 1 年、木原均、山下孝介は、逆さスギの一部を採

取し、Ｃ1 4 年代法による年代測定を実施した。採取した

湖底木８点のうち、４点は約1 6 0 0 年前の年代を示した

ことから、神山の水蒸気爆発は1 6 0 0 年前と主張した。

その後、神山山崩れ堆積物中の埋没スギのC 1 4 年代測定

を実施したところ、3 1 0 0 年前という年代が得られた。

芦ノ湖の誕生が3 1 0 0 年前とすると、木原、山下が主張

した逆さスギの年代1 6 0 0 年前との間には1 5 0 0 年の差が

ある。この年代差をどう説明するのか。その答は、

1 6 0 0 年前に発生した南関束の巨大地震によって、急斜

面に生育していた樹木が地すべりと共に湖底に移動し

たもので、逆さスギはその時のものではなかろうかと

する考えであった。そこで、大木端術、袴田和夫は

1 9 7 5 年から逆さスギの本格的調査を開始した。1 9 8 5 年

には2 6 個体の湖底木を採取し、Ｃ1 4 年代法で測定した。

その結果、湖底木は紀元前1 5 0 年、西暦3 5 0 年、西暦9 0 0

年あたりに年代値の集中が見られたことから、ほぼこ

の頃に巨大地震が発生し、湖底に沈みこんだものであ

ることを主張した。

本研究では、年輪年代法による湖底木の年代測定を実

施し、より精度の高い年代を求め、過去の巨大地震の発

3 ６奈文研年報／1 9 9 8 - ］

生年やその周期を明らかにすることを目的とした。なお、

この調査を進めるにあたっては、箱根町立大涌谷自然科

学館長袴田和夫氏の協力を得た。

試料試料の採取は、まず魚群探知器で湖底木の所在を

確認し、つぎにダイバーが潜り湖底木から直径５ｍｍの

棒状標本を１個体あたり２方向から抜き取ることとし

た。採取試料の樹種は、スギが1 1 個体、ヒノキが２個体

であった。この他に、以前C l 4 年代法の測定用に採取し

ていたもの（大涌谷自然科学館所蔵）の中から、スギを

２個体（毘砂門Ａ、杏石A ) 、ヒノキ１個体（男岩）を加

え、総数１６個体について実施した。

結果年代測定の結果は、図－１に示したとおりである。

全試料は、辺材部が失われ心材部のみからなるものであ

った。したがって、得られた年代値は実際の枯死年代よ

り古い年代を示している。これをみると、西暦5 0 0 年前

後を示すグループ（1 4 個体）と西暦1 0 0 0 年前後を示すグ

ループ（２個体）とに分けることができる。前者のグル

ープで最も新しい年輪年代はスギNo . ２の5 3 6 年であっ

た。この年代値に腐ってしまった辺材部の年輪数を概算

し、加えてみると約6 0 0 年前後の枯死年が推定される。

一方、後者のグループで最も新しい年輪年代は、No . １３

の1 0 5 7 年であった。これも同様に辺材部の年輪数を考慮

に入れると、その枯死年は1 1 0 0 年前後が考えられる。後

者の場合、袴田和夫氏は、１０９６年に発生した駿河トラフ

( 駿河湾～東海道沖）のプレート境界地震によって湖底

に移動した木ではないかと推測している。

今回の調査では、これまでC l 4 年代法で得られた年代

から推定していた年代（西暦3 5 0 年、西暦9 0 0 年）より、

いずれも2 0 0 年以上新しくなることが明らかになった。

つぎに、今回調査した1 6 個体のうち８個体については、

以前にC 1 4 年代法によって測定したものと同一個体であ

る。このうち、３個体についてはC l 4 年代法用に採取し

てあったもので、年輪計測もこれから実施した。結果を

みると、８個体のうちNo . ８とNo . 1 3 の２点がかろうじて

年輪年代に近い年代が得られているが、他の６点は年輪

年代より著しく古い年代を示している。とくに、No . ７

の年代は、両者のあいだに約1 0 0 0 年前後の開きが生じて

いる。こうした傾向は、何に起因しているのか、今後の

大きな検討課題である。

なお、本年度からは「ヒノキ・スギ等の年輪年代によ
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図１湖底木の年代測定結果

( ＣＩＩ年代については「神奈川県淵泉地学研究所洲' ｆ第1 6 巻第３号1 9 8 5 」を参照した）

る炭素1 4 年代の修正」という研究課題（文部省科学研究

費、基盤研究（Ａ）（１）：研究代表者佐原典国立歴

史民俗博物館長）の研究分担者となり、Ｃ1 4 年代法の修

正に取り組むこととなった。この研究が進展すれば、ＩｉＩｌｊ

者のあいだに大きな年代差はなくなっていくものと思わ

れる。

本研究は文部省科学研究没、基盤研究（B ）の助成を

受けて実施した。（光谷拓実／埋文センター）
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遺構の情報処理における

数値地形図( ＤＭ) 活用の試み

;壱

化槻によ

' W蛎図化

実測

野帳に描画

空中写重1 遷彫

(蝉
撮影写真画像のディジタ

致怖掘鰹

l I

l I

I I

l I

l l

細かく微妙な表現が可能であること、などの利点を有す

る反而、( 3 ) 調査記録メディアに平而紙を用いるために、

拙画するラインに標高のデータを直接含めることができ

ず、作成されるＤＭは２次元データを基本とし、点で標

高データを加えたとしても、疑似の３次元データしか持

つことが出来ない、という欠点をもつ。

これに対し、Ｂ・Ｂ，．Ｃ・Ｃ' は、( 1 ) 図化にコンピュー

タや測量に関する特別な知識や技術を要するため、現在

のところ、調査する人間と図化する人間が違うことが多

く、遺構に対する理解が異なるため、調査過程における

観察成果が直接反映しにくいこと、( 2 ) 技術的な問題で

まだ細かく微妙な表現ができないこと、などの欠点を有

する反面、( 3 ) 器械によって３次元の位置データを直接・

間接に取得し、図形処理によって３次元描両が可能であ

ること、( 4 ) 作成した図面を紙ベースに出力できるのと

同時に、そのままのかたちでコンピュータ処理をおこな

うことができるので、図面の編集・修正．複製が容易で

あること、などの利点をもつ｡ このなかで、Ｂ・Ｃはとも

に専門の測地･ 図化の技師に頼らなければならないもの

であるが、Ｂ' ．Ｃ，については、必要な器材とコンピュー

タ・測量の基本的な知識があれば、調査貝によって十分

実行可能なディジタル造構図の作成手法である。

Ｂ' とＣ' との大きな違いとしては、Ｂ，が発掘調査期間

中のいつでも図而データ取得が可能であり、取得した図

而データをすぐに見ることができるのに対して、Ｃ' は空

中写真によるため、一時点の検出状況しか図化できない

上に図化作業に一定の日時を要するなど、Ｂ' はＣ' より

迅速な参照性については優れるものの、現在のところＣ

に比べてもなおＢは細かな表現ができないという欠点を

もつことがあげられる。

これらの手法の補足のため、図ｌのＤの手法、すなわ

ジタノ

霊蛎躯

数値地形図( ＤＭ) とは近年、空中写真搬影による遺櫛

図作成は解析例化機を用いたディジタルマッピングが普

及してきており、この方法によって作成された図而デー

タは３次元の数値地形図（Di g i t a l Ｍａｐ；以下「ＤＭ｣）

として保存されるようになってきた。ＤＭ作成には、こ

の「ディジタルマッピング」のほかに、トータルステー

ション（T o t a l S t a t i o n；以下「T S ｣ ）による「T S地形測

埜｣ 、デイジタイザ等を川いた「既成図数値化」の３種

類の方法があり、作成されたＤＭを修正・編集する「数

値地形例修正」も含め、ディジタル形式の地形図を作成

するこの４種類の作業を「数値地形測瞳」という。数値

地形測埜で作成されたＤＭをⅢいる利点は、従来の紙に

描かれる似1 1 mがもついくつかの欠点、すなわち、( 1 ) 記

述スペースが限られるので記赦可能な情報並に限界があ

ること、( 2 ) 完全な同精度での情報複製に手間がかかる

こと、( 3 ) 必要な情報を抽出した図を別の紙面に起こし

直さなければならないこと、などを解消する点にある。

また、データベースなどコンピュータ上のアプリケーシ

ョンと連携することによって、関連する情報の付加や分

析・検索が容易になるなど、発掘調査によって検出した

遺構に関する情報処理の迅速化・高度化を実現すること

ができる。

当研究所では、数値地形測堂による遺構図のＤＭを用

いた発掘調査記録の情報化について、「発掘調査支援デ

ータベースシステム」（1 9 9 4 年度～）や「世跡地図情報

システム」（1 9 9 6 年度～）の開発・改良を中心に、様々

な検討をおこなってきた。これらの成果をもとに、本稿

では遺構図のＤ皿、すなわち「ディジタル遺構図」の作

成手法について紹介するとともに、その活川の可能性と

課題について述べる。

ディジタル遺構図の作成手法ディジタル遺構図の作成

は、通常のＤＭ作成方法を基本とするもので、実務上有

効と考えられる方法としては、Ｉｘｌｌに示すＡ～Ｃ' の５つ

がある｡ それぞれ長所と短所を持つが、おおまかにＡとそ

れ以外の方法に大きな特徴の差がある。

Ａは、（１）記録に際して、測堆器材以外に特別な道具

を必要としない、( 2 ) 手描きの図而を基本とするため、

図１ディジタル造構図の作成手法

３次元数値地形図

3 ８奈文研年報／1 9 9 8 - 1



図２平城宮跡発掘調査部第2 8 B次調査のディジタルオルソフオト（一部) 、左からそれぞれB ' ､ Ｃ､ Ｃ『によるＤＭを重ねたもの
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図３遺跡地図情報システム（平城宮式部省付近）

ち、空中三角測蹴により空中写真を補正して作成した正

射投影画像（デイジタルオルソフォトマップ、数値写真

地図）を併せて活用することで、遺椛の影像を亜ねなが

ら遺構図が検討できる。図２に示したＨＣ、Ｃ' の例を

みると、似Ｉ化をおこなう方法と作業者によって似I の表現

は多少異なるが、既に実川化されているディジタルマッ

ピングの図面（図２真ん中）を, 難に比較すると、小縮

尺の遺椛全体図の表現精度については実用可能な段階ま

できていると考えて差し支えはないであろう。今後、こ

れらの手法の更なる改良や新たなＤＭ作成手法の開発な

どと組み合わせることで、発掘調査現場での検出遺構や

出土遺物のデータを、より迅速･ 正確に、かつ、可能な

限り新鮮な情報として取得できるシステムの開発と実用

化を『| 指している。

地理情報システムへの展開以上のような手法で作成し

たディジタル遺礁図は、近年急速に発腿をとげている地

理情報システム（G I S ）上に展開することによって、逐

次、広範囲にわたる複数の調秀との関係を確認したり、

図面とリンクした台帳データベースによる情報検索が可

能となる。》' 1 研究所では、これを遺跡地図情報システム

ノ

図４ＧｌＳの総合的活用のフロー

( 図３）として、ディジタル遺榊図とともに地形図や復

元条坊図などの参考図のデータを作成して、平城宮．京

の発掘調査成果に関するG I S を構築中である。このなか

で、G I S の特長を十分に生かすべく、各調査の台帳デー

タと図面データをリンクするのみならず、平城京発掘調

査地区判のグリッド線・地区名の表示、距離計測、既往

発掘調査区外周の表示、などの機能の充実をはかってき

た。現在、システム実用化の大きな課題は、システムを

さらに改良すること以上に、長年にわたって様々な調査

員によって作成されているために様々な記述様式の既往

調査図而を、いかに統一的なＤＭとしてデータ化するか

にある。このシステムは、２次元平而を検索することに

重点を置いているが、さらに分析的なG I S 機能を充実し、

発掘した遺構の３次元の情報処理を高度、迅速かつ簡便

におこなえるシステムを構築するには、ディジタル遺構

例式の規格化が必要となる。この規格化を実現すること

で、調査記録の取得から、空間分析、プレゼンテーショ

ン、整備計而の策定まで、遺構の情報処理に関する総合

的なシステム（図４）の実現性がみえてくるのである。

（平津毅／平城調査部）
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重要文化財「藤ノ木古墳

出土遺物の保存処理」

はじめに平成３年度より実施した重要文化財「藤ノ木

古墳出土遺物の保存処理」は平成９年度をもって無事終

了した。特に、この古墳から出土した金銅製品について

はその鍍金の表出などに関して注' 二' されてきたが、当実

験室で開発された高吸水性ポリマーを用いたクリーニン

グ法により大きな成果を得ることができた。また、今回

の出土遺物の処理にあたっては、当実験室が開発に関与

した高級アルコール法をはじめ高温･ 商圧下における脱

塩処理方法など最新の技術を駆使した処理が実施され

た。いつぽう、保存処理前における科学的調査に関して

も、新しく高エネルギーＸ線ＣＴを利用した観察技術の導

入（図ｌ）により、より精度の高い処理が可能となった。

以下に各材質ごとに保存処理の概要を記した。

金銅製遺物の保存処理石棺内･ 外から出土した金銅製

品は、長期間商湿度下に存在したため、その表面は緑色

さびや部分的には鉄さびで覆われていた。特に、石棺内

の遺物は腐食が進んでおり、銅地金はほとんど残存せず

内部まで鉱物化が進み極めて脆い状態にあった。いつぽ

う、石棺外の遺物は石棺内の遺物に比べて保存状態は良

好なものが多く、鍍金而の表出をおこなった。鍍金而の

表出には機械的な方法と化学的な方法を併せておこなっ

た。まず、表面に付蒜する土や緑色さびの一部を超音波

研磨装置などを用いて解剖顕微鏡下で取り除いた。次に、

高吸水性ポリマー（酢酸ビニル･ メタクリル酸メチル共

#一一矛墓些

図１藤ノ木古墳出土剣のＸ線C T 写真
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重合物を加水分解し自己架橋した物質）にギ酸

( HC OOH）もしくはエチレンジアミン四酢酸･ 三ナトリ

ウム（E DT A ･ 3 Na ）の数%水溶液をしみ込ませてペース

トを形成し、それを鍍金表面に形成した緑色さび上にマ

ウントして、さびを取り除いた。一度でさびは取り除け

ないので､ 数回から数十回の繰り返しを行う事もあった。

この方法では鉄系のさびと緑色さびの下屑に形成される

酸化銅を取り除く事は困難であるため、さびの一部は除

去されずに残存した。さびの除去をおこなった後は、蒸

留水（防錆剤を添加）で洗浄したのちアルコール脱水と

真空乾燥により完全に水分の除去をおこなった。安定化

および強化処置としては、まずベンゾトリアゾール･ ア

ルコール溶液を一昼夜減圧下で含浸し、内部に残存する

地金表面に化学的に安定なBT A - C u（Ｉ, Ⅱ）の防錆皮膜

を形成したのち、表面に残存するベンゾトリアゾールを

アルコール洗浄により除去した。最終的にアクリル樹脂

( アセトン・トルエン混合溶液）を減圧含浸して強化した。

鉄製遺物の保存処理鉄製遺物の保存処理は、金銅製造

物と同様にＸ線透過撮影による構造調査と非破壊Ｘ線分

析に加えて、さびの一部を採取してイオンクロマトグラ

フィにより塩化物イオン量の測定や、刀剣類に付着す

る布に関しては顕微赤外分光分析法により繊維類の同定

( 図２）なども併せておこなった。

鉄製遺物に付着するさびの多くはα , γ - F e OOHで構成

されているが、石棺外の遺物からごく小量ではあるがβ ‐

F e OOHが検出され、塩化物の影響が予想された。石棺外

の小片試料を使って塩化物イオン濃度を測定した結果、

処理後写真
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岐大で百数十p p m程度の含有鍬を示した。いつぽう、硫

酸イオンは全体的に高いことが明らかとなった（表ｌ）。

今回の遺物はすべて、水酸化リチウム法と高温･ 高圧| ｆ

における脱塩処理を実施して安定化をおこなった。脱塩

処理後は、アルコールによる脱水と兵空乾燥により水分

を除去した。なお、刀･ 剣類は、繊維類が多塗に付蒜し

ており、かつ、複合材料で形成され極端に弱体化してい

ることもあり、溶液中での脱塩処理による安定化は不' ' １

能で、ベンゾトリアゾールを浸透させて処理を実施した。

妓終段階では弱体化した巡物はすべて、アクリル樹脂含

浸により強化をはかった。

水浸木材刀剣類はいずれも木質部分が残存している

が、ほとんどのものは乾燥状態にあったが、鞘尻の一部

は水浸状態で保管されていた。自然乾燥することにより

収縮変形する危険があったため、高級アルコール法によ

り保存処理をおこなった。これは、金閥（銀板）が一部

残存していたので、吸湿性の大きな処理材料の使川が出

来ないためである。まず、巡物は5 0 ％メタノールに含浸

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ４－１
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図２藤ノ木古墳出土５号太刀付着平絹のF 下l R 分析

（P , 4 6 の右機賀遺物の材料分析の項を参照）

図３鍍金表面の電子顕微鏡写真

し、雌終的には１００％アルコールにi I wt 換したのち、高級ア

ルコール（セチルアルコール）を低濃度から高濃度

( 7 5 ％）まで徐々に含浸して処俄を終了した。完全に硬化

した後に表而の高級アルコールは溶剤で取り除いた。

ガラス遺物水分を多並に含んで川上したガラスの多く

は、当初は透明感もあり、かつ風化屑も保持しているが、

水分の蒸発にともなって、表面屑がブレーク状･ 粉状にな

ったり、透明感を失う。また、可溶性塊類などの影響に

より徐々にひび割れが蝋大する。、' 1 古墳から出土したガ

ラスは安定しているように兇えるが、背紺色の大玉には

大小のひび割れが多発しており損傷は激しく、将来にお

いてもマイクロクラックの発生が予想さらたため、アル

コールによるクリーニングを実施したのち、アクリル樹

脂の希釈溶液をもちいて強化処悩をおこなった。

鍍金層の解明淵古墳出土馬具の鍍金屑の断面を走査型

遮子顕微鏡観察およびオージェ電子分光分析などにより

洲在した結果、鍍金脳の直上には第一駿化銅が、さらに

l J Wには聡基性炭酸銅と第一酸化銅が混在した屑が形成

されていた。これらの表而を形成するさびの銅イオンの

供給は鍍金屑の空隙や微細なクラックを通して本体から

表面に移動したものである。また、今何の化学的さび取

り法の開発により、製作当初の鍍金面の表面状態（図３）

が詳細に観察できた。いつぽう、断面観察からは鍍金が

数同おこなわれた可能性を示しており、金銅装馬具の鍍

金の残存状態が良い理山として考えられた。

（沢田正昭・肥塚隆保・村上隆／胆文センター）

表１鉄製遺物に含有する各種の陰イオン（p p m ）

鉄破片

Ｆ

Ｃｌ

ＮＯ２

ＮＯ３

SＯＩｚ

4141- ( 1)

17. 64

30. 36

28. 72

Ｔｒ

526. 6

4141- ( 2)

14. 15

46. 96

17. 97

18. 24

1097

5562- ( 3)

9. 42

51. 80

5. 02

6. 60

2190

5562- ( 4)

14. 31

49. Ｍ

1. 46

14. 57

1875

4036- ( 5)

7. 47

131. 5

4. 80

18. 02

1840

4036- ( 6)

36. 08

70. 83

7. 97

16. 83

2524



古代鍍金層の

微細構造の解析

金アマルガム法による鍍金層の特徴銅や青銅の表而を

金色に仕上げる技法である「ギルディング（g i l d i ng ) 」

には、さまざまなテクニックがあるが、我が国の古代に

おいてもっともよく知られているのが、水銀合金である

金アマルガムを用いる「鍍金」である。そして、鍍金に

よって仕上げられた銅製品を「金銅」という。この技

法は、最終的に加熱して過剰な水銀をとばす工程をと

ることから、特に“ f i r e g i l d i n g ” とも呼ばれる。金ア

マルガムを用いた鍍金の特徴が、表面に残る微細な金

アマルガム粒子にあることを電子顕微鏡を用いたミク

ロな観察によって抽出し、さらにこの金アマルガム粒

子を平坦にならす「へら磨き」によって光輝く鍍金肘

が得られることを明らかにしてきた。これによって、

この金アマルガム粒子の遺存の確認と、残留した水銀

の分析による検出が金アマルガム法による鍍金が行わ

れた証左と位置づけることができるようになった。す

なわち、表面のミクロな観察によって、鍍金技術解明

の糸口がつかめることになる。図１に、鍍金層が大き

さ数ミクロンの金アマルガム粒子の集合体によって構

成されている状態を示しておく。

さて、鍍金に関して残されている問題はまだ多い。例

えば、鍍金は複数回行われることがあるのか。また、鍍

金表面の蓮（たがね）による線刻は、鍍金を行う前に施

されるのか、など。最近では、オリジナルの鍍金屑表而

を傷つけずに鍍金層表面を覆ったさびを取り除くことが

できるようになったので、これら鍍金技法に関しての疑

問を少しづつ解いていくことが可能になってきた。

図１長崎県笹塚古墳出十今銅装馬具の鍍金層（宗杏型電子顕微鏡観察）

4 ２奈文研年報／1 9 9 8 - 1

鍍金層と表面を覆うさび出土した金銅装の銅製品のほ

とんどはさびで覆われている。このさびは、鍍金屑下の

本体の銅イオンが鍍金屑を透して表面に移動したために

生じたと考えられる。すなわち、金アマルガム粒子間の

微細な間隙とともに、鍍金層に生じた微細クラックが、

銅イオンの経路となる。この微細クラックは、本体自体

がさびていく過程で生じる体積膨張によって生じるもの

と想定できる。鍍金眉表面のさびは大別すると二層に分

けられる。まず、表而直上を覆う酸化第一銅（C u 2 0 ) 。

これは、堅くて綴密な赤い結晶で構成された薄い層とし

て認められることが多い。さらに、この酸化第一銅を前駆

現象として生じているのが塩基性炭酸銅( CuCO3Cu( OH) 2 ) 、

いわゆる緑青さびである。このさびはかなり空隙率が高

い。従って、金銅製を覆うさびを除去する際に、緑青さ

びはなんとか取り除けても、その下にある酸化第一銅の

除去には困難を伴う場合が多い。また、鍍金層直下の銅

自体が見事な酸化第一銅に変化している場合も多く認め

られる（図１) 。

鍍金は重ねて行われるのか金アマルガム法による鍍金

屑の厚さは､ 一般には1 0 ～1 5 ミクロン程度である( 図ｌ) 。

しかし、この鍍金層が、一回の鍍金作業により構成され

ているのか興味がある。図２は、藤ノ木古墳から出土し

た歩揺付金具の表而鍍金層断面を電子プルーブ微小部分

析法（E P MA ）によって分析した結果である。これによ

り、この鍍金は少なくとも二回行われた可能性があるこ

とがわかる。厚さも2 0 ミクロン程度と少し厚い。これま

で多くの鍍金屑を観察してきたが、複数回の鍍金作業の

痕跡を確認できた事例はこれが初めてである。藤ノ木古

墳から出土した金銅装馬具の鍍金屑の残りがよい理由の

一つとして考えてよかろう（P , 4 1 参照) 。
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図２藤ノ木古墳出土歩揺付金具の鍍金層中の金分布（E P MA 分析）



( a ）実両需今層の実体顕微鏡（b ）表面鍍金層の走査型

観察電子顕微鏡観察

図３大阪府七観古墳出土帯金具

文様はいつ彫られるのか金銅装の銅板の表面にはさま

ざまな文様が聖（たがね）によって彫られている場合が

多い。先に見てきたように、鍍金作業は、大きさ数ミク

ロンの金アマルガム粒子の集合体によって銅板の清浄な

表而を覆う行為であるから、前もって理によって銅板に

シャープな線刻を施しても、微細な金アマルガム粒子に

よってこの線刻が埋められてしまう懸念がある。従って、

古代の工人たちはさまざまな工夫を凝らすことになる。

図３( a ）は、５世紀代に製作されたとみられる大阪府七

観古噴出土の金銅装帯金具の実体顕微鏡による観察であ

る。かなりきれいな表面をしているが、所々に研磨傷が

認められる。電子顕微鏡によって、この溝の中に金アマ

ルガム粒子の存在が認められることから、この帯金具が

金アマルガム法による鍍金で仕上げられていることがわ

かる。この帯金具で注目すべきは、表面に残るポンチで

たたいたような円形の凹みである。これは石月蝋の痕跡

である。この部分を電子顕微鏡で観察すると（図３( b ) ) 、

この聖でつけられたI 1 I I みの部分まで表而の研磨傷がその

まま残っていることがわかる。すなわち、堆終の「へら

磨き」も含めた金アマルガム法による鍍金作業の全工程

を終えた後に、石目塑が打たれたのである。

次に、別の事例も観察してみよう。例４( a ）は、I i r i l じ

く５世紀代、京都府穀塚古墳出土の金銅製帯金具の実体

顕微鏡観察である。このレベルの観察でも蕊の線刻の瀧

に金アマルガム粒子の集合体が認められる。さらに、電

子顕微鏡によるミクロな観察（図４( b ) ）から、蝋によ

る線刻が終わった後に鍍金が行われ、最終的に「へら勝
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( a ）表面鍍金層の実体顕微鏡観察（b ）表面舗今層の志沓型電子顕微鏡観察

図４京都府穀塚古墳出土帯金具

き」が行われていることがわかる。この「へら磨き」の

作業が雑であり、理によって彫り込まれた溝の底に溜ま

った金アマルガム粒子は、平らにならされることもなく

温存されている。従って、全体にシャープさに欠ける印

象を与えることになる。

今後の鍍金研究についてわが' ' 1 の古代において、時の

権力着は黄金に強い‘ 憧恨を抱きながらも、本当の金を手

に入れることは希であったようである。その代用として、

多川されたのが「金銅」である。古墳時代の遺物を中心

に、この金銅を作り出す鍍金技術の恭本的な部分につい

ては、これまでの研究でかなり明らかにすることができ

た。しかし、もともとオリジナルには中国や朝鮮半島か

らもたらされた技術も次第にわがI I f l に自前の技術として

定端していくことになるが、その技術的な推移などに関

してはまだ解明されていないことも多い。例えば、飛鳥

藤原京城から出土する金銅製品の鍍金肘の残りがそれに

先行する古墳時代のものより相対的に悪いことなど、そ

の一例であろう。今後は、工人集剛の具体的な解明など、

時代性、地域性を考慮した技術レベルの差を鍍金屑研究

の巾で論じていければと考えている。

（村上隆／藤原調査部）
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分析化学的手法による

古代ガラスの研究

はじめに日本で出土する古代のガラスは、西洋のガラ

スと比べるとその材質が多様化していることが特徴で

ある。そして、それは歴史的な変遷に伴っている事が

次第に明らかにされてきた。本研究は分析化学的手法

により古代ガラスの材質を明らかにし、鉛同位体比法

と併せて原料鉱石の産地などから生産地域の推定を行

い、古代におけるガラスの流通システムを明らかにす

るものである。

ここでは、これまで調査を行った弥生時代から奈良時

代の1 1 4 の遺跡から出土した約1 2 0 0 点の試料と、平安時

代から鎌倉時代の５遺跡から出土した約3 0 点の試料の材

質と、併せて行った鉛同位体比測定の結果についてその

概要をまとめた。

なお、材質調査はエネルギー分散型微小領域蛍光Ｘ線

分析および、一部の試料については誘導プラズマ発光分

析法（I C P 法）と炎光分析法を用いて定量をおこなった。

いずれも風化層を除去して未風化部分を直接もしくは試

料採取して測定した。また、鉛同位体比測定については

山崎一雄、白幡浩志および平尾良光、斎藤務の各氏と

の共同研究により、質電分析計を用いて測定した。

古代ガラスの種類古代ガラスの材質による種類につい

ては定まった分類基準がないため、筆者はまず融剤の種

類からガラスを大きく分類し、さらに主要ガラス構成酸

化物の組み合わせから各種類のガラスに分類している

(表１）。

ガラス材質の歴史的変遷鉛バリウムガラスは日本に伝

えられた最初のガラスで、弥生時代前期末～中期初頭頃

から出現して、古墳時代が始まる頃に衰退した。北部九

州地域からの出土が多く報告されているが、分析例が増

加するにつれて山陽、山陰畿内、東海地域あたりまで分

布していたことが明らかになった。いつぽう、鉛バリウ

ムガラスにやや遅れて、あるいはほぼ同じ頃に鉛ガラス

とカリガラスが出現した。鉛ガラスは出土例が少なくそ

の詳細は不明である。カリガラスは、広範な地域からか

つ多量に発見されている。その分布は九州沖細県から東

北地方までが推定される。

ソーダ石灰ガラスは、弥生時代後期前半頃から出現し

4 ４奈文研年報／1 9 9 8 - 1

１．アルカリ珪酸塩ガラス

1 . ＮＷＭ＋ＮＷＦＫ, O- S i O2 系（カリガラス）

2 . 2 ．ＮＷＭ＋NWF K 2 0 - C a O- S i O2 系（カリ石灰ガラス）

３．２．ＮＷＭ＋ＮＷＦＮａ. Ｏ､ C a O､ S i O2系（ソーダ石灰ガラス）

4. 2．ＮＷＭ+１Ｍ+ＮＷＦＮａ20. A1203. CaO､Si O2系（同上）

５．３．ＮＷＭ+ＮＷＦ（Ｎａ２０．Ｋ２０) ．Ca O- S i Oo系

（混合アルカリガラス）

１１．鉛珪酸塩ガラス

ＬＩＭ+ ＮＷＦＰｂＯ､ S i O 2 系（鉛ガラス）

2 . 1 Ｍ＋ＮＷＭ＋ＮＷＦＰｂＯ－ＢａＯ－ＳｉＯ２系（鉛バリウムガラス）

Ⅲ、アルカリ鉛珪酸塩ガラス

1 ．ＮＷＦ+ １Ｍ+ ＮＷＦＫＰ－ＣａＯ－ＳｉＯ・系（カリウム鉛ガラス）

ＮＷＭ: 網目修飾酸化物、１Ｍ: 中間酸化物、ＮＷＦ: 網目形成酸化物

表１構成酸化物から分類した古代ガラスの種類

２，ｄＢ . Ｃ、Ｌ狐ｃ３面 1 Ａ . ，． L n l c 6 t I 1 C ．，ｔｈＣ、１２ｔｈＣ．ｌ７ｔＩ１Ｃ ‘

P ｂＯ－ＢａＯ－ＳｉＯ２

蜂ＣＦｂＧＳｉＯ２

ｐｈＯ－ＳｉＯ？ ＰｂＯ－ＳＪＯ２

K2oisiO’

Ｋシｏ－ＣｎＯ－ＳｉＯ？

Ｍａ２０－ＣａＯ－ＳｉＯ２

Nｎ２０－ＡＩ２０３－ＣａＯ－ＳｉＯ２

( Ｎａ２０．Ｋ20）=ＣａＯ－ＳｉＯ２

図１各種類のガラスの歴史的な変遷

ているが、一般的には後期後半頃から流通を始めたと考

えられる。この時期はガラスの材質に大きな変革をもた

らした時期でもある。つまり前述の鉛バリウムガラスが

衰退して、ソーダ石灰ガラスが登場する時期である。ソ

ーダ石灰ガラスは、酸化ナトリウムと酸化カルシウム、

二酸化珪素が主要構成成分となっているガラスをさして

おり、所謂「西方地域：西アジアからヨーロッパ」で発

達したガラスである。日本で出土するソーダ石灰ガラス

は２種類が発見され、一つは「西方タイプ」で他方は酸

化アルミニウム含有量が多い、所謂「アジアタイプ」で、

古墳時代に多彩な色調をもたらしたガラスでもある。こ

のガラスの起源はインドから東南アジア地域で、それら

がアジア諸国などに伝えられ中国や朝鮮半島などを経由

して日本に入ってきたと推定される。古戦時代末頃まで

はソーダ石灰ガラスの全盛期となった。
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ルト士鉱（アスボラン）が原料と推定される。同様な特

徴をもつガラスは、６世紀頃から出現する一部の背紺色

ソーダ石灰ガラスにも兄られ、同じコバルト原料が使用

され、それは中国産のコバルト鉱ｲ i と推定される。いつ

ぽう、大半の青紺色ソーダ石灰ガラスはマンガン含有堂

が少なく、肺コバルト鉱などが原料と推定された。いつ

ぽう、背紺色の混合アルカリガラスもマンガン含有並が

多く、コバルト士鉱が原料として推定されたが、鉛や銅

の含有雄がカリガラスとは全く異なることから、原料の

コバルトーヒ鉱は明らかに異なっている。

ガラスの鉛同位体比鉛同位体比法を用いたガラスの研

究は、アルカリ珪酸塊ガラスにも適応されだした。ここ

では鉛を原料としたガラスで６世紀以降のものについて

まとめた（図２参照) 。

６世紀末から７世紀末頃の鉛ガラスの多くは朝鮮半島

産の鉛鉱石によって製造されているものが多く、三彩紬

( 鉛紬）には中国産の鉛鉱石で作られたものも検出され

ている。７世紀末頃になると、飛鳥池遺跡で発見された

ガラス州. 渦に見られるように国産鉛鉱石を原料とした鉛

ガラスの製造が始められた。平城京から出土したガラス

j 1 1 . 渦に残存する鉛ガラスも飛鳥池遺跡で発見された鉛ガ

ラスも所謂「奈良時代の鉛」が使用されており、国産の

鉛ガラスが多量に製造された。中1 M: の遺跡から発見され

るカリウム鉛ガラスのあるものは長崎県対州鉱山産の鉛

鉱石が使川されたと推定されるものが発見されている。

その他のものは中国産鉛鉱祈が関与しており、所謂「奈

良時代の鉛」は使川されず衰退した。

（肥塚隆保／埋文センター）
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図２鉛ガラス／カリウム鉛ガラスの同位体比

いつぽう、弥生時代に全盛をきわめたカリガラスも古城

時代には衰退するが途絶えることはなく存続していた。

古墳からはソーダ石灰ガラスに伴って少数のカリガラス

が混在して出土することなどから、ソーダ石灰ガラスと

カリガラスが個々に流通していたとは考えにくい。

古墳時代末（６世紀末）頃から高鉛含有の鉛ガラスが

出現をはじめるが、同じ時期にカリガラスが衰退した。

これより以降の飛鳥時代から奈良時代は「鉛ガラスの時

代」になり、ソーダ石灰ガラスも著しく衰退した。奈良

時代以降はガラスそのものが衰退し、１２世紀前後頃から

カリウム鉛ガラス、現在で言われている「クリスタルガ

ラス」が出現する（図ｌ参照) 。このカリウム鉛ガラス

は中国の宋代に開発されたガラスで、Ｈ本で出土するも

のと中岡のものとは化学組成に差異は認められない。

ガラスの色調ロ木で出土する古代のガラスは各種の色

調が知られている。その殆どは金属イオンにる着色法で

ある。

鉛バリウムガラスは、銅イオンによる緑色が多く、カ

リガラスは銅イオンによる淡背色とコバルトイオンによ

る背紺色ガラスが多い。ソーダ石灰ガラスもコバルトイ

オンによる青紺色が多く、また、高アルナ含有のソーダ

石灰ガラスは多彩な色調をもっており、鉄イオンによる

黄色やこれに銅イオンが加わると黄緑色の蒲色ができ

る。また、このタイプのガラスには酸化鉛が多く含有し

ており、これも蒜色に関与していると考えられる。

本研究では、コバルトイオンによる青紺色のガラスに

混入した不純物から原料鉱石の推定をおこなった結果、

青紺色カリガラスはマンガン含有･ 職が多いことからコバ
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有機質遺物の

材質分析

金属製品、石器、陶磁器などの無機質遺物に比べて、

繊維品、漆、紙、皮革、木製品など動植物に由来する有

機質遺物は、長年月の間に分解、劣化が著しく進行し、

材質の同定が困難な場合が殆どである。その上、採取可

能な試料量が極めて少ないため、分析方法も限られる。

従来から、遺物処理研究室では、平城宮跡および飛鳥藤

原宮跡をはじめ、全国より出土する多様な有機質遺物の

材質分析を行ってきた。

材質分析の一般的手順としては、まず顕微赤外分析法

による材質の迅速分類（動物性、植物性、鉱物性）を行

った後、走査電子顕微鏡による形態観察、蛍光x 線分析

による元素分析を行い、それらの結果を総合して材質の

判定を行っている。また天然染料分子、脂肪酸などの低

分子の検出には、分光スペクトル分析法、蛍光スペクト

ル分析法、ガスクロマトグラフィー質量分析法（G C -

MS ) 、キャピラリー電気泳動法などを応用している。

繊維品の中でも絹は分解しやすい遺物の典型であり、

遺存環境の違いによって劣化程度が著しく異なることが、

主として顕微赤外分析によるスペクトルの変化から明ら

かとなった。例えば藤ノ木古墳の遺物の場合、太刀など

の金属製品に付着した絹は分解が進行し、赤外スペクト

ルの中で蛋白分子の一番強い吸収ピークであるアミド基

のピークが殆ど消失していることが明らかとなった。ま

た京都府太田南古墳出土の青銅鏡（｢ 青龍三年」銘）表面

に付着する繊維は、見かけは識組織が明瞭であるにもか

かわらず、実体は銅の酸化物と土の成分が固まったもの

で、走査電子顕微鏡による断面の観察から絹繊維は完全

に消失して空洞になっていた。しかしながら、かつて繊

維が存在していた空洞の形態を走査型電子顕微鏡により

観察したところ、元の繊維は良質の精練家蚕糸であるこ

とが推定できた。各地出土の絹繊維の赤外スペクトルを

数多く比較することで、分解によりスペクトルがどのよ

うに変化するかを総合的に把握できるようになった。

一方、遺物に残存する植物性繊維として、苧麻、大麻、

あるいは「こうぞ」「みつまた」などが検出されている。

例えば高槻市安満宮山古墳出土の青銅鏡（｢ 青龍三年」

銘）に付若する良好な状態の繊維は苧麻であった。また
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平城京（右京三条一坊三坪朱雀大路西側溝）出土帯金具付着

黒色物質のＦＦｌＲ分析

奈良市の頭塔の整備にともなう発掘調査において確認さ

れた心礎上部の柱抜き取り埋土より出土した差銭に良好

に残っていた縄状繊維も材質は苧麻であった。

漆は各地から各時代の遺物が多数出土しており、塗ら

れた製品自体も、金属、繊維、陶磁器など多様である。

漆自体は比較的良好な状態で造存する材料であるが、全

く分解･ 劣化していないわけではない。現在、絹と同様

の手順で漆の赤外スペクトルを比較検討することで、分

解による赤外スペクトルの変化を総合的に把握できるよ

うになっている。これらの成果を応用することにより、

平城京右京三条一坊三坪朱雀大路西側溝出土の帯金具に

付着する微少な黒色物質が漆であることを確認すること

ができた。

以上のように、顕微赤外分析法は考古遺物の材質同

定に大変有用な方法である。国際的にも考古学、･ 博物

館などの関係機関での研究が進んでおり、今年５月に

はアメリカのWi n t e r t h u r Mu s e umで第三回I RＵＧ（赤

外分析利用者の集会）研究集会が開催され、佐藤は日

本の漆についての研究成果を報告するよう依頼され出

席した。現在、有機質遺物の赤外スペクトルのデータ

ベース化が国際的に進められており、本研究室も協力

依頼を受けた。現在、赤外スペクトルを含め、多くの

観点から有機質遺物の材質に関するデータベースの構

築を行っているところである。

（佐藤昌憲／客員研究員･ 高妻洋成／埋文センター）



古建築構造の

非破壊診断方法

非破壊診断の背景我が国には国宝･ 重要文化財に指定

されている建造物のほか、多数の伝統的木造建築が現存

する。これらの古建築は古来工匠の流儀･ 経験･ 知恵が集

積された経験則によって建造されており、地震や台風に

対する構造の安定性については不明な点が多い。また、

古建築構造について定量的な解析に視点を据えた研究の

蓄積も乏しく、保存にあたり数値として安全性を評価し

がたい現状にある。古建築はかけがえのない災重な文化

財でもあり、その構造を診断するに当たっては、当然建

物に実験的な振動や損傷を与えることのない、非破壊に

よる診断方法が要求される。建物の耐震性を定堂的に論

ずるためには、固有周期･ 振動モード･ 減衰などの振動性

状を把握することが不可欠となる。これらの諸性状を把

握する方法として、建物に測定機器の設置が比較的簡単

に行える「常時微動測定法」がある。

常時微動測定法建物は人為的に揺らさなくても、常時、

ごく小さな地而の揺れを拾うなどして、僅かに振動して

いる。揺れ幅は建物の重さや強さによって異なるが、木

造建築の場合、数ミクロンの単位である。このＦ１常的な

揺れを「常時微動」と呼び、それを微動計で測定するこ

とにより、建物がどのように揺れるか、その揺れる形

( 振動モード）と、１回揺れるのに要する時間個有周

期）を求めることができる。常時微動測定は、建物に生

じている微少振動を測定し、これを数値的に解析処理す

ることにより、その振動特性を推定する方法である。脚

宝を初めとする重要文化財建造物では、実際に建物を揺

らしたり、いつ発生するかわからない地震に合わせての

測定は行い難く、また十分な構造実験もできない。そこ

で、人間に例えると、人間ドックなどで心電図をとって

日頃の健康診断を行う方法を採用することになる。

古建築の常時微動測定調査平成６年度から科研基盤研

究（B ）により、「常時微動測定による古建築の構造安

定性に関する研究」（代表者･ 内田昭人）として、建設省

建築研究所･ 職業能力開発大学校と共同研究を行ってい

る。これまでに、法隆寺建物４棟･ 薬師寺建物３棟･ 東大

寺建物１棟などについて常時微動測定を行い、この方法

の有効性について検討を進めている。ここでは一例として

東西方向 南北方向

法隆寺五重塔の振動モード

法隆寺五重塔の測定結果から得られた知見を報告したい。

常時微動を測定すると、建物は固有の何通りかの揺れ

方が混ざった揺れ方をしていることがわかる。一番大き

く揺れやすい成分を１次モード、言葉で表現すると「ユ

ラユラ」次に２次「ユッサユッサ」３次「カタカタ」の

順となる。五重塔本体は1 . 1 1 秒かかって各層が同じ方向

に揺れながら、同時に0 . 2 秒から0 . 4 秒の固有周期で弓形

にしなる動きをしていた。これに対して地盤の揺れを直

接受ける基壇で測った卓越周期は0 . 2 ～0 . 5 秒。ここに塔

本体と基域の固有周期の間には簸大５倍以上の差がある

ことがわかった。

従って超高層ビル( 数秒に１１且I 揺れる｢ ユーラユーラ｣ ）

と同様で、地震の際の地而の揺れ方と建物固有の揺れ方

がうまく合わずにズレができる。つまり、ブランコに乗

ろうとして上手にこげない状態に似て、「共振」が起こ

らず揺れ幅が一定以上大きくならない状態になる。ちな

みに、薬師寺東塔は固有周期1 . 1 6 秒、西塔は0 . 9 5 秒であ

り、地而の揺れ方と建物の揺れ方が一致しない、すなわ

ち蛾も揺れやすい成分から逃れて共振が起きない構造と

なっており、ここに木塔の耐震性の本質を窺うことがで

きる。一方、戦後間もなく建てられた住宅（１次固有周

期0 . 2 ～0 . 5 秒）の場合は、地盤の揺れと共振を起こしや

すかったと考えられ、阪神･ 淡路大震災での被害の甚大

さがそれを示している。

今後はさらに古建築の常時微動測定を継続しながら

有効性を検討し、解析を深めるとともに、データを蓄

積して文化財建造物の耐震補強のマニュアル作成に還

元したい。

（内田昭人／埋文センター）

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ４７
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アンコール遺跡に

おける探査の成果

はじめに奈良国立文化財研究所では平成4 年度より文

化庁文化財保護部伝統文化課が所管するアンコール文化

遺産保護共同研究事業の実務を担当しているが、このな

かで近年発見されたクメール土器窯跡群の調査にも参加

して、現地対応機関であるA P S ＡＲＡや上智大学と共に

研究を進めている。

ここでは、その共同研究の中から物理探在すなわち磁

気探査と地中レーダー探査による結果を紹介する。

夕二村の窯跡群研究の対象としたクメール土器を生産

した窯跡は、著名なアンコール遺跡群が存在するシェム

リアップ市街から東北東へ約3 0 k ｍ離れた位世にあるダ

ニと呼ぶ集落のなかにある。

ここには、周囲の水川よりも約２～３ｍほど高い、I 照

1 0 0 ｍ弱の低丘陵が南北へ約7 0 0 ｍばかり延びているが、

窯跡はこの丘陵の南北に集中して２グループを形成して

いる。それぞれの窯跡は、わが国にみる古城墳丘のよう

な小丘状を呈しており、これを中心に土器が散布してい

る。窯体はこの高まりの中にあると推定できる。

探査の方法磁気探査には、地磁気の鉛直成分の差分を

測定するイギリスGe o s c a n 社製のフラックスゲート型グ

ラジオメーターであるＦＭ1 8 を用いた。測定の間隔はタ

テ、ヨコともに1 ｍである。測定の粘度としてはＯｏ１ｎＴ

( ナノテスラ）のレンジを採用した。

地中レーダー探査では、アメリカGS S I 社製のS I R - 2 型

の装慨により、3 0 0 ＭＨｚのアンテナを使用した。データ

の収録時間は1 0 0 , s である。アンテナ走査は、いずれの

測定範囲でも南北あるいは東西に設定した１ｍ間隔の測

線に依拠しておこなった。

データ処理に際しては、平而図を作成するＴｉｍｅＳｌｉｃｅ

の方法を応用した（本禍: P ､ 3 4 . 3 5 参照) 。この方法では、

地表下のある一定の深さにあるデータを取りだして平而

におき、電波の反射や減衰などの状況を表す。

探査の結果探査の範囲は２箇所に分け、それぞれが南

北で集中する窯跡を含むように設定した。以下では、便

宜上これらの範囲を北測定区と南測定区と呼称すること

にする。

( 北測定区）測定のために設定した範囲は、南北6 0 ｍ、

、一つI . ~ハー

図１北測定区の地形と測定範囲
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東i J I i 3 0 mであるが、実際に測定できたI 耐i は探査方法に

よって若干異なる。

磁気探査の結果をみると、測定範朋に含めた３筒所の

それぞれの高まりに対応する位侭に、磁気異常を認める

ことができる（図２) 。これらのうち、東側の２箇所で

は円形、四の１箇所は細挺い異常を示すことが注意され

る。すなわち、それぞれは尚まりのが示す地形の形態と

類似しているのである。

地中レーダー探査では、深さ約1 . 2 ～1 . 5 ｍ程度と思われ

る平而図（図３）で、磁気探企でみた２箇所とほぼ等し

い地点に、電波の反射の大きいことを認めるが、北東の

１箇所では対応する位ｌｉｆｔにない。しかし、３ｍ近い深さ

をみると、高まりの中央から東へ延びる、完結する反る

反射が認められるので、この窯体のみは他よりも深い位

i Mf にあると推定される。

( 南測定Ⅸ）設定範州は東西4 5 ｍ、南北2 5 ｍであるが、

ここでも方法により測定範州は異なる（図４）。

磁気探査では、測定範囲に含んだ大小２雑の尚まりの

うち規模の大きな方には、北と南の２箇所に窯体に起閃

するらしい磁気異常を認めた。また、小規模の高まりで

も、それのほぼ中心に異常をI 認めることができる。

いずれも、ほぼ東西方向に長い。北側に伴っているマ

イナスの異常を参考にすると、全休の長さは５ｍ未満と

推定できそうである（似１５) 。

大きな規模の尚まりにある２箇所の異常のうち、南側

のものは、地形からみると肢も商い位悩にあたっていて、

いまｌ簡所の方はそれの北斜、裾の．上器片などが多く散

布する位侭にある。

このことからは、北に位世する方が古いため灰原に埋

もれた状態にあり、同時には存在していなかった、とい

うように推定できるかも知れない。

レーダー探査による結果では、深さにすると約6 0 ～

9 0 ｃｍ程度に対応すると思われる平而例において、磁気

探在でみた３箇所の異常地点すべてと、何じ位悩で大き

な反射を認めることができる。

この結果によれば、それぞれの窯体の方向は磁気探在

でみたものより若干異なる。磁気探在がタテ、ヨコとも

に１ｍ間隔のデータであることを考えると、レーダー探

究の方が、規模、位侭、形態ともに、より詳細かつ正確

捉えていると思われる。

、
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おわりにここの探在では、２秘類の探杏方法により、

それぞれ' 1 1 - 地点で窯体が示すと思われる応答を認め

た。このことは、推定した位佃に窯体が存在している可

能性の大きいことを、示していると理解できる。異なる

測定原理による結果を、照合することが亜要なのである。

（西村康・森本晋／j 1 1 1 文センター・杉山洋／飛鳥盗料館）
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ﾏ ｲ セン旧市街の歴史的な

建物の保存修復

研究の目的と方法ドイツにおける歴史的な建物の扱い

は、重要性や価値観の違いに段階を設けない登録制度に

よって指定されており、およそ9 0 万件がその対象となっ

ている。当然、それらの修復件数も膨大である。とくに

旧東ドイツ地域の各州は、ドイツ統一によって旧西ドイ

ツ側の制度を取り入れたことにより、指定件数が一気に

増し、修復事業も急増した。この国における保存修復へ

の取り組み方や修復の実際は、近年に文化財登録制度を

導入し、それによって生じた課題をもつ我が国にとって、

ひとつの参考事例となるものである。

対象としてマイセンを選んだ理由は、現在、修復事業

が盛んであるうえ、5 0 0 棟のうち９割までが指定された

保存地区となって把握しやすく、幸いにも同市が協力的

であったことによる。現地では、関係資料を閲覧し、市

の職員、修復技術者、設計事務所の建築家、職人、所有

者などへの聴取をおこない、努めて修復現場を見学した。

マイセン市の行政のしくみ保存や修復に関して第一線

で活動する行政部門は、市に設綴された下級記念物保

護機関と専門機関の州立記念物保存局である。二者に

よって一棟ごとに修復内容が審議され、現場指導がな

される。

特徴的であるのは、小さな修理以外は一般建築工事と

同じに、修復の計画も所有者から市の建築指導課に申請

するようになっていることである。関連する部分のみ同

課から下級記念物保護機関に審査が依頼される。これは、

市民の手続きの煩わしさを省く制度であるが、市内部の

異なる部局がお互いを理解するのにも役立っている。下

級記念物保護機関の施設には、個々の建物の調査と修復

の経過が書類綴りとなって保管され、公開されている。

修復にともなう調査この地区では、1 9 9 1 年から二年を

かけ、すべての建物を対象とした｢ 一般調査｣ がおこなわ

れ、一軒ごとに、構造形式、建物の歴史、破損状況や痕

跡、様式の観察、保存にあたっての注意事項、用途の検

討などがまとめられた。さらに詳しい調査が必要となっ

た建物は、彩色の変遷、石材の劣化、構造診断、年輪に

よる年代確認などの｢ 特別調査｣ が追加されている。

建物の所有者は、それらの成果を利用して修復の計画

5 ０奈文研年報／1 9 9 8 - 1
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をたて、市の審査を経て工事に着手する。

修復の方針一般調査のなかに「用途の検討」が含まれ

ているとおり、建物の保存にとって活用が重要であるこ

とは広く認識されている。また、修復を実際に見る限り、

そっくり創建当初の姿に復した例はない。残された現状

において重要な部分は残し、全体を維持修理しながら、

部分的に新しく改修を加えるという工事が、町屋や公共

建築、工場などの修復として一般的である。

これまで残してきた建物の価値をできるだけ失うこと

なく、かつ現代的な用途に用いることができるように、

下級記念物保護機関と所有者のあいだで妥協点を求める

努力がなされている。全般的に、建物を使っていくため

に不可欠な設備類は完全に現代の機能を取り入れること

ができ、採光のための窓の増設、浴室、トイレなどを集

中させた付属棟の新設なども、条件付きで認められる。

修復技術の考え方、方法構造の診断および補強は、コ

ンピュータを用いて立体的に解析され、個々の部材の力

学上の働きまでが分析される。それにしたがい、部材の

繕い、取り替え、補強がなされる。たとえば聖母教会の

小屋組は、周到に計算して補強を最小限にとどめ、そこ

に雄新開発の素材である炭素繊維板を用いている。

内外の壁は、調査で一部を剥がす以外はそのまま残し、

新しく塗り重ねる。木材や石材の修理は、できるだけ取

り替えを避けた級密な繕い修理をほどこす考え方と方法

が徹底している。（ただ、小屋組などの野物材は、その

材がもともと扱われている程度の粗さで継手や仕口が作

られ、ボルトが併用される｡ ）これらの修理仕様は、建

物自体の重要性や保存状態などから、おのずと価値がは

かられ、それに見合った厳密さで指導がなされている。

マイセンにみる修復のあり方このまちの修復は、まち

と建物を古い時代の姿に再現しようとするものではな

く、これまで遺してきたそれらをまもりながら、人々が

豊かに暮らすことをめざしている。まちが生きることで

遺産がまもられる－そのための行政のしくみと役割、職

種的な活用を取り入れた保存の具体的な考え方、それを

可能にする新しい修復技術など、我が国が参考とすべき

さまざまな要素をもっている。（木村勉／建造物研究室）
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Ⅲ- Ｌ調査と研究

飛鳥藤原京の調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部が、1 9 9 7 年度に実施した発掘

調査は、藤原宮跡４件、藤原京跡３件、飛鳥地域５件で、

いずれも諸々の工事に対する事前調査である。本年度の

学術調査は、桜井市教育委員会と協同で実施した吉備池

廃寺第２次調査１件のみである。従前に較べ藤原宮・京

跡の調査件数が少ないのは、開発事業の減少とも多少関

係するが、飛鳥池遺跡に計画され、平成1 1 年秋完成予定

の万葉ミュージアム建設に伴う調査に総力をつぎ込まね

ばならない事情があったからに他ならない。

藤原宮跡では、第8 5 次調査として西方官術南地区、第

8 3 - 7 . 1 4 次調査として内裏南辺地域の調査を実施した。

西方官簡地区は、遺構の稀薄な地域で今次の調査でも７

世紀後半の掘立柱建物１棟を検出したにすぎない。同地

域の下層は、県内でも有数な弥生時代の大規模集落跡で

ある四分遺跡であり、今回も一部、下届遺構の検出を試

みた結果、中期の環濠、中期末の墓葬を確認した。なか

でも中期末の墓葬は、戦禍などで不慮の死を遂げた男女

二体を同時に土壌に埋葬したもので、当時の社会情勢や

近畿地方人に関する災重な知見が得られた。

第8 3 - 7 次調査では、内裏内郭の南を囲う掘立柱塀や大

極殿北側で確認した宮造営時の運河S D1 9 0 1 Aの延長部を

確認した。また、第8 3 - 1 4 次調査では、前述の内製内郭の

南の塀の南雨落溝を検出している。内裏南内郭塀は醍醐

池の岸からかなり離れた池底で確認しており、内裏中枢

部の存在が予想される池底でも、深く掘られた柱穴の場

合には、残存している可能性が考えられ、池底を調査す

る必要性を実感した次第である。

藤原京跡では、第8 8 次調査として、木薬師寺の南西、

右京九条三坊・凹坊の調査を実施し、西三坊大路関連の

遺構を検出した。その他の藤原京の調査は小規模であり、

かつ周辺部の状況も明らかになっていないので省略する。

B 狸奈文研年報／1 9 9 8 - 1

飛鳥寺地域では、飛鳥寺寺域内で２箇所、飛鳥池遺跡

で２箇所（第8 4 . 8 7 次) 、飛鳥池東方部で１箇所（第8 6 次）

で調査を実施した。飛鳥寺の南西部で実施した第8 3 - 1 次

調査では、従前検出の石敷広場と一連と考えられる石敷、

北辺で実施した第8 3 - 2 次調査では、伽藍方位に一致する

掘立柱建物を検出している。

第8 4 . 8 6 . 8 7 次調査は、万葉ミュージアム建設に伴う事

前調査である。第8 4 次調査区は、飛鳥池の北、飛鳥寺東

南部にあたり、前年度より引き続き調査を進め、宮期の

遺構が稀薄な南辺地域、ならびに北辺の道路遺構周辺の

下屑遺構の確認を主同的に実施した。南辺部では、新た

に方形池、両側に溝を配す掘立柱塀、踏石遺構等を検出。

塀の両側の溝からは、天武期にさかのぼる紀年木簡、飛

鳥寺関連の木簡、大嘗祭等天皇家に係わる木簡等が出土

した。溝の木削層はすべて持ち帰り、順次洗浄中であり、

現在確認した木簡は、7 , 0 0 0 点にのぼる。主要な木簡につ

いては、年報1 9 9 8 - Ⅱに集録している。

第8 7 次調査は、遺跡の発見の契機となった1 9 9 1 年の調在

の南、旧池南汀から丘陵斜面を対象に実施した。谷を埋め

雛段状に造成した工房靴、炉跡、掘立柱の倉庫等、飛鳥池

工房の実務部内に関係する辿構、遺物、また工房全体を区

画する大規模な掘立柱塀を検出。出土巡物には、従前知ら

れていた漆関係・ガラス・銅・鉄製品鋳造関係遺物の他、

水晶・コハク玉､ 金・銀製品の鋳造を物語る遺物が出土し、

宝飾品全般を製造する総合的一大工房跡と判明する。

第8 6 次調査は、飛鳥池東の谷部を対象に、この地域の

土地利用状況の確認を主眼に、谷全域にトレンチを設定

して調査を進めた。この地域も７世紀中頃にはすでに開

発されており、西側の丘陵寄りにこの地域の基幹水路と

なる大溝を、その東側には、掘立柱塀で区画された大規

模な建物等の存在を明らかにした。

僻明天皇発願の百済大寺と目される吉備池廃寺第２次調

査（第8 9 次）は、金堂西側に存在する土壇の性格解明と伽

藍の範囲確認を目的に実施した。西側の基蝋は稀にみる規



模の塔跡であることを確認。また南l i i 回廊も検出し、当伽

藍は最古の法隆寺式伽藍配置の可能性が高まった。

（巽淳一郎）

( 現地説明会）４月2 7 Ｈ飛鳥膿原第8 4 次（飛鳥寺東南部）烏川敏ﾘ ）

３月l ‘ l ロ飛烏藤原第8 9 次（吉術池廃寺）佐川正敏

平城京の調査

1 9 9 7 年度に平城宮跡発掘調森部がおこなった発掘調査

は平城宮跡７件、平城京跡2 0 件、京内寺院・その他３件

で、計3 0 件におよんだ。このうち、学術発掘および史跡

整備にともなうものは７件3 , 7 6 8 m２，住宅建設等による緊

急調査が2 3件4 , 8 3 8 , 2 と、緊急調査の比重が大きい一年で

あった。おもな調査の成果は以下の通りである。

平城宮跡では、式部省東方の東面大垣（第2 7 4 次) 、東

院圃池とその周辺（第2 8 0 次・第2 8 3 次・第2 8 4 次・第2 8 6

次）など、宮の東南部に調査が集中した。第2 7 4 次では、

宮内基幹排水溝から東一坊大路西側瀞へ流れ出る減によ

って、東面大垣が途切れていた時期のあったことが判明

した。第2 8 0 次では、東院東南隅にあって隅楼といわれ

てきた特殊な平而をもつ掘立柱建物の全容をつかみ、第

2 8 4 次では、東院園池南岸および二条大路北側溝の様相

をあきらかにした。宇奈多理神社境内でおこなった第

2 8 3 次では、基壇建物の禰組雨落祇を検出し、その東の

第2 8 6 次では、東面大垣西壁（宮内側）の建設用堰板痕

跡を検出するなど、而期的な発見が続いた。

一方、京域では左京二条二坊十一坪周辺（第2 8 1 次・

第282 - 1 0次・第282 - 1 6次. 2 8 9次）と、右京三条一坊三・

四坪（第2 8 8 次・第2 9 0 次）で、比較的規模の大きい調査

をおこなった。前者では、二条条間路の南北i I i i i 側渉をは

じめとする条坊遺構のほか、法華寺の寺域にひらくと想

定される礎石建の門、十一坪の北辺にひらく掘立柱棟門

を発見した。また、坪内では既調査区と連続する掘立柱

建物を検出し、十一坪は十二坪と一体で２町占地のブロ

ックである可能性が高くなった。後者では遺構が希薄な

ものの、朱雀大路西側溝周辺の様相をあきらかにした。

第2 8 2 - 1 1次．- 1 2次．- 1 3次では、市庭古城の周濠と周堤を

検出し、旧大乗院庭園北岸の調査（第2 8 5 次・第2 8 7 次）

では、近代の地形造成が予想よりも大規模で、近世以前

の汀線はさらに北にのびることをつかんだ。そのほか、

阿弥陀浄土院推定地（第2 8 2 - 6 次) 、長屋王邸（第2 9 1 次）

などで調査をおこなった。

以上の調査成果の詳細については、年報Ⅲを参照され

たい。なお、発掘調査にともなう現地説明会は、以下の

日時に開催した。（箱崎和久）

６月１４Ⅱ平城寓第27 4次（』〔而大瓦）l l I I f 傭一郎

１２ﾉ １６日平城宮第2 8 0 次（来院南』〔隅）内川和伸

建造物の調査と研究

南都を中心とする古代建築の調査研究従来から継続し

ている本研究は、とくに現在は、これまでに蓄積された

調査研究と保存修理工事の成果をもとに、古代建築の設

計計画や工法からみた軸組・架構・小屋組の構造、各部

位の計画寸法、名部材の長さと大きさ、樹種、納まりな

どの研究をすすめている（P ､ 2 0 - 2 1 参照) 。また、東大寺

転害門の実測をおこない、技法、復原考察、修理手法な

どの研究をおこなった（P､ 2 4 - 2 5参照) 。

遺跡の建造物復原方法の研究都道府県の協力を得て収

集した史跡の建造物復原事業の実態アンケートから、事

業のあり方、復原のあり方などについて問題点と課題を

整理分析した。それらの成果をもとに、各地の自治体の

担当者を交え、今後のあり方を討論した（P ､ 6 2 参照) 。

平城宮建物復原実施にともなう調査研究大極殿の復原

実施設計準備に関する監修において、古代建築の技法お

よび復原実施上の諸問題などの検討をおこなった（P , 6 9 .

7 0 参照) 。朱雀門・東院西建物の復原施工の監修では、

材料の選択、原寸似I 作成並びに木材加工、瓦の原型作製

などの機会に細部の検討をおこなった（P ､ 6 8 参照) ◎

滋賀県近世民家調査３か年継続事業の最終年度となり

補足調査をおこない報告書を作成した（P､ 2 8 - 2 9参照) 。

鳥取県近代化遺産総合調査２か年継続事業の最終年度

にあたり、第二次調査と補足調査をおこない、報告書を

作成した（P､ 65参照) 。

建造物保存修復の理念及び方法に関する日独共同研究

ドイツの二か所( ザクセン州マイセン市･ ヘッセン州リンブ

ルク市) で都市の保存地区について､ 歴史的な建造物の保存、

修復､ 活用などの状況を調査した( P ､ 5 0 参照) 。ドイツからも

研究者を招鵬し､ 橿原市今井町その他の調査に協力した。

各地の史跡の整備事業（建物復原）への助言・指導

新居関（新居町) 、崇贋堂（伊賀上野市) 、近江国庁（滋

賀県) 、津山城（津山市）などの遺跡整備における建物

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 園目



復原に関する助言・指導を現地においておこなった。

各地の文化財建造物の修復事業への助言・指導光福寺

( 静岡県) 、大阪中之島公会堂（大阪市) 、山口県旧県会

議事堂（山口県) 、釣烏灯台退息所（松山市) 、西田橋

( 鹿児島県）などの保存修復にあたり、現地において助

言・指導した。（木村勉）

書跡資料の調査

南都諸寺所蔵の典籍文脊の調査は、前年に引き続いて

薬師寺、興福寺、法隆寺について調査を実施した。薬師

寺は、経箱第2 5 ～2 8 函について調査をおこない、第2 2 ,

2 3 函を写真撮影した。調査と併せて、ＤＢ化も第2 3 函ま

でおこなった。全体の調査はまだまだ終了しないが、次

年度で、調査終了分については区切りをつける予定であ

る。興福寺は典籍文書目録第三巻分にあたる経箱第6 1 函

以降である。現在調査中の箱は、第６１，６９，７０函の調査

をおこなっている。法隆寺は、記録文書の目録作りであ

るが、概ね出来上がりに近づいている。

南都以外では、仁和寺の御経蔵目録の第１分冊を、管

理調査用の稿本として作成しつつある。現在調査は、文

化庁や科研調査に協力するかたちで、奈文研及び奈文研

OB が数人参加しているが、従来奈文研が調査してきた成

果を資料の管理調査川に活用しようとするものである。

その他、醍醐寺文書、石山寺聖教の調査をした。また、

文化庁や教育委員会の依頼を受け、奈良東大寺修二会関

係資料、滋賀永源寺文書、京都興聖寺一切経、東福寺文

書などの調査に協力をした。

北浦定政関係資料では、北浦宅での補足調査や「平城

旧吐之図」の写本の調査をした。（綾村宏）

埋蔵文化財センターの研究活動

埋蔵文化財センターの６研究室と情報盗料室および各

人がそれぞれの課題を定めて進めている研究があり、多

くは前年から継続しているものである。1 9 9 7 年度には次

のものがあり、そのうちのいくつかについては別頁で報告

している（＊印) 。ここでは他のもののいくつかを紹介する。

全国不勤産文化財怖報システムの普及流辿に関する調在研究/ 文化財備報

ネットワークにおける通信法の研究/ 遺跡地図撒報システムの開発研究／

細文縞年の学史的研究/ 東アジア古代部城の比較研究車/ 古代地方末端官術

5 ４奈文研年報／1 9 9 8 - 1

遺跡の調査研究/ 古代倉庫遺椛の集成的研究/ 古代豪族居館遺跡の研究/ 動

物巡存体による生業活動の復原的研究/ 遺跡土壌の微細形態学的研究/ 残

存脂衝分析による生活環境の復原的研究/ 古気候の復原的研究/ 年輪年代

法による白頭山巨大I ﾘ i 火年代の解明/ 年輪年代法による弥生･ 古城時代開

始時期に関する研究/ 広域遺椛探査法の開発研究摩/ 東アジア古代の庭剛辿

撒の比較研究/ 文化辿産の地域特性に閲する研究/ 復原建物の櫛造安定性

に関する研究/ 常時微助測定による古処築の椛造に関する研究愈/ 金銅製逝

物の保存科学的研究/ 飛為･ 藤原･ 平城宮跡等出土品の保存処理/ 東アジア

の古代塑像･ 壁面の技法的研究/ 有機質巡物の材質分析とその保存処理法

の開発研究零/ 劣化写真のデジタル画像による復原/ 解析図化システムによ

る文化財計測法の1 %1 発/ 南アジア仏教巡跡の研究/ 発掘調在支援機械シス

テムの開発研究/ 陶磁器文化の交流に関する科学的研究/ 日韓古代におけ

る埋葬法の比較研究

埋蔵文化財関係情報処理の現状奈文研ホームページ

は、研究所による現在までの調査研究成果の公開と、平

城宮跡の現況の紹介に特に力を入れて整備を続けてい

る。外部からのアクセス件数も１カ月1 0 0 0 件を越えてお

り、また、電子メールでの質問も受け付けているので、

一般の人々に対する文化財の調査研究についての情報公

開に大きく貢献していると考える。

全国不動産文化財情報システムの現状インターネット

経由でのデータベースの公開を始めた。校正用のシステ

ムでは本年度も遺跡情報の収集を続け、データの変更・

更新を行っている。要望の多い而像情報の取り込みにつ

いては、どのようにして実現するか、システムの検討を

行っている。膨大な遺跡数を前にたじろぎながらも前進

しているというのが実感である。

年輪年代法による白頭山巨大噴火年代の解明中国北東

部にそびえる長r I I l I - 白頭山（2 , 7 4 4 ｍ）の噴火による火

砕流で埋没したマンシュウカラマツ樹林の炭化材のもつ

年輪から、その噴火年代を明らかにしようとする研究で

ある。１０世紀に噴火したとされている白頭山の噴火年代

が確定すれば、鋤海国の滅亡との関係の有無や、その火

1 1 1 灰がわが国の東北、北海道へ飛来してきて遺跡に堆積

していることから、それらの遺跡年代確定にも大いに役

立つことになる。月下、中国科学院涛陽応用生態研究所

と共同で進めている。

金銅製遺物の保存科学的研究金銅製遺物のうち鍍金製

品の鍍金層は数十ミクロン以下の薄層により形成されて

いる。これらの保存にあたり、高吸水性ポリマーを利用

したさびの除去が可能となり、また、多くの鍍金遺物の

非破壊測定が可能となった。しかし、従来からの蛍光Ｘ

線分析法ではＸ線的に無限層厚試料が定量条件となるた

め、出土遺物に適用することが困難である。本研究は平



行ビーム法Ｘ線回折測定による榊造解析から同定をおこ

ない、金と水銀の割合の推定をおこなう１f が可能となる

ことから鍍金技法の解明に大いに役立つ。（工楽善通）

国際学術研究

１．国際学術交流の現状当研究所がここ数年継続して

おこなっている諸外I R I との共同研究には、特別研究とし

て次の２件がある。

l ）ｌ櫛アジア仏教遺跡の保ｲ 潅備に1 Mj する堆礎的洲企研究

2 ）アジアにおける古代郁城辿跡の研究と保存に側する研究協力

また、文化庁が実施する「アンコール文化遺産保護共

同研究」も当研究所で協力しており、本年で５年ロを迎

えた。さらに、文部省科学研究饗補助金として次の４件

をI : I R l 際共同研究として実施している。

l ）’ ' ' 1剛, Ｗｉ壁凹の総合的洲在と保存法のl ＃1発研究

2 ）陶磁器文化の交流にl H1 する科学的研究

3 ) 中岡艮脚1 1 1 の巨大噴火年代と勧海に関する年桧年代学的研究

. ' ）１１轍Ｉ１ｆ代における埋葬法の比較研究

当研究所が外国の諸機関・研究者とおこなう交流も近年

多岐におよび、ほとんど全世界的なものになってきた。１９９７

年度には､ 当研究所が招恥した研究荷､ および先方の研究目

的での来訪者は計14ヶI K l ､ 延べ5 3人であり、､ 1 1研究所から外

国への出張者は1 1 ヶ国､ 延べ5 6 人にのぼっている｡ 来訪者は

奈文研の特別研究､ 科学研究側』i I 際学術研究､ 間際交流唯

金､日本学術振興会､ユネスコ、( 財) 1 - 1本| : ' i I 際協力センター

の招きによるもののほか､ 先方機関からの訪問者である。

自治体職員協力交流事業特別研修地方公共団体、自沿

省および( 財）自治体同際化協会がおこなう「自治体職貝

協力交流事業」にもとづき、海外から文化財保護関係機関

の職員を受け入れて､ 研修をおこなうもので､ 文化庁およ

び諸機関が協力しているものである。Ｊ１研究所も1 9 9 6 年度

から受け入れを実施しており、本年は奈良県が受け入れ

た中国河南省文物管理局の１名と、島根県が受け入れた

ヴェトナムフェモニュメント保存センターの１名が９ｊｊ８ＩＩ

から1 2 日まで特別研修を受けた。わが岡における文化財

行政の現状､ 保存科学､ 辿跡探炎等について研修をしたほ

か､ 平城宮跡､ 飛鳥藤原宮跡､ 飛鳥盗料館等の兄学をした。

( 財眉本国際協力センターが実施する｢ 博物館技術コース」

への協力標記の研修の一部を引き受けて、９月2 2 Ｈより

９月2 6 日までの１週間当研究所で実施した。内容はⅡ木

の各秘文化財の保存の現状や遺跡発掘、保存修復・整備、

建造物見学などであった。参加荷はインドネシア､ カンボ

ディア､ サウディ・アラビア､ シリア､ カメルーン､ セネガル、

グァテマラ、ミャンマーからの各１粕であった｡ このうち、

サウデイ・アラビア､ カンポデイア､ インドネシアの３名は

l 1 j j にも１週間、考古学と保存科学の特別研修を受けた。

2 ．中岡社会科学院との第２次友好共同研究当研究所

は、特別研究「アジアにおける古代都城遺跡の研究と保

存に関する研究協力」の‐ 環として、Ｉｌ１ｌ』1 社会科学院考

I l f 研究所と共同研究を進めている。９６年度は調査計画に

関する協議を進めるとともに、1 1 1 家文物局に対して漢長

安城桂宮の発掘巾請を提出した。９７年度になって、よう

やく発掘' ' 1 請が国家文物局から批准され、共同調査が実

現する運びとなった。発掘調在の' ' 1 請考は奈文研の所長

であり、巾l K i における外|玉１人洲企のi I l i 期的な例といえる。

, 洲杏対象となったのは漢長安城の桂宮２号宮殿遺吐で、

洲査は9 7 年１１月～1 2 月と9 8 年２月～３Ｍの２度に分けて

おこない、奈文研からは2 端ずつの研究貝を派遣した。

また発伽区周辺の地形測放もおこなった。調査の具体的

な成果については４～６頁を参照されたい。（工楽善通）

3 . 南アジア仏教遺跡の研究ミャンマー連邦文化省考

占ﾙ ｵ との共' 1 1 研究の4 年Ｈである。主として研究者の交流

をおこなっている。本年は考占局パガン支局のゾー・ミ

ョー・チョー氏軒博物館局学芸』』のティン・アウン・ソー

氏を5 0 日間、ヤンゴン大学考古学科長雑大学歴史研究セ

ンター副所長サン・ニエン氏を1 5 1 ｣ 間招恥し共同研究を

行った。奈文研からは、猪熊・黒崎・杉山・森本の４名

が考古) I j 、大学歴史研究センターと巡跡を訪れた。遺跡

はマンダレー近郊のミンザイ、ハリンといった都市遺跡を

中心に、整備が進むパガン地域なども訪れた。（森本晋）

4 . アンコール文化遺産保謹に関する研究協力現地調

盃では、ルンタエック村ダニ窯跡群の本格的調査を目指し

た地形測批と巡職探査を実施した。探査では地中レーダ

ー探盃と磁気探査を行った。探在の結果については本普

P ､ 4 8 - 4 9を参照。招1 1W事業は例年辿り、勝手研究者３名を、

8 1 1 1 間州聡し、発掘技術・保存科学的手法。Ｈ本文化理

解の３点について、研究所をI | ･ I 心に共同研究を行った。

' ' １略研究者１名の短期招聡では、文化芸術省文化遺産局

次促のピッ・ケオ氏を招鵬し、研究所や符地の寺社を視

察していただいた。（杉山洋）

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 園５



1 9 9 7年度

奈文研研究者の

海外渡航一覧

( 氏稲/ 期間/ 渡航国/ I : I 的/ 盤川）

●工楽善迦／1 9 9 7 年‘ １月2 9 1 1 ～５月４日／

大韓民Ｉ型I ／Ⅱ蝋1 1 7代におけるj 1畔法の比較

研究（文部禰科研賀）

●沢田正昭／1997年５月91 . 1～５j j 2 11日|／

中華人民共和卿／中国古墳壁I I I I i の総合的調

査と保存法に関する開発研究（文部窃科研

鋤

●肥塚隆保／1 9 9 7年５月1 4 1 1～５ｊ１２１ロ／

中華人民共和| 邸／アジアにおける古代都城

遺跡の研究と保存に閲する研究協力（奈文

研特別研究）

、佐川l E敏／1997年５月251 - 1～６ｊ１７ｕ／

中華人民共和I I i I ／中国華北地方の前期' 1 1石

器の調査

●島田敏男／1 9 9 7 年６月４Ⅱ～６ｊｌｌ５Ｈ／

ドイツ／建造物保存修復の理念と方法につ

いての現地調在（文部符科研畑

●F 1杵勲／1 9 9 7年６月５日～９月5 1 . 1／中

華人民共和脚／東アジア文明地域とその周

辺の考古学的研究（日本学術振興会・中国

社会科学院）

●肥塚隆保／1 9 9 7年６月3 0 1 1～８月3 0 1 1／

アメリカ合衆国／無機衝文化財の保存科学

に関する研究（文部省在外研究貝旅鋤

●木村勉／1 9 9 7 年７月６日～７月l 9 i l ／ド

イツ／処進物保存修復の理念と方法につい

ての現地洲在（文部省科研賀）

●沢田正昭／1997年７j l 3 0 I 言I ～８月121｣／

アメリカ合衆国陶磁器の分布に関する共同

研究（文部省科研費）

●猫熊雄勝／19 9 7年８ｊｌ４ＩＩ～８ｊｊｌ６Ｉｊ／

アメリカ合衆I I i I ・メキシコ／オセアニア学

会出席及び研究調査

ｅ村上隆・間災洋成／1 9 9 7 年９月３１１～９

月１０i _ l ／I l l 華人民共和I RI ／アジアにおける

古代都城巡跡の研究と保存に側する研究協

力（奈文研特別研究）

● 工楽灘迦・光谷拓実／1 9 9 7 年９月４n ～

９月１８日／中華人民共和I 亜I ／11 1回長nl l I の

巨大噛火年代と潮海に閲する年輪年代学的

5 ６奈文研年報／1 9 9 8 - 1

研究（文部省科研独）

●ｊＩ: 上和人／1997年９) 12611～10月２１１／

タイ／メコン流域の文明化に関する老I I f 学

的研究の現地調査／文部稽科､ 畷

●沢l l I 正昭／1997年l On1( ) Ⅱ～l 0j j l 811／

' ' １雌人民共和図／中mT I f 戦壁画の総合的調

在と保存法に関する開発研究／文部杓科研

曲

●' ' ' １１１１噸・加藤真二／1997年10月121: I ～l O

j 1 1 6U／' ' １華人民共和ｌ１ｉＩ／アジアにおける

古代都城遺跡の研究と保存に関する研究協

力（奈文研特別研究）

●村l l l 健一・長尼允／1997年10月161｣～10

月2 6 1 1 ／ドイツ／ドイツにおける建造物保

存修復の方法等にI MI する調在（文部宥科研

避）

●琵淳一郎・I j I i 村服・村上隆／1997年11）Ｉ

７１１～1 1 月１５n／アメリカ合衆同／陶磁器

文化の交流に関する科学的研究（文部杓科

研lIIi）

●l §楽縛迩／1997年11) l l 8n～１１月2611／

大隙民同／日鯨古代における埋葬法の比較

研究（文部省科研挫）

●小潔毅・繍崎和久／1 9 9 7 年1 1 月2 1 M～l 2

j 1 2 0 n ／中華人民共和脚／アジアにおける

古代郁城遺跡の研究と保存に関する研究協

力（奈文研特別研究）

●' 11｢111噸／1997年11月2211～11月291. 1／Ｉ|’

推人民共和国／アジアにおけるI l f 代都城逝

跡の研究と保存に関する研究協力（奈文研

特別研究）

●佐川正敏／1997年l l j j 24I ･ I ～１２月1211／

大韓民I x l ／大韓民国における古代埋非法の

調在（文部省科､ 畷・大韓民国文化財研究

所）

●猫熊雅勝・杉山洋／1 9 9 7年1 1月2 7日～ｌ２

ｊｌ４ＩＩ／カンボジア・ミャンマー／アンコ

ール文化辿産保護に側する共同研究（文化

庁）

●西村康・森本智／19 9 7年1 1月2 7日～l 2 j 1

1 0 I 1 ／カンボジア／アンコール文化辿碓保

護に側する共同研究（文化庁）

●加藤真二／1997年l 2 j l l 3｢ 1～12月20｢ l ／

1 1 1 稚人民共和国／河北猫文物研による泥河

湾討･ 論会出席及び学術交流

●浅川滋男／1997年12月１３１１～12月2011／

巾雅人民共和国／アジアにおける古代都城

巡跡の研究と保存に関する研究協力（奈文

研特別研究）

●I 邑楽溌辿／1997年12 j l l 5 I j ～l 2 j l l 8H／

台湾／地方文化財の保存と利用に関する研

究会で講義（台湾文化処・雲林科技大学）

●料永省三／1997年12月151｣～l 2 j l 24 I 1／

連合王同／I I i l 際理論考古学会において研究

発表

●稀熊兼勝・黒崎ｌｌ１ｆ・杉1 1 1洋・森本将／

1998年１月141 . 1～１月2911／ミャンマー／

ミャンマー初期仏教遺跡の調在研究（奈文

研特別研究）

●金l l l 明大/ 1998年１月15日~１月1811 /

大韓民腫1 ／朝鮮､ １２烏における古代の土器の

観察・検討

●小林謙一・花谷浩／1 9 9 8年l j j l 5 1 I ～ｌ

ｊＩ２１日／大韓民、／l ｣ 蝉古代における雌葬

法の比較研究（文部省科研鋤

●猪熊派勝／1 9 9 8 年２月1 6 日～２月2 1 1 1 ／

大韓民' 五I ／Ⅱ韓I l i 代における埋葬法の比鮫

研究／文部省科研独

●玉田芳災・次' 1 1涼／199 8年２j I 2 8 I I ～３

月2 8 i ｣ ／中推人民共和国／アジアにおける

古代都城辿跡の研究と保存に関する研究協

力（奈文研僻別研究）

●l ) [ i 村康／1998年３月５日～３j j l 7 I 1／カ

ンボジア／アンコール文化遺産保護に関す

る共同研究（文化庁）

●工楽稗迩／199 8年３月10 1 1～３月15 1 1／

巾推人民共和同／中脚古代の紺製I MI に関す

る情報収集

●沢l l I 正昭／1998年３月１０１: l ~３月191: I ／

r l ' 華人民共和同／' 1 ' 図古墳壁面の総合的調

禿と保存法に関する開発研究（文部窃科･ 研

劉）

● I I I r l ' 琢・町川噸・浅川滋男／1 9 9 8年３月

ｌ７ｐ～３月2 1 1 . i ／中華人民共和I x l ／アジア

における古代都城辿跡の研究と保存に関す

る研究協力（奈文研特別研究）

●牛嶋茂／1998年３月17｢ l ～３j l 2811／ｌｒｉ１

上

●臼杵勲／1 9 9 8年３月2 2 1 ｣ ～３月2 5 1 1／大

韓民国／アジアにおける古代都城辿跡の研

究と保存に側する研究協力（奈文研特別研

究）

●森木晋／1 9 9 8年３月2 2日～３j l 3 1 i J ／フ

ランス／フランス撤東学院等におけるアン

コール文化通産関連盗料の調査（文化庁）

●I i I i 村康／1998年３月25日～４ｊｌ３１１／ア

メリカ合衆凶／アメリカ考・I l f 学会出席

※ （）付き僻記のないものは私挫渡航



1 9 9 7年度

海外から奈文研への

主要訪問研究者一覧

( 氏籍/ 国/ 機関/ 期間／' 二Ｉ的/ 紹鵬元）

● I ・光鎮（韓側／慶州文化財研究所) 、

李恩, I | : （韓国／慶州文化財研究所）

1997年６月3011~1997年7川１１１

考占学研究先方

●紫鳳i I ド（I |掴／I l l 東大準教授）

1997年6j l 30H~1997年7ｊｌ４ＩＩ

考古学研究先方

● 椎瑛淑（練阿／釜1 1 1 大学校教授）

1997年７月７Ｈ～1997年８ﾉ j 25I I

保存科学研究先方

● ｎ英災（撚国／釜1 1 1 大学校学生）

1997年７月7ﾛ ｰ ’ 9 9 7年７月241 ]

保存科学研究先方

● 金災衡（韓国／釜1 1 1 大学校学生）

1997年７月25日~1997年８月25 ,

保存科学研究先方

●A l e x Me n s a h（ガーナ／ガーナ腿l 立博物

館）1997年７月８F I ～1998年ｌｊ１７ＩＩ

保存科学研究国際交流基金

● 季容蔦（韓侭1 ／I I 立中央博物館）

1997年７月2111~1997年８月２１１

保存科学研究先方

● 遡曲典（韓国／国立民俗博物館長）

1997年７月2611～1997年８月３，

考古学研究奈文研招恥

● 郷椎Ｋ（韓I j f l ／脚立文化財研究所）

1997年７月28u～1997年８月３｢1

考古学研究奈文研招恥

● 申柑孝（韓国／国立光州博物館）

1997年７）128Ｈ～1997年８月７１１

研修参加先方

● E a Da r i t h （カンボジア／京都大学人間環

境学部) 、ＥｋＢｕｎｌｈａ（カンボジア／上郷大

学外国語学部）

1997年８月７ｕ～1997年９j j 30H

遺跡調企研究先方

● L y V a n n a （カンボジア／上智大学外国語

学部) 、I I or SokuI 1t hear y（カンボジア／' 二

卿大学外国語学部）

1997年８Ｈ７Ｉ: I ～1997年８，２１１１

遺跡洲在研究先〃

●ﾙ（ＩＲＩ蕊（l l I I 1RI ／河I 櫛宥文物符即ﾊ j ）

1997年9j I 8I 1~1997年9j l l 2I : 1

文化1 M･ 研究奈良県招リリ

●Ｔｌ･ａｎｌ) ｕｃＡｎｈＳ( ) 、（ヴェトナム／フェ

モニュメント保存センター）

1997年９月８１{ ～1997年９) 11211

文化財研究島根県招珊

●李淑琴（I | 咽／峡西省考I i i 学研究所) 、

l ミｌｌＩｉｌＭＩ（中111／峡i J I i 省考古学研究所) 、李

文典（ｉＩＩＩｆＩ／峡西符歴史博物館) 、楊文宗

( ' ' １国峡I I I i 省歴史|#物館）

1997年９月１１Ⅱ~1997年９月3011

壁i I j i 保ｲｆ奈文研郷Ｍ

● l ；榔茂（I I J 国／凹川竹文物考古研究所）

1997年９月24日~1997年９ｊ12611

考古学研究１１１梨県地文センター柵恥

③Che a P i S c y （カンボジア／アンコール保

存』i :務所)、Yosephi I1eMa1･i aKussuI1arl i ni

( インドネシア／1 ' 1 部ジャワ州立博物館) 、

Abdu l l a hS a udA l - s a ud（サウジ・アラビ

ア／教育桁博物館) ‘ j ) 、RababAL - CI I A、

AＲ（シリア／I I i I 立ダマスカス博物館古代オ

リエント部) 、AL L OT E Y F e l i x Addo（カ

メルーン／工虻王寓博物館) 、Ｃ( ) ｕｍｂａ

ＮｄｏｆｆｅｎｅＤＩＯＵＦ（セネガル／アフリカ芸

術博物館）、Cl audi a J udi ( ｈＭＯＮＺＯＮ

ＳＯＳＡ（グアテマラ／ポポール博物館) 、Ｕ

ＭＹＩＮＴＳｗｅ（ミャンマー／文化省）

1997年9j l 2211~1997年9j j 26I I

博物館研修ＪＩＣＡ州恥

● 李′ | : 職（鰍国／湖股美術館）

1997年l Oj 1l I I ～1997年１０月3111

保存科学研究ル〔京側立博物館招恥

●L oe ung Ra v a l t e y （カンボジア／プノン

ペン王立巽術大学ﾉ ﾋ ) 、ＳｏＣｈｈｅｎｇ（カンボ

ジア／プノンペン: 疎芸術大学ﾉ ﾋ ) 、K h i e u

C h a I ，（カンボジア／プノンペンl ﾐ 立芸術大

学生）

1997年10月211~1997年l 2j j l 9H

辿跡洲在研究文化庁州１Ｍ

●E l c l l a S huma k ov a（ロシア／ロシア科学

アカデミー）

1997年１０月20日～1998年８月19Ⅱ

保存科学研究対文協

③Ch e a P i S Gy （カンボジア／アンコール保

存事務所) 、Yosephi neMar i aKussunar t i ni

( インドネシア／I i 1 部ジャワ州立博物館) 、

Ab d u l l a h S a u d A l ､ s a u d（サウジ・アラビ

ア／教育省博物館Ｍ) 、1 9 9 7 年１１月1 7 1 - 1 ～

1997年l l j 121H

遺跡i 淵在研究ＪＩＣＡ招リツ

●And】･as Mor g ( ) ｓ（ハンガリー′ 国立博物

館）1997年l l j j 28 I I ～1997年12) Ｉ６Ｈ保

存科学研究対文協

● 馬家郁（中腿服凹州省文物考I I f 研究所

次農）1997年11月3011～1997年ｌ２ｊｌ９ＩＩ保

存科学研究対文協

● P i c h K e o （カンボジア／文化芸術符文化

辿産脇）

1997年１２月８１１～1997年12j 117I l

考占学研究文化庁招恥

●ZａｗＭｙｏＫｙａｗ（ミャンマー／考古I ‘ j パ

ガン支部) 、ＴｉｎＡｙｎｇＳｏｅ（ミャンマー／

文化符ラキネ図諜博物館）

1998年１月2811~1998年３月1811

世跡調盗研究文化庁紹恥

●金製範（韓I l R l ／文化1M研究所）

1998年２月181: l ~1998年３月101｣

考古学研究奈文研招恥

● 張脚' i ｆ（中国／中岡社会科学院考占研

究所) 、烏恩（中l 副／1 1 1 国社会科学院考古

研究所) 、楊慮（中I R I ／中岡社会科学院考

古研究所) 、イ: l ：金鵬（I { 』同／中岡社会科学

院考古研究所) 、陳良偉（中国／中国社会

科学院考占研究所) 、Ｖ島ＩｌｉｌｌＩ（中岡／遼寧

構文物考古研究所) 、張克挙（中国／遼寧

省文物衿I I f 研究所) 、Ⅲ厳坤（中I HI ／朝陽

市博物館）

1998年３月２１|~1998年３Ｍｌ６Ｈ

都城研究奈文研招珊

・S a l 1 Ny i e n（ミャンマー／ヤンゴン大学歴

史研究センター）

1998年3j l l 3I I ~1998年3j j 27H

遺跡調在研究奈文研招恥

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ５７
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在外研修の成果

Ⅱ

無機質文化財の保存科学に関する研究

肥塚隆保／埋蔵文化財センター

1 9 9 7年６月3 0日から８月3 0 ｢ 1にかけてアメリカ合衆国

に出張し、無機質文化財の保存科学に関する研究をおこ

なった。主な訪問先はスミソニアン研究機聯（フリアー

美術館・国立美術館・国立自然史博物館) 、コーニング

ガラス博物館などである。

今回の目的は、無機質迩物の保存科学研究に関する先

端技術の応用に関わる研究情報の収集と、各種の実験を

通しての分析情報の交換などである。なかでも、古代珪

酸塩ガラスの材質調査・製作技法をはじめ、劣化原因と

その保存処理方法の研究に関しては日本において研究者

も少なくやや遅れているのが現状であり、この分野につ

いては集中的に調査をおこなった。以下その概要を記す。

今回の訪問では、まず、ガラスの起源となったファイ

ァンスと関わりの深いエジプトブルー（E g y p t i a nb l ue）

[ CuO･ＣａＯ･4Si O21、漢青（Hanbl ue）ｌＣｕＯ･Ｂａ０．

４Si O21・漢紫（Hanpur pl e）［ＣｕＯＢａＯ･2Si 021の試料を

用いた観察と分析実験をC h a s e 氏の指導のもとでおこな

った。さらに、最近これらの研究成果を発表された

F i t z Hu g h女史にもお会いして詳しい分析結果について

お話を伺うことができた。

ガラスの分析に関しては、これまで得られた調査・分

析データを持参してP a me l a 女史をはじめ、鉛同位体の第

一人者であるブリル博士（Co r n i n g Gl a s s Mu s e um）か

ｐ

々

■

Ｈ ” ■

■

らも御教示を頂くことができ、その成果は1 9 9 8 年に開催

される国際ガラス会議で発表を予定している。また、ガ

ラスの原料鉱石に関する知見をはじめ珪酸塩鉱物の分

析、日本で注ロされているパイプ状ベンガラなどに関し

てはPos t 博士（Dept of Mi ner al Sc i ences , Nat i onal

Mus eumof Nat ur a l Hi s t or y）にお会いして詳しい情報

をお聞きすることができた。

ガラスの保存処理に関しては、西アジアやヨーロッパ

の資料を多く有するアメリカでは金属遺物などと同様に

ごく一般的に保存処理がおこなわれている。

発掘現場においてガラスが出土した場合は、埋蔵環境

と同じ条件に保つことが最も重要であるとされ、パッキ

ングにより湿度のコントロールがおこなわれる。含水状

態では水分の蒸発により風化屑がブレーク状になった

り、風化殻1 1 i に空気が入ると不透明になる。また、可溶

性塩類を含んでいると塩の再結晶を起こし風化殻を崩壊

させるので、出土直後の保管が雄も重要とされる。クリ

ーニングは原則的には堆積物を取り除く程度にしか行わ

れないが、ペーストを作って、選択的なイオンのみを取

り除くこともおこなわれる。また、鉛ガラスにみられる

硫化鉛で黒変したガラスの化学処理なども実施された例

があった。1 - 1 本では緑和が黒変した資料も見られるが、

これらに応用するにはかなりの実験が必要であり、その

可能性については将来的にも検討したい。最終的には弱

体化したガラスは含浸強化が必要となる。強化材料の選

定にあたっては合成樹脂のガラス転移点や屈折率、そし

てガラスに含有する水分並などに関して訓された後、保

存材料の選択がおこなわれる。

I上

蕊

岡引画 ▼ ■ “

七

1２

図１漢紫の微細構造の調査
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公開講演会

第8 0 回公開講演会「遥かなる長安城」

1997年５月24日

● 佐川正敏：遣唐使が見た大唐の莞

５つのテーマについて報告したが、ここでは以下の２

つについてだけ簡単に紹介する。

１．屋根の形と色唐代の建物の屋根は、切妻、入母屋

寄棟の順に格が高い。長安城大明宮の含元殿の屋根は寄

棟と推定される。瓦は磨いて燃し焼きした黒色瓦を葺い

ていた。屋根の縁周りである脇尾を含む棟には、緑和瓦

を葺いたという見解は、緑和礎斗瓦の点数が少なすぎる

ので、疑問である。平城宮第一次大板殿用の瓦は黒色瓦

であり、藤原宮の灰色の瓦とは異なる。粟田真人ら遣唐

使が7 0 2 年に大明宮をみて、採用したのであろう。

２．屋根に葺いた各種の瓦とくに蓮華文軒丸瓦は八世

紀以後退化するが、それによって含元殿の軒丸瓦は、七

世紀中頃（龍朔～麟徳年間）の創建用、八世紀中頃（天

宝年間）の大規模修理用、八世紀末（貞元年間）の群発

地震修理用、九世紀以後に分けられる。また、ほぼ同時

期に創建された麟徳殿や三清殿の軒丸瓦のなかには、こ

れらと同髄のものがある。

これらは筆者が1 9 9 1 年に日本学術振興会から社会科学

院考古研究所に派遣された際の研究成果である。このよ

うな方法による研究は中国ではまだ一般化していない。

● 町田章：大明宮含元殿と平城宮大極殿

平城宮跡発掘調査部は、唐大明宮含元殿と平城宮第一

次大極殿との類似性について、報告番作成時から指摘し

てきたが、必ずしも大方の賛同を得たわけではない。最

大の理由は、６０年代の調査にもとづく復原では、含元殿

土台に昇る３条の龍尾道が広場の北辺中央にあり、大極

殿では広場の東西端に昇殿の斜道を設けることにあっ

た。９１～9 5 年の再発掘では、中央に龍尾道がなく、左右

の閥基台に沿う斜道が発見され、これを龍尾道に当てる

のであった。

中国の発掘成果にかんがみ、大極殿の含元殿の類似性

を再検討し、大極殿の建設に際しては含元殿が強烈に意

識されていることを指摘した。そして、敷地造成・宮殿

配置．新しい建築素材のみならず、ＴｌＥ殿自体にも共通性

を求め、唐様式ともいうべき四阿建築（寄棟造り）で高

い身舎に裳階をめぐらす二重屋根の大極殿を提案した。

第8 1 回公開講演会

1997年10月１８日

● 加藤允彦：遺跡の復元整備と地域の風景

平成元年度より始まった遺跡の復元整備を主とする事

業は、それまでのどちらかといえば小公園的整備と異な

り、遺跡の本来あった姿を視覚的に主張する手法である。

それだけに、周辺景観が変化している現代社会のなかで

異賀な風景として出現することもありうる。歴史的な由

緒を負って存在している地域の風景と、本格的な復元整

備は無関係ではありえない。紫観、ひいては風景は、法

規を含む諸制約のなかでの人の広い意味での自然に対す

る働きかけの結果として認識される。働きかけの方向の

指標として、アメニティーの確保や好ましい風景の創出

がある。個性ある町の「らしさ」は多くその地域社会と

文化遺産の関わりのなかで醸し出されている。近時の発

展的活動指標の．､ ドに多くの' 1 1 J . で個性が喪失している。遺

跡を含む文化遺産は個性ある町の風紫を呼び戻す核では

あるが、多くの場合わずかな中心的部分しか保全されて

いない。遺跡の復元整備を行った町の周辺景観の保全の

ための条例化の努力もあわせて紹介した。

◆ 木村勉：文化財建造物の復原と遺跡の建造物復元

文化財建造物の修復は百年の歴史をもつ。一方で、近

年、史跡などにおいて城郭や古代建築の復元が盛んにお

こなわれている。これらの事業は、関わる研究者や建築

家や職人は同じでも、その目的や考える過程はまったく

異なっている。一般の人々に、その違いやそれぞれの本

来の| _ I 的が理解されなければ、これらは社会的な意味で

共倒れのおそれをもっている。今日まで遺されてきた文

化財建造物は歴史史料であって、積み重ねた推定によっ

てかつての時代の姿にもどすよりも、厳密な事実を伝え

ることの方が重要である。遺跡に復元する建造物は、そ

の地下に眠る遺跡をより豊かに理解するために展示する

原寸模型としてとらえることができる。解明されない点

を明示しつつ、ときには推論により大胆に復元を試みる

ことも必要であろう。ふたつの事業のプロセスを解説し、

両者の違いを明らかにするとともに、それぞれの役割と

あり方を述べた。

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 園９



学会。研究集会

◇ 条里制研究会

1 9 9 8 年３月７～８日

「古代の都市計画と条里」のテーマ

で第1 4 回の大会を開催した。研究報告で

は、羅城門の規模や京南辺条条里の施工

時期に関する新説が発表され、また、伊

勢国府の方格地割や政庁構造の比較検

討、難波京の条坊復元などについて論じ

られ、討議が行われた。また、条里や土

地区画に関わる発掘調査例の報告とし

て、香川県西打遣跡での中世における坪

割と土地利用の実態、京都府椋ノ木遺跡

における地割溝の移動の事例紹介、愛知

県三ツ井遺跡の条里・鳥畑遺術とその形

成過程についての考察、福岡県大ノ瀬下

大坪遺跡での西海道沿いに造営された上

毛郡術の遺構、などの発表が行われた。

大会参加者は約1 0 0 名。なお、本会は、

研究対象に古代都市をも加えることと

し、名称を「条里制・古代都市研究会」

と改めることになった。（山中敏史）

◆ 木簡学会

1 9 9 7年１２月６．７日

第1 9 同研究集会を平城宮跡資料館で開

催した（参加者1 8 5 名) 。研究報告として

は今泉隆雄（東北大学）「門制と木簡一木

簡のライフサイクル」があり、物資の勘

検の際に、角筆による刻線で数を記した

木簡の存在が指摘された。その他以下の

ような、最近の木簡出士事例の報告があ

った｡渡遥晃宏｢ 1 9 9 7年全国出土の木簡｣、

池田善文（山同県美東町教育委員会）「長

登銅山跡出土木簡｣ 、八木充（奈良産業大

学）「長登銅山と古代木簡｣ 、加I i i 千恵子

( 兵庫県教育委員会）・平、博幸（同）・

古尾谷知浩｢ 山垣遺跡出土木簡の再検討｣ 、

mr I i 靖（新潟県和島村教育委員会）「下ノ

両遺跡の調査成果｣ 。なお大会に合わせ

i 木簡研究』１９号を発刊した（編集但当：

山下信一郎）（舘野和己）
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｡ 古代の稲倉と村落・郷里の支配

1998年３月12～１３日

古代の稲倉遺椛から稲の収種・収納、

和や出挙などのあり方を探ることを目的

とした研究集会で、考古学・文献史学・

建築史学の研究者8 3 人が参加した。陸

奥・常陸・近江・出雲・筑後国などにお

ける正倉や帰宅倉庫などの聯例報告や、

正倉の符理・碓造・和税収収、集落や豪

族居宅の倉庫の実態についての研究報

告、討議が行われた。正倉については、

集落や豪族居宅の倉との差異、不動倉認

定の方式、空閑地の役割などが明らかに

された。また、集落や豪族居宅の倉庫を

めぐっては、稲の主要な収納形態が穎稲

であったという共迦認識が得られたが、

その収稚形態では根刈りか高刈りかで意

見は分かれた。また、高床倉庫や屋の遺

構認定における問題点が示されるととも

に、穀稲と穎稲との収納物の差が建築榊

造との関わり、など研究の現状が整理さ

れ、今後の課題が明確にされた。

（山中敏史）

③都城制研究集会

1998年２月21～22日

第３凶目は「古代都市の椛造と展開」

と題して、都城に関わる諸問題を取り上

げ検討した。職成は以下の通り。

１．都市の成立／l 都城の成立と京戸

( 北村優季) 。Ⅱ、都市構造の腿開／ｌ新

続京の調査と問題（今尾文昭）／２四

行八門制の始め（竹Ⅲ政敬）／３大規模

宅地とその類型（中井公）／４寝殿造り

の成立（長宗繁一) 。Ⅲ､ 都市の生態／１

m池と都城（小野健吉）／２宅地の班給

と売買（山下信一郎）／３宅地と鎮祭

( 上村和直）／４工人町の発達と1 1 1 世都

市（山田邦和）／５遷都後の都城（舘野

和己）Ⅳ､ 総合討議。

過去２同の研究集会では、古代都城の

変遷が藤原→平城→長岡→平安京という

単なる時間的な継起関係にあるのではな

く、諸京の間で動態的な変化があること、

なかでも藤原・平城京と長岡・平安京と

の間により大きな飛躍があるとする検討

結果が得られている。今回の研究会でも

同様な報告があった。

この結論は、今後古代都城の歴史的変

遷を再椛成する上に欠かせない重要な祝

点となろう。研究集会の報告集『古代都

市の椛造と展開ｊを同時に刊行しており

詳細は同沓に詳しい。

（金子裕之）

､ 古代の土器研究会

1997年11月22～23日

「７世紀の土器」をテーマに、第5

1 1 1 1 シンポジウムを開催した。今回は、

古墳時代的な土器から歴史時代的な土

器への器種の交替期という- ｋ器研究上

で問題の大きい時期を扱ったこともあ

って、各方而の関心を呼び、多くの参

加者を得た。シンポジウムでは、各地

域の事例報告の後、実際の資料を見て

検討を行い、活発な討議が行われた。

その結果、畿内と周辺地域では器種の

交替の時期や土器製作技法の変化の速

度に差があることが改めて確認され、

今後も慎重に検討を重ねていかねばな

らないことが明確となった。

（玉田芳英）

O長屋王家木簡検討会

1997年11月６日・1998年１月27日・３月24日

史料調査室では9 0 年度以来、所外の研

究者を含め長屋王家木簡・二条大路木簡

の釈読と研究を行っているが、９７年度は

１度の釈読検討会と２度の研究会を開い

た。研究会の報告は以下のとおり。９７年

1 1 月６日：森公章（高知大学）「長屋王

家木簡から見た、庄の経営」・山下信一

郎「奨屋王家木簡と食封制｣ 、９８年１月

２７日：金子裕之「長屋王家の造寺活

動」・多田伊織（国際日本文化研究セン

ター）「二条大路『論語』木簡と長屋王

詩文木簡について」・渡遥晃宏「長屋王

家木簡の削屑｣ 。なお釈読検討会の成果

を生かし、９７年度は『平城宮発捌調査出

土木簡概報ｊ３３を刊行した。特別研究と

しては9 7 年度が雌終年度となったので、

今後これまでの研究会での報告をまとめ

た報告祥を作成する計画である。

（舘野和己）

● 中国建築史研究会

９７年度は、都市史関係の研究会を二

度おこなった。発表者と演題は、以下の

とおり。８月1 2 1 . 1 ：宋鎮豪（中国社会科

学院歴史研究所研究員) ｢ 中国史前城城｣ 、



２月６１１：何耀華( 雲南省社会科学院長）

｢ 南詔京都陽貰城考釈｣ 。

（浅川滋男）

o 埋蔵文化財写真技術研究会

1 9 9 7 年７月４～５日

第９回総会､ 研究会を平城宮跡黄料館講

堂に於いて「記のスケジュールで行った。

７ｊｌ４Ｉ１：総会；参加群1 0 9名（含委任

状）／講演；参加者1 0 8 名「カメラムー

ブメントの基礎知識」（東京匝芸大学教

授加藤春生) 。

７月５日: 講演；参加者l O2 f i 「デジタル

フォトの現状（銀塩写真とデジタル) 」

( コメット（株）玉内公一）／分科会；

｢ 銀塩写真のデジタル化とその利用法へ

の対処について」（( 株）ブレゼンテック

柏倉良| i i i ) 、「ライティングの堆礎知識」

( コメット（株）玉内公・) 。

妓近のデジタル化に対応した講演を行

えた，#は、今後の情報化時代にふさわし

いものと思える。（佃幹雄）

③発掘された古代・中世のトイレ遺構

検討会（第３回）

1997年11月22日

発掘されたトイレ関迎の遺椛や遺物に

ついて、調査事例を討議した。また、建

築史学や文献史学の立場からも古代・中

世のトイレについて検討した。併せて小

便容器のⅡI 能性について科学的な検討を

加えた。（黒崎直）

､ 官営工房研究会（第６回）

1997年12月１３日

大橋泰夫氏（財団法人栃木県文化振興

・猟業間埋蔵文化財センター）の報告「下

野国分寺跡出土文字瓦と造瓦体制」は、

地方の官営工房の事例の一つとして、下

野国分寺の凡を製作したＴ脇の実態の解

明を目指したものである。下野国分寺跡

からは、多数の郡端を記した文字瓦が1 1 ｝

' 二しており、脚分寺所用凡を郡単位で分

担して製作していた状況を明らかにで

き、造凡工房の編成とその変進を跡づけ

ることがてきた。質疑・討論は主として

造瓦体制の理解をめぐって行ったが、郡

名を記すことの意義についても疑蕊が出

された。川土資料をどのように. １２房の実

態の解明に結びつけていくべきなのかは

課題として残った。悔営l : 房研究会は事

例研究を積み取れて第６ｌｎＩめを迎えた。

今I i i I 初めて地方の官営工房を取り上げて

談論したが、佃別' 1 i 例は数多くあり、そ

れらを総合的に捉えていく必要を術感し

た。官常工腸とは何かという、本来の問

いを念頭に侭きつつ、少しずつ事例研究

の総括を似I っていきたいと考えている。

（渡遷晃宏）

● 出土考古遺物の材質をめぐる諸問題

1998年２月１０日

科学技術の進歩にともない、分析科学

は急速な迫展を見せている。これらの分

析技術は、考古遺物に対しても適川され

てきており、その結果、新たな考古学的

な知兄が得られるようになってきた。し

かしながら、考占過物は劣化による変薗

など、通常の材料分析とは異なる分析の

困雌さを有している。本研究では、様々

な分析手法により得られる考古遺物の材

髄に関する考占学的情報の妥叫性を検証

することをＨ的としている。ガラス、金

屈、陶磁器などの主として無機衝遺物に

ついて行われている材衝分析に関する従

来および雌新の研究成果を研究集会にお

いて公表するとともに、それら分析から

得られる結果を考占学的に考察する際の

問題点あるいは考I l i 盗料を対象とした分

析の限界などについて検討を行う。

（肥塚隆保･ 高妻洋成･ 村上隆）

､ 掘立柱建物はいつまで残ったか

1998年２月１０日

災家建築史学と' ' ' ' 1 ｔ～近代考古学の立

場から、掘立柱住A I } の存続下限について

討論した。その結果、信州や東京都多摩

地方、岩下県南部地方などの' 1 #例をみる

と、東日本においては、文化～文政

( 1 8 0 4～1 8 3 0）頃が捌立柱から礎石建ち

への変龍期と考えられる。ただし、その

要閃については比家における此の使用な

どとの問題とからみ、西1 1 本における存

続下限の芳察とともに、今後の研究課題

である。

（箱崎和久）

､ 古代律令国家の須恵器調貢制を

考える1 9 9 8 年３月７日～８日

以下のような成果を得た。各祁城の変

通とともに敏恵器の供給地も変化を遂げ

ること。『延喜主計寮式』に規定の須恵

器頁納制の実体は、、F 城京の時代の前半

期の状況に一致すること。調納国の設定

と各訓納同の須志器堆産動向とは極めて

パラレルな関係にあること等を確認し

た。（巽淳一郎）

● 文化的景観研究会

1998年３月１３日

文化的餓観Cul t ur al Lands c apeについ

て国の内外で関心が間まっており、造剛

や農業政策の研究群の参加を得て研究集

会を開催した。今回は第２Ｍ目で国内の

事例研究から今後の保存上の課題などを

探った。特に文化的欺観は広域の地域に

広がっているため、地域開発との調整の

難しさや背餓になる農業景観の保全の亜

要性を確認した。報告肴と内容は次の通

りである。加藤允彦（奈文研）臨所と

籍勝の成立｣ 、桐井雅行（元吉野町）「･ 占

代人の吉野観｣、I J l i I H正懸（環境庁京都

御苑符理. 1 f 務所) 、雌本高志（奈良県農

業試験場）「明日香における棚ｍの経済

評価｣。

（内田和伸）

e 低湿地遺跡調査の現状と研究法

1998年３月１４日

低湿地遺跡の調査法に関する研究会を

開催した。研究会は、前半に巡跡の発掘

例を、後､ 卜に分析例を集めるように計i I l I i

した。参加新は約3 0 端で小講堂が満席と

なり活発な議論が行われた。個々の発表

では、的場輝佳・荻野麻理（奈良女子大

学ﾉ k 活環境学科）による「遺跡土壌に含

まれる化学物質一リン分析を中心に－」

の発表が注' 二i される。それは平城宮東院

地区の溝の上壌に含まれるリン、硫黄分

などの発表が、注｢ l を引く。それは、買

上までは水川であった発掘区の表土近く

にリン分が多く、職の堆祇- ｋには逆にリ

ン分が少ないという結果であった。それ

は表．t 近くのリン分の集積は農薬による

もので、満の堆稚土は、常に地下水の流

れを受け、リン分が流れ去ってしまった

１１能性が商いという。また、築地基堀の

ニガリを検証するために、マグネシウム

脱を調べたが、周辺の土壌に比べ特にマ

グネシウム塩が多いという結果は得られ
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なかった。これも溝の埋土を地下水が動

いているためにリン分が流出した可能性

が高いと言うことである。遺跡に残る無

機塩類の研究は、今後大きな可能性を秘

めておりさまざまな条件での分析が必要

とされる。（松井章）

、遺跡の建造物復元方法の研究

1998年３月23日

近年、発掘された建築遺構から建造物

が復原される例が増えている。建造物復

原は遺跡を理解する方法として有効な手

段であるが、まだ、歴史が浅いこともあ

って、安易な復原や、意義・目的意識が

明確でないものが少なくない｡ 本研究は、

建造物の辿跡の整備はどうあるべきか

を、これまでの事例調査等をおこなうこ

とによって、問題点を整理し、今後の復

原整備事業のあり方をさぐるものであ

る。本中真（文化庁) 、江面継人（文化

庁) 、吉岡泰英（福井県教委）の諸氏に

も研究に参加していただいた。本年度は

３カ年計而の最終年次で、全国の遺跡の

おける建造物復原の基本計画から復原実

施までのプロセスの把握とそこに内在す

る問題点をさぐるとともに今後のあり方

について検討した｡ 研究集会においては、

まず千葉県教委の宮本敬一主査から上総

国分尼寺、福岡県教委のｍＩＩ１需夫主秀か

ら鴻脆館の復原整備事業の報告をしてい

ただき、そのあと現状の史跡内建造物復

原の問題点と史跡地内建造物復原の今後

のあり方について討論した。

（村田健一）

､ 戦国時代一安土桃山時代の庭園遺跡

1998年３月25日

昨年度に引き続き戦国時代の武将居館

の庭園遺跡に関する研究会を開催した。

本年度は、やや時代の下がる安土桃山時

代の武将の庭園遺跡も含め、事例報告及

び話題提供を受け、討論を行った。龍王

山城（天理市）の庭園では戦闘用の山城

の中にも枯山水の意匠を持ち込んだ点、

また、池と築山で構成される吉川元春館

の庭園では池底の平石敷や直線的謹岸の

など独特の意匠を持つ点が注目される。

さらに名護屋城上山里丸の露地は一直線

に打った飛石が興味深い。

話題提供及び討論の中では、この時代
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の武将居館等の庭園空間が儀礼行為との

関係性の中で理解される必要のあるこ

と､ 茶道との関わりを考慮することなど、

機能( 使われ方) 面からのアプローチが、

発掘庭園の成果をよりいっそう有効な史

料となしうるとの意見を得た。

（小野健吉）

、書跡資料調査保存の現状と課題

（第２回）1 9 9 8 年３月2 8 日

（１）書跡資料の管理・公開と調査/ 東京

大学史料編嚢所田島公助教授。田島氏が

長く勤務していた官内庁書陵部における

普跡資料の保存・公開と調査・研究の実

状についての報告。資料を所蔵している

機関の、その資料の公開とそれに対する

体制や、また編纂業務などの調査目的で

収集した資料調査成果の公開の問題な

ど、今後考えねばならない課題が提起さ

れた。

（２）近年の近世史料調査法の紹介/ 京都

大学文学研究科藤井談治教授。現在、国

立史料館が行っている文審調査法と千葉

県等で行われている現状記録型の調査法

を紹介し、それをもとに史料調査概念図

が提示され、調査主体の条件、所蔵者の

条件、史料の条件など各種調在の条件に

よって調査は具体的にどうあるべきか、

との考えを示された。

（３）史料の保存科学的調査と保存/ 奈文

研埋文センター高妻洋成主任研究官。普

跡史料訓査者がどうすべきか悩んでいる

資料へのラベル貼付、料紙資質調査、固

若文書の展開などの問題につき、保存科

学の立場での見解が示された。

（綾村宏）

②飛鳥時代における造瓦技術の変遷と

伝播一飛鳥時代の瓦づくり

1998年３月28日～29日

研究集会を開催し以下のような成果を

得た。

（１）軒丸瓦の製作技法については、飛

鳥寺から奥山廃寺に至る変遷案を示し、

各地の初現期の技法と対比した。技法変

遷は概ね飛鳥と一致するが、飛島からの

技術伝播だけでなく、別に半島から直接

瓦づくりの技術が地方に伝播した可能性

もでてきた。

（２）飛烏寺の創建には、「花組」と「星

組」の二組の瓦工人がいたが、飛鳥では

近い時期に、坂田寺・定林寺・精隈寺な

どに別の瓦工人が存在したことを瓦当文

様や技法から明らかにした。

（３）初期の丸・平瓦の製作技法につい

ては、叩きや模骨などを取り土げたが、

詰めた議論は次回に委ねた。

（４）北九州では、半島にも例がない特

殊な瓦づくりが６世紀後半に始まってい

たとの報告を受けた。これが玄関口の那

津に用いられていたことに驚いた。

飛鳥諸寺をはじめ各地の瓦を展示し、

実物を見ながらの議論は好評であり、成

果も大きかった。参加人員は約9 0 名であ

った。（花谷浩）

● 遺跡地図情報システム研究会

1998年２月１３日

奈良国立文化財研究所では、平城宮

跡をはじめとする遺跡の調査研究を行

っているが、各種の地図として表され

る情報を総合的に検討するために、効

率的なシステムの開発を行っている。

そこで昨年に引き続き遺跡地図情報シ

ステムについて研究会を開催し、下記

の発表が行われた。

講演：碓井照子（奈良大学地理学科）

｢ 考古学で利用可能なGI S 技術｣ 。

研究発表：平浮毅（奈良国立文化財研究

所）「遺跡地図情報システム（奈文研版）

について（２）」

新納泉（岡山大学文学部）「I DR I S I を用

いた空間考古学研究の現状」

宮原健吾（京都市埋蔵文化財研究所）

｢ 写真測瞳の今後」

阿部・大賀（ライカ株式会社）「文化財

研究調査とデジタル写真測量システム」

（森本晋）



文部省

科学研究費補助金

国際学術研究４件

重点領域研究４件

基盤研究（A ）１件､ 基盤研究（B ）３件

基盤研究（C ）１３件､ 奨励研究（A ）１件

データベース１件

国際学術研究

｡ 陶磁器文化の交流に関する科学的研究

代表者沢田正昭継続

アメリカ・フリヤー美術館所蔵のカンボ

ジア磁器について考古学的な調査をおこ

ない、科学分析の準備を進めた。国内で

は、福岡久留米市の朝斐窯、茄川県加賀

市の吉H1 陛窯・樹水陸窯・ノL 谷本窯、岐

阜県土岐市の元屋倣窯・清安が・定林寺

西洞窯などから採取した陶磁器の科学分

析を実施し、胎一上の連いを検討した。ま

た、紬薬の分析・染め付け顔料の分析を

おこない、それらの相違点を検討した。

さらに、陶磁器に関する分析的研究関連

の文献整理をおこなっている。

● 中国古墳壁画の総合的調査と保存法

の開発研究代表者田中琢継続

中同における古墳雌、の顔料の分析同定

をおこない、1 - 1 本の壁画顔料との比鮫検

討をおこなった。さらに、同等の色兄本

を作成し、その耐候性に関する分析的研

究をおこなった。また、中' ' 1占来の砿l l i I i

の転写技法について再検討し、新素材の

開発的研究を開始した。

● 日韓古代の埋葬法の比較研究

代表者工楽善通新規

1 1 本と韓同における先史時代以来の埋葬

法を比較することにより、机先に対する

観念や思想の共通性又は異硬性を各時代

を迦してとらえようとするものである。

これまでの発掘調在による埋葬関係辿跡

の柵査データを収集してデータベース化

を手がけた。また、韓国から研究符を拙

き、日本の関連遺跡を見学ののち意兄交

換をした。

● 中国長白山の巨大噴火年代と潮海に

関する年輪年代学的研究

代表者光谷拓実新規

これまで進めてきたマンシュカラマッ

の年輪パターンを1 8 0 4 年まで延長でき

た。潮海I I i I 時代の世跡、進物からわが

何の占代部城跡との深い関わりを実兄

した。

重点領域研究

● 遺跡探査法の総合的開発研究

代表者西村康継続

総括報告１１ド原稿を集成、編集して出版の

準備を整えた。

◆ 筆跡の画像データベースに基づく古代

官営工房組織の研究

代表者金子裕之新規

8 1 1 1 : 紀後半に製作されたI r i 闘勝の鵬: ﾊ : 銘

文をもとに、百蔦嶋工ｊｌﾉ f の復原に迫ろう

とするもの。

● 数値地理情報を用いた古墳の立地に関

する研究大和盆地を中心として

代表者金田明大新規

盗料等により大和盆地内の, ! ｢ 戦データベ

ースを作成。また、１１蛾分布Ｍを数値化

してコンピューターに入力した。これに

併行して地珊I 1 i 報システムの利川・操作

法等を検討･ した。

◆ 北東アジアの発掘住居杜に関する民族

考古学的研究

一縄文・弥生住居の系譜を考える一

代表者浅川滋男新規

北東アジアにおける発掘住居j l l : に関する

資料を集成・盤理して、細文・弥生時代

の系譜を縁察しようとする研究である。

この場合、、ドmi 的な椛造にとどまらず、

焼失I 竪穴住ＩＩｌ; のデータを積極的に活用し

て上腿櫛造を復原し、それを北来アジア

諸地域のツングース系諸腿族および古ア

ジア系流民族の住勝と比較してみた。東

1 1 本および' 1 本海側では、細文～古噴時

代の焼失化Ａｌｉが多数出' こしており、それ

は肺柵や馬練などのl 畠鯉頭形住ｈ' 十と非常

に近似する形態と空間椛造を備えたであ

ろうことがあきらかになりつつある。

基盤研究（Ａ）

■ トイレ遺構の総合的研究

代表者黒崎直継続

トイレ遺椛の認定手法及び研究の方向

を考古学を' ' 1 心にして、関連する諸分

野との研究冒併と共I I i l 研究する。３年継

続の岐終年度。総合研究会を開催し、

発掘で明らかにされた遺構や辿物につ

いて検討を加えた。また、建築史や文

献史の立珊から占代・’ ' 1 世のトイレに

ついて比較検討を行い、絵巻物や日記

などに見えるトイレ関迎盗料を盤理し

た。あわせて、小便容器の可能性を土

器等の内面に付鵜する物質の分析を通

してその確定方法に一定の方向性を示

した。また肢終年度として、報告書を

まとめた。

墓差遡究（Ｂ）

目地中レーダー探査の手法を用いた広域

遺跡調査法の開発研究

代表者西村康新規

集落や禰術、寺院など広域にわたる遺跡

を対象に、発掘調査の. 猟前に地下情報を

収集して役なてること、遺跡保存に際し

て必災な資料を得るための、迅速な探査

の手法を確立することをI j 的にして、地

1 1 ルーダー探在の応川範朋拡大をはかる

研究。壱岐・原の辻遺跡において、探査

深度の哨大に成功した。

目土壌に含まれる有機遺物の最終・分析

法の開発低湿地遺跡出土の動植物遺体

代表者松井章新規

各地の辿跡土壌を採取し、フローテーシ

ョン、‐ 上壌微細形態学の標本を作成し、

今後の研究の』L 盤を築くことができた。

回箱根芦ノ湖の湖底木と巨大地震に関す

る年輪年代学的研究

代表者光谷拓実新規

１６本の湖底水の年代測定の結果、西勝

5 0 0年前後、１１W僻１０００年前後の２グルー

プにわかれた。その年代差（周期）は

5 0 0年である。

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 厨６



基盤研究（Ｃ）

回北東アジアのツングース系諸民族住居

に関する歴史民族学的研究

代表者浅川滋男継続

この３年間、１）中国正史東災伝にみえ

る住居・建築関係記載の集成、２）中国

東北地方およびロシア極東地域における

新石器時代～金代の発掘住居虹資料の集

成、３）民族誌にあらわれた中国東北地

方および東シベリア地域のツングース系

諸民族・古アジア系諸民族の住居に関す

る資料集成、をおこなってきた。妓終年

度はこれらの成果をまとめて報告沓を作

成した。

回製作技法と同箔関係からみた中世瓦の

本格的研究

代表者山崎信二継続

中世造瓦史を地域的に全圃共通で８期

に細分した。大和系、京都系、大阪系

の三薪が､ 兵庫・和歌山そして関東で、

どのような影響を与えたかを明らかに

した。

国郷筒・郷長宅に関する考古学的研究

代表者松村恵司継続

官簡的要素をもつ建物群を摘出した結

果、郡術関連施設が郡内に広範に分布さ

れ、それらの施設が郡の行政実務を補完

している状況を把握できた。これによっ

て郷術の存在は否定され、郡術関連施設

が郷術と誤認されている研究の現状を明

らかにすることができた。

回歴史的建造物保存修復技術の考え方と

方法地方文化財修復指針の作成

代表者木村勉継続

建造物保存修復技術の基本的な考え方

と方法について、砿要文化財の場合と

比較検討しながら各地の地方文化財の

状況を実地調査して分析する。地方文

化財にふさわしい保存・修復のあり方

を、事業の態勢、当初の計l mi 、修復時

の調査、調査結果の分析と修復〃針の

検討、実施計i mi と修理工蝋、記録の作

成などの項ｕによって具体的に検討の

うえ、『地方文化財保存修復技術の考

え方と方法」として指針案を作成する

予定。洲在物件を明治以降の洋風建築

6 ４奈文研年報／1 9 9 8 - 1

にしぼり、今年度は関東北西部、九州

北部で、県単位で比較的集中している

地域を選んで調在した。

■ 中．近世期における金工材料と製作技

法の歴史的変遷に関する研究

代表者村上隆継続

わが国の金工技術は、江戸時代中期に

は極めて高度に発達し、世界の金工史

においても岐商水準にまで到達する。

しかし、その前提となる中世、及び近

世初頭に至る金工技術の経綿は具体的

にはほとんど解明されていないのが現

状である。本研究はこの点に着目し、

時代の特定できる' ' １．近世遺跡から出

土する金工資料を対象に、材質と製作

技法の変遷を探ることを、的としてい

る。昨年度から行ってきている小柄な

どの刀装具、キセルなどの日常品とと

もに、鉄砲部品など、当時の技術革新

をもたらした資料に対しても、調査を

広げることを試みた。

■ 日本古代の涌泉・流れ遺構の研究

代表者高瀬要一継続

調在対象とした７ヶ所の遺跡と７世紀以

降の庭園遺構とを比鮫検討し、日本古代

の湧泉・流れ遺構の源流や系譜について

I | 咽、朝鮮半島の類例を調査し分析する

必要があることがわかった。次年度はこ

れを継続して行いたい。

目古代都城廃絶後の変遷過程

代表者館野和己新規

古代部城がその廃絶後にどのような変

化をたどり今日に至るのか、その変進

過程を明らかにしようとする研究であ

る。1 年目（３年継続) の9 7 年度は、諸

文献史料から平城京と飛鳥・藤原京関

係史料を検索するとともに、周防国府

跡などの官術遺跡の現地調査を行っ

た。なお平城京ではその廃絶後、宮跡

内にも条坊坪付が行われたことを示す

史料があり、変遷の一端が明らかにな

った。

回古代武器・武具の研究実用性の復原

的研究を中心に

代表者小林謙一新規

近年出土例が瑚加したが、右機質を素材

とする防護具を中心に検討し、その消長

が主たる攻蝶用具である、雛の材質、形

態、重溌等と密接に関連してくる見通し

を得た。

国集落・墓地・祭祁・土器からみた弥生

時代から古墳時代への移行過程の研究

代表者岩永省三新規

当該期の集Ⅲ祭祁の交替・変硬の様相

を明らかにし、それらの祭祁の本質を

供犠・贈与などの概念で理解する近年

の傾向の妥当性について検討した。

同記号･ 文字・印を刻した須恵器の集成

代表者巽淳一郎新規

本年度は、藤原京・平城京出土資料

の整理と併行して「延喜式主計察式」

規定の須恵器調納国の資料を重点的

に収集した。律令期の資料、殊( こへ

ラ記号については、前代との相述を

知るため、前代の黄料も合わせて収

集した。また洲貢間には指定されて

いないが、確実に両京に搬入されて

いる尾張岡の資料を調査し、都城出

土品との対比を試みた。藤原京期の

資料には、小牧市高蔵寺２．３号窯出

土資料と一致するものを多数存在す

ることを確認した。

回南都七大寺所蔵青銅製容器の形態と製

作技術に関する編年的研究

代表者毛利光俊彦新規

南都七大寺所蔵の飛鳥時代から中．近世

に及ぶ青銅製容器について、考古学の型

式論とＸ線透視・蛍光Ｘ線分析といった

科学的方法を用いて、形態や製作技術の

変遷を明らかにしようとするのがI 1 的で

ある。今年度は、核となる法隆寺所蔵I H I

の変遷案を作成した。また、各地から出

土した古代の．I ! f 銅製容器の実測及び材質

分析などを行った。

回古代豪族居宅遺跡の研究

代表者山中敏史新規

７～1 0 世紀代の豪族居宅関係の迩跡の

資料収集と、既往の豪族居宅研究の整

理をおこない、約2 0 0 例の逝跡資料を収

集した。倉庫群のあり方に焦点をあわ

せて分析した結果、棟数や居住空間と

の位世関係において数類型に区分でき、



これらは階肺差を反映している可能性

があることが判明した。また、その》１１

模・椛造は集落の倉と類似しており、

穎稲収納を堆本とし、収納稲が家長の

強い符理ドにあったこと、を推測でき

た。

回光学的解析法による古代ガラスの加工

法等に関する研究

代表者肥塚隆保新規

I I r 代のガラスは各種類の材質のものが

知られている。弥ﾉ k 時代やI I f 戦時代の

辿跡からｌｌＩｋするガラスは、製1 V , や一

次製, Y ，（ガラス塊や板状のガラス）と

して輸入され、１１本側内において川［

された。弥唯時代を代炎するガラスと

しては鉛バリウムとカリガラスがあ

り、前背はいわゆる加熱による「溶融

法」により成形されていたのに対して、

カリガラスの符| § は加熱によらない

｢ 乾式法」により成形されているもの

が多数発見された。クj t 典（上）は鉛パ

リウムガラスの管I 《てあり、イ１１らかの

芯に粘- ｔなどを剥離材料として使川

し、これにガラスを巻き付けた浪跡が

残っており、符引きされたものではな

い。いつぽう、カリガラスヤj 共（下）

はｲ ｢ 製の符. Ｋに兄られるように穿孔さ

れた痕跡が残存しており、i I i j 肴におけ

る川. I 亘方法は明らかにことなってい

る。これら、乾式法によるカリガラス

符玉は北部縦内から1 1 | 陰、北陸地域に

分布し、ノL 州地域には兄られない特徴

を右するものである。今後、ル1 1 1 : 方法

に関する詳細な研究はガラス製I MI の流

迦を研究するｋでも砿要となる。

普錘醗鈴

高エネルギーＸ線ＣＴによる３次元画像

△ 奨励研究（Ａ）

ムラの場、ハカの場ＧＩＳを利用した古

墳時代集落・古墳の立地選択の研究

代表者金田明大新規

I I f 戦時代災落、およびI I i 城のｆ地選択に

おいて、その哨好性がどのようにあらわ

れているかを検討することを| I 的として

いる。巡跡の勉山条件を検討する上では

地J I I 1惰洲システム（GI S）を利11 I するこ

とがｲ i 効であると巻えられ、利川のため

の技術的、方法的な検討を雌ねて、研究

を進めている。

本年度は岡111県ｋ房郡北腸l l l j , 域の盆地内

を検討地域に選定し、ＩＩｉ城をI ' ' 心とした

踏在、および分ｲ i i 洲ｲ f をのべ３１１１おこな

った。また、３j 1 Lからなる才l l l I I i 戦群に

ついて、周辺i l 1 I I I t をおこなった。加えて

周辺観察から〃戦と琴えられる才ＩＩＩｌ牙

戦については横穴式ｲ 確の実測もおこな

っている。

データベース

▼ 二条大路木簡データベース

代表者町田章継続

堕膿. E 家木簡データベース作成グループ

は、災雌Ｅ家木簡に引き続き一二条人路木

簡についても、９４年度以来研究成果公開

促進礎（データベース）の支給を受け、

文字‘ h1 i 報とl I 1 I i 像怖撫をリンクさせたデー

タベースを作成すぺく、入力作巣を継続

している。９７年度は14 , 5 5 0点の入力作梁

を行った。三条大路水棚は約74 , ( ) ( ) 0点に

のぼるが、そのうち5 8 , 0 ( ) ( ) 点余の人力が

終わり、９８年度で人力作業は光J ' するｒ

定であり、また' 1 1年度' ' 1に釈文既公開の

水棚については、このデータベースを公

附すべく準備' ' 1 である。

旧倉吉町ポンプ室（倉吉市）

調査研究黄報

● 名勝旧大乗院庭園の整備

( 財）’ １本ナショナルトラストが脚ﾉ I I i 袖

助を受けて実施する名勝1 1 1 人乗院庭I 刺

の終術はヒヶ年! ; h I I l i の五年' 1になる。

今年度の終術に関係する砿災な発掘Ｉ淵

企の成果としては、庭剛東北部の地形

が近代の造成によって大きく改変さ

れ、池の汀線が大きく北方へ後退する

ことが､ ﾘ l ﾘ j したことと、北中島にかか

る' ' ' ' １t の橋脚・橘台部が確認できなか

ったことである。（年報1998- Ⅱp, 参照）

先の調炎成果を受けて、大雄の近代

磯上の範UMを推定するために次年度に

発掘洲杏の負担を! 隆くするためにもボ

ーリング訓在を実施し、江戸時代末期

の汀線の推定を行うこととした。終術

' j I : 業は、仮設搬入路部分を除いて東岸

の洲浜を2 0 , 分程格術した。盤術手法

は、池南岸と同様である。

（加藤允彦）

◆ 鳥取県の近代化遺産調査

２ケ年計i I i I i の第２年次。本年度は、鳥

取I l j および倉11了巾をI | i 心とする２度の

詐細調盃と補足調ｲ 法実施した。この

うち、倉吉I | i 郊外にある小川酒造は、

外雌にコリント式オーダーの柱を配し

た応接間をもつ_ i 搾と、数棟の酒蔵を

広大な敷地に建てならべたうえ、背面

を流れる鉢臆川の清流を引き入れた別

邸「環翠刷」をつくる。鉢陸川は数I ' ｉ

ｍド流にある' 1 1 介占町水源地ポンプ寵

( ﾉ i ﾐ ⅨＩ）まで続き、昭和初期に蹄国家

族が住みついて「倉I l f のアメリカ村」

と呼ばれた余ﾉ 『谷ＩｌＩｊ. の町並みともあい

まって、この付近は倉吉の近代を重屑

的に映し出している。これらの調秀結

果は、拙' ﾃ ･ ' 1ドとして|: Ｉ行した。

（箱崎和久）
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北榔道棉1 1 1 城・入江貝塚・常呂町史跡・フゴツペ洞窟・北斗遺跡北黄金

貝塚／青森三内丸山逝跡／岩手御所野遺跡・仙台城・志波城跡／宮城

赤井遺跡・三1 - 三間堂官術遺跡／秋田払1 1 1 柵跡・大湯環状y 妬／福島

上人埴廃寺跡／茨城平沢官術遺跡／栃木那須官簡関辿遺跡・樺崎寺

跡・飛山城跡・法界寺跡／群馬滝沢遺跡／千葉上総国府推定地・有吉

北貝塚・伯父名台遺跡／新潟蔵王遺跡・腿者ケ原遺跡／樹1 1 1 北代遺

跡／石川七姥城跡・石堂山大宮坊跡・山代再興九谷窯跡・須曽蝦爽穴古

臓・真脇遺跡・弥勅寺跡／岐阜昼飯大塚古噛・江馬氏城跡下館跡・長塚

占墳・野井古噛・寺平遺跡・西寺山古墳・元睦倣陶器窯跡・美濃国分寺

跡／鮒間内野二本ケ谷石塚古城・賎機1 1 1 古城・三池平古城・横須愛城

跡・長浜城跡・片山廃寺跡・新居関跡／愛知三河同分尼寺・三河国府

跡・i l 1 i 洲城下町遺跡・一色沿海巡跡・八王子遺跡出- ｋ遺物・小牧111／福井

茶臼山古戦・感状I l I 城跡・小浜藩台場跡／三血城之越遺跡・長者屋敷巡

跡・南浦遺跡・赤木城跡・川平子峠刑場跡・上野城跡／滋賀粟津湖底遺

跡・ダンダ坊巡跡庭剛・慶巽庭刷・兵主神祉庭剛・安土城跡・大岩山古

城・近江凶庁跡・弥勅寺東遺跡／京都紫香楽宮跡・恭仁宮跡・千代川遺

跡・住友布芳Ni l ・鹿苑寺庭剛・桂離宮庭側・大覚寺御所跡・椿井大塚山古

城／大阪安満富山吉城群・大門寺／兵庫平津櫛住跡・思い出遺跡・山

宮巡跡・極楽寺（伝似太閣湯殿跡）・新方巡跡・赤穂城・西条古戦群・玉

丘古噛・広渡寺跡・小犬丸遺跡／奈良藤ノ木古墳・大乗院庭凹・巣山古

城・大野寺j f i 仏・キトラ古城・頭塔／和歌1 1 1大賀畑十三塚・和敬山藩主

徳川家墓所／鳥取梶1 1 1 占戦・岡益廃寺跡・伯脊因庁跡・大御堂廃寺・宇

部野陵墓／脇根石兇銀l l l 巡跡・加茂岩倉遺跡・後谷遺跡・来美廃寺・小

丸遺跡・三川谷世跡・横道古墳／岡1 1Ｉ津山城跡・岡1 1 1城跡・鬼城山跡・

山陽町遺跡／I l l I I 艮織銅山跡・大内氏館跡・奥阿武幸判勘場跡／香川

弘福寺領讃岐国山川郡、図・右岡古墳群・丸屯城跡・宗吉瓦窯跡・石清尾

山吉城群／愛媛莱佐池古城・伊予l 到分寺跡・来住廃寺跡・阿方貝塚・宇

和烏城／商知間知城跡／福岡鴻脳館跡・肥前国庁跡・大野城跡太宰府

口城門・前原市文化財・仙逆古城／佐賀箱護屋城跡／長崎原の辻遺

跡／熊本つつじケ丘横穴群・柳町遺跡・熊本城跡・宇土城跡／大分上

野遺跡古城群・屯塚古噴・楢本磨腿仏・安凶寺集落巡跡・臼杵磨崖仏／長

崎大浜遺跡・金石城跡・鵬島海底逝跡／鹿児島西田橋移設地・隼人塚

石塔石像・治水磨崖仏／宮崎寺崎遺跡・圃術跡・町屋敷過跡・中別所遺

跡．椎ケ烏過跡／沖純フルスト原造跡・斎場御獄・初、窯ニシヌ窯

Ⅱ－２研修・指導と教育

各地の遺跡・建造物等に関する指導・協力一覧

埋蔵文化財センターの研修と指導

Ｒｌ鴎

1 9 9 7 年は、主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

叫者を対象にして、下記一覧表の研修を実施した。また、

右段の遺跡・建造物等について、調査もしくは整備・修

復の指導・協力をおこなった。（沢田正昭）
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区分

- ．般

研修

＃

門

研

修

聯

別

研

修

課程

一般裸程

寺院逝跡洲光

槻程

水川遺跡調在

課程

文化財写真課程

保存科学灘程

環境考古課程

官簡辿跡調狂

課 秘

遺跡保存整備

課 程

撒告課作成

課程

埋蔵文化財

蝶礎課程

年代決定法

課程

製鉄遺跡調交

課程

人' 冊調究課程

外倒人研修

内容

辿跡の発捌閥張に閲す

る坐礁的な知識と技術

の研修

古代寺院の調企研究に

関して必要なW〔門的知

職と技術の研修

水Ⅲ過跡調狂に閲して

必要な専門的知識の研

修

埋蔵文化財の写奥搬影

群に関して必要な卿リ

的知識と技術の研修

遺物の保存

存科学的な

と技術の研

占環境復原研究のため

に必要な専門的知識と

技術の研修

古代常備の捌在研究に

関して必要な専門的知

識と技術の研修

逝跡の整備に関して必

典な専I 1 l l 的知識と技術

の研修

読みやすく使いやすい

撒告11 1 : を作成するノウ

ハウを研修

埋蔵文化財行政を担当する

上で必要な遡跳・迩物に|Ⅲ

する堆礎的知識の研惟

遺跡調狂に関わる年代

測定の雅礎的知識の研

修

製鉄遺跡の調炎研究に

関して必要な哩門的知

識と技術の研修

世跡から出こした人‘ １，i ・

の潤張にI NI して必要な

蛙礎的知識の研修

１１本の文化財と１１本の

特色ある調究・研究方

法の知識の研修

に関する保

U 川叩的知継

修

担当室

研究指導部

集落巡跡

研究室

築落迩跡

研究室

梢報資料室

避物処理

研究塞

巷古計両

研究窄

典落辿跡

研究篭

保存正学

研究篭

巷古I i l ･両

研究窄

保存工学

研究篭

発捌技術

研究窄

測j I t 研究室

発捌技術

研究

研究指導部

実施期日

７月１１１～

７月24111

５月７１１～

5j j l 511

7ﾉj 30I l ～

８ｊｊ６Ｉｌ

一

ｇ

ｌ

４

Ｐ

Ｉ

ト

ハ

叩

》

で

Ｉ

＆

Ｇ

０

ｄ

Ｊ

－

Ｆ

Ｄ

Ｊ

ｏ

〈

〉

９月1711

９月2511～

l Ｏｊｉ７ＩＩ

l 0j j l 411～

l OJ I 30I l

l l J J 6 n～

11月l ‘ ! Ⅱ

１１〃２６１１～

ｌ２ｊｊｌ９ＩＩ

１月2011～

１月291」

６月1011～

６月1711

２月; 111～

２月６１１

２月1 7日～

2j I l 9I l

3ｊｊ３１１～

３月１２１１

5〃2811～

６月３１．１

研

修

巳

錘

2.1

3０

１３

1７

2７

１０

1０

3１

１０

確

了

謡

迩

Ｆ

Ｄ

ワ

】

2３

１４

１６

1８

１９

1６

3２

3５

3４

2０

1６

1１



京都大学大学院

人間・環境学研究科

奈良国立文化財研究所の担当する客員部門が、京都大

学の教養部の改組に伴って設立された独立大学院、人

間・環境学研究科の中の文化・地域環境学の環境保全発

展論講座に発足して、４年が過ぎた。当初の教' 向は、教

授が町田章、牛川喜幸、沢、正昭、助教授が浅川滋男、

松井章であったが、1 9 9 6年に牛川喜幸が、1 9 9 8年には町

田章が転出することとなった。それに対して19 9 6年に1 1｜

中敏史が、1 9 9 7年には光谷拓実が教授として参加し、現

在、教授３名、助教授２名のもとで、博士課程３名、修

士課程６名の計９名の大学院生が学び、1 9 9 8 年４月から

さらに３名の大学院生を受け入れることとなっている。

現在の大学における考古学教育は、文学部の考古学講

座あるいは専攻が主体であるが、多岐にわたる現代の考

古学の発掘技術や研究対象を網羅しているとは言えず、

関連領域を包括する新しい教育体系を必要としている。

本講座では各学年、２名ないし３名の少数の大学院生を

受け入れており、院生１人１人が、原盗料を扱い、実験

機器などの利用ができるように配慮している。院生の学

部での専攻は、考古学のほか、文学部日本史、地理、工

学部建築、化学などで、本講座では広い視野を身につけ

た新しい研究方法を身につけることを要求される。各教

官は、原則として京都大学で週１時限の講義を担叫し、

必要に応じて演習、実習などを適宜、院生と相談の上、

大学外の施設や奈文研などで行っている。院生は、１年

次は京大での講義が多いが、修論を控えた２年次から奈

文研における研究が主体となる。京大においては、人

間・環境学研究棟に奈文研の共同研究室があり、コンピ

ューター、ＡＶ機器、基本似I 沓などの備品、設備を備え、

教官、院生とも自1 1 1 に利用している。奈文研においては

院生控室があるが、すでに手狭で、実際には各教官の保

有するスペースの一部を割いて学生のために確保し、盗

料を扱い論文を作成することとなる。

各教官の講義内容については、以下のようである。

住環境保全論（山中敏史）

日本古代の都城・地方官簡・寺院・集落・豪族居館な

どの遺跡を取り上げ、その分析作業を通じて、律令国家

の形成過程・変遷や歴史的特質を追求すると共に、各地

域の歴史的・政治的・地理的諸環境と国家による地方支

配との関わりについて考察を行う。

住環境保全論（浅川滋男）

人と環境の根本的関係を振り返りながら、文化遺産・

文化財の保存動向から、Ｈ本とアジア、世界における住

環境の現状を把握し、その保全の実態と方向性を総括的

に論ずる。あわせて、様々 な実例についても検討を加え、

住空間保全の基礎概念を確立する。

考古環境学論（町田章、1 9 9 8 . 3より転出）

１１個の新石器時代遺跡を取りあげて、地域・時期によ

る居住環境の変遷をさぐる。

文化財保存科学論（沢田正昭）

考古学における保存科学技術の重要性。従来考古学で

は安定した遺物、つまり_ ' 二器、石器、金属器などが研究

の中心であった。近年、大規模で地中深く地下水に浸さ

れた世跡も発掘可能になったことから、脆弱な木器、金

属器に関する研究が発達してきた。本研究ではその事例

を巾圃考古学の成果に求めて、考. 占学と保存科学との密

接な共' １１研究のあり方を追求するものである

文化財保存調査方法論（光谷拓実・松井章）

文化財の遺存状況は千薙万別であり、なかでも有機遺

物の調査研究を実施するには、それぞれの状況を把握し、

それに応じて適切な調査法を決定することが必要にな

る。そのため、動植物遺体に関して様々な理化学的方法

を採川して精査することとなる。本誰座では光谷が年輪

年代学と械物利川を、松井が動物および環境考古学につ

いてそれぞれの分野の研究の現状と問題点を考察する。

奈文研の講座の学生募集では、特に考古学、保存科学、

建築史学をうたっておらず、住環境保全論、考古環境学

論、文化財保存科学論、文化財保存調査法論の４つの分

野に分かれ、広く文化財諸分野を学ぶ学生に門戸を開い

ている。将来的にも学部を持たない大学院大学として、

奈文研の京大における誰座は、従来の文学部、理学部、

工学部といった学部教育の枠にとらわれずに、広い意味

での文化財学、文化財科学の確立をめざして、教育体制、

研究環境などの充実のために教官、院生とも努力を積み

重ねているところである。

（松井章）

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ６７
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Ⅲ－３遺跡整備・復元事業と展示

復原研究と事業の経過

平城宮跡。藤原宮跡等の整備

二重小屋組・垂木組立

6 ８奈文研年報／1 9 9 8 - 1

１．朱雀門の復元事業

本年度の実績平成５年度に着手した朱雀門の復元事業

は、本年度すべての工事が終了し、２月４日に竣工式が

行われた｡

本年度は以下の工事を行った。屋根瓦葺と鴫尾の据え

付け、二重商柵の組立、妻の大壁などの漆喰塗り、二砿

の丹土塗り及び黄土雄り、風鐸、尾垂木の木口金物など

の錨金物の製作と取り付け等の工事。これと並行して、

斐壁の格子組､ 小屋内の筋違など耐震補強工聯を行った。

これら本体工事が完了後、鉄骨造の素屋根、仮設事務所

等の解体を行い、清掃、跡片付けを行い、すべての工事

を完了した。（村田健一）

妻大壁耐震補強

初重拝方

■

鴎尾製作

Ｚ

■ 言一 T ■ ー

》

電

二重軸部等組立初重軒廻り組立初重軸部・小屋絹絹立

§

二重屋根瓦葺

難

軸

11階！

副詞

１９

単獄

屋１ロー

b ･ 可

呂昌＆皇

ｐ

ｈ騨良#

～

昭和3 9年

昭和40年

昭和5 4年

昭和6 1 年

同上

平成元年

平成2 年

平成4年

平成5 年

平成１０年

朱雀門跡の発掘調査（節１６．１７次）が行われ、

門の位股と規模を確認

朱雀門の復原模型を１０分の1 の縮尺で作製

｢ 平城宮跡整備にともなう建物（朱雀門）復原に

際しての材料・工法の検討」の調在研究に粁乎

昭和6 0 年までの７年間

特別研究「平城宮朱権門の意匠と柵造に関する

研究」に芯手昭和6 3 年までの３年間

上記研究の開始にともない「平城宮朱雀門洲査

研究会」を設祇浅野i l i l i 氏ほか８名の委典を委嘱

雅蛎復原工事若手

朱雀門跡を再発掘（第2 1 1 次）

礎澗は自然石であったことを確認

雅埴復原工事完了

本体_ I : 事着手

復原工事完了



項目

全体

基礎

紬部

組物

天井

軒廻り

小屋組

妻飾り

屋根

柱間装置

その他

法隆寺金堂あるいは薬師寺東塔にならった事項

【椴造面】

二並は柱間の数を桁行、梁間とも一l I 1 I 減ずる。

二正の隅柱は初亜入側柱と位砿をそろえるｅ

二戒の脇|M1以外の柱Ⅲj は初Ⅲとほほ何s j ･ とする。

二重の柱Ⅲj 装低は桁行、梁I Ⅲとも両蝋' ' １１は土壁、他のl I I j は連子窓とする。

辿子窓の中央に間柱をたてる。この柱の位世はちょうど初重の柱位吐と一致。

切斐部分の小屋梁は連子窓中央のi Ml 柱上にかかるｃ

【意匠面】

巡物全体の商さ（基壇含む）は木負川寸法と一致。

全体高さのl / ３，２/ 3 の位世にそれぞれ初飯、二重の好がくる。

( 遺栂の保存上、ＲＣ造石貼りとする）

柱のつなぎは頭批のみとする。

虹梁を使用しない。

三手先で、二手目に組物i I I I をつなぐ通肘木のないいわゆる薬師寺式とする。

単なる化粧材でなく、二重の足元をかためる構造的役削を染たす。

天井桁は井桁に組表れ、端部は二市林錘とかみ合う。

天井桁内に太い格子が組まれ、水平撒面を櫛成する。

支輪も太い材が使用され、方丈的役割を果たす。

二粁禁垂木で、地円飛角とする。

二重柱筋に土居桁を据え、連子窓中央冊柱位瞳に小屋梁をかける。

挟首組とする。

野屋根を設けない。

二正隅のI I I j を土壁、他の' ' ' 1を連子窓とする。

各巡子の中央に川柱をたてる。

調整した事項

【構造面】

部材断而は、柱Ⅲ、梁' ' ' 1 寸法牢に応じてさだめる。

ただし、古代巡築において肘木、桁、尾垂木等の断面は同じであるのでこの

ことは守る。

基壇は時代を考慮して一重とし、壇上積とする。

高さは天平期東大寺大仏殿程度とする。

柱礎石は、建物の格式を考胆し、柱剛を作りだしたものとする。

柱は時代を考愈して、胴張りとせず上半を細くする。

法隆寺金堂において二重の柱のつなぎは台輪状の長押のみだが、当建物におい

ては組物を薬師寺式とするため、頭貨、台輪を組む。

地垂木勾配については、屋根の流れ長さを考哩して定める。

梁間が法陸寺の倍近くあり、中1 1 1 J で両側位置を束で支え、大梁をうける。

二並は簸郵とする。

大棟両端に団尾、中央に宝珠をのせる。

鍍羽の出は玉虫厨子を参考にする。

扉は大きさを考胆して、一枚板でなく、裏に桟をうつ形式とする。

時代を考愈し、扉位f l i t に及押をうち、そこに扉をつる。

高欄は年代を考腫して、地掴・平桁ｌｍの龍崩しはやめ、横連子とするｃ

また法賎寺金堂は海棚の斗束の割は柱１１１１数にあわせているが、柱間寸法が大き

< 、災' ' 1 1 陥に横材が耐えられないので、その限界を考鯉して十分割とする。

第一次大極殿復元案に採用した構造形式とその根拠

２．節一次大極殿実施設計準備現存古代建築の技法および構造力学上の調査基本設計

平成９年度設計の概要と復原の根本方針》' １年度は、こにおける構造上の診断でﾘ l らかになったように、復原原

れまでの二か年にすすめてきた基本設計の成果と課題を案は、占代建築としてなお検討の余地を残していた。そ

もとに、今後の実施設計に満手する前段階として「実施れらを補うために、参考として現存する古代建築を、構

設計準備」をおこなった。造技法と構造力学面から調査することとした。

堆本設計において方向付けされた火種殿復原の根本方構造技法については、法隆寺金堂では、小屋組の実測

針は、］１１時の建築そのものの再現をめざすものとして、とともに、初簸と二並の柱の配慨関係と軸組の総造、部

本来の椛造形式によるＩｌｉ代建築を設定し、そのうえで、材断Ｉｍの大きさと形などの観察、薬師寺東塔では、架構

避けては通れない現代の進築としての安全対策を、別途の実測、斗の木材の使い方（木1 1 斗の分布）の確認と樹

補強で補おうとするものである。種（ケヤキとヒノキ）の ､ ﾘ 別、各屑の軒の出とその計而

この方針にしたがって、現存古代処築の技法および術の考察、玉虫厨子では、屋根の大棟と腿尾とけらば、け

造力学上の調査、術造而の検討による復原案の調盤、術らばの出の納まりの観察などを、それぞれあらためてお

造実験の追加、椛造解析と補強の検討、大械殿復原案にこなった。

よる概略の設計図 . i l ) : を作成した。構造力学上の調査は、法隆寺金堂、薬師寺東塔、唐招

構造実験を含む実施設計準備の設計業務全般を、（財）提寺金堂について、現在の構造上の破扱状況、後世の補

文化財建造物保存技術協会に委託し、実験については農強、小屋組から組物、柱へと伝わる力のメカニズムの解

林水産稀森林総合研究所と（財）１１本住宅・木材技術セ明、架榊の構造解析などを試みた。

ンターの協力を得た。構造面の検討による復原案の調整原案から調整して整

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ６９
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息

復原壁実大実験装置

㈲
【

図

髪鐸全ﾐ､。

桁行断面

第一次大極殿復元案

＝4 雲ミ

謡鐘謹鐘霊

理した復原案細部構造形式は表のとおりである。初重と

二重の柱位綴関係、母屋と庇の柱と組物の関係、小屋組

と屋根のかたち、母屋の天井、その他細部を調整した。

韮本方針として、重屑の建築としての構造を、古代建

築で唯一現存する法隆寺金堂にならうとともに、組物、

軒廻りをはじめとする形式技法は、年代的にもっとも近

いとみられる薬師寺東黙を参考にするものとした。ただ

し、規模、種別、用途などが異なるために、そのまま採

用することができないと判断される部分については、年

代や規模のほか類似点のあるその他の建物も参考にしな

がら、意匠、構造の両面から、奈良時代前期にふさわし

いと考える設計をおこなうこととした。

構造実験の追加基礎への免震装置の採用によって、壁

の受け持つ耐力が軽減され、朱雀門で採用した、周囲を

金属枠で問めて壁面に木格子を組み金属板をはめ込むよ

うな大きな耐震性能をもたせる壁構造である必要はなく

なった。古代建築本来の土壁の復原の可能性が生まれ、

この方式の採用を検討するために、土壁の耐力や仕様を

7 ０奈文研年報／1 9 9 8 - 1
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把握する実大実験の必要が生じ、その装侭を製作した。

その他、基本設計の段階でおこなってきた炭素繊維補

強による接合部実験、長期クリープ実験は、さらに有効

なデータを得るため継続させた。

復原案の構造解析と補強の検討数点の復原試案をそれ

ぞれ構造解析し、この結果によって案を選択、調整して

復原案をまとめたうえ、溌終的にこの復原案をさらに構

造解析して構造而の妥当性を確認した。

復原案が問まることにより、古代建築のもつ本来的な

弱点が整理され、基礎免震装置のほかに、小屋組などへ

の補強の必要位憧と程度が明らかとなった。それらの部

分の具体的な補強方法を検討した。

大極殿復原案による概略の設計図害の作成平面図、立

而例、断而似| 、天井見上げ図、小屋伏せ図などを１／1 0 0 、

一部詳細図を１／2 0 でそれぞれ作成した。基礎の免震装

侭の概略設計をおこない、建物本体については、構成部

材調書を作成、工事仕様; 1 1 : を作成するとともに、工馴蛾

概算を算出した。（木村勉）

復原壁実大実験装置士壁塗り
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また、東院庭| 刺に関する仮展, 虎をエントランスとホー

ルの境、ホールおよび休憩室におこなった。エントラン

スとホールには、兇学荷の動線を妨げないようにパネル

以外の股示物は雄本的にi i wf かず、その境にある大きな一

枚ガラスに築l l l 辿構の透過光図面を張った。ホールの東

壁而には案内板パネルをかけた。

休憩室では、1 9 8 9 年に製作した束院庭卿の１／5 0 模型

を' ' １央におき、そのI l I i l 辺の壁面にⅢ〔から南へ進むように

パネルを展示した。まず人って左、北のガラス壁面で東

院について概説し、つづいて東院庭閲の発掘状況、庭園

史における来院庭刷の位綴づけ、さらに庭園内の池や復

原建物の整備方針、手法などに関して解説した。パネル

展示の内容は、全体的には東院庭則のパンフレッI ､ に基

づくが、発捌洲在写真を多く示し、整備完了後の写真は

使川していない。またl j l i の休憩龍には1 9 9 6 年に製作した

築山辿榊のｌ／１０模型を膿示し、常設展示ケースには緑

利１瓦などの巡物も陳列した。

南面大垣南面大垣は、既繋術部分の東側3 0 , 分をこれ

までとl l i l 様の仕様で復原した。東南隅における束而大坂

との取り付き部分は、今年度の第2 8 0 次調森で、これま

での肌棋を踏襲することを確認している。この部分は今

後終術する予定だが、４月からの一般公開にあたっては

仮州いを施した。（蓮沼麻衣子）

画
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３. 東院庭園の復原事業

平成５年度に始まった東院庭| 刺復原事業の雌終年度と

して建物復原関係では両建物（仮称）および南面大垣の

復原を行い、庭剛関係では剛池復原、蛾府保ｲ f 処理、給

排水施設整備、閲路盤術、柚栽復原、保護柵および仮I ＃｜

ぃ整備等を行い、付帯施設として宇奈多利の杜四側地区

に便所と仮駐車場を整備した。

建物復原平成５年度に始めた来院庭園復ﾙ 郷業の雌終

年度として建物復原関係では西建物および南面大垣の建

設を、庭圃関係では剛池復原、蛾ｲ 『保存処理、給排水施

設盤備、剛路整備、植栽復原、保護柵および仮囲い幣術

などをおこなった。また付帯施設として、宇奈多利の杜

四側地区に便所と仮駐車場を整備した。

東院庭園の復原建物本年度は、I I I i 建物と南而大垣の施

工をすすめた。

西建物西建物の燕本設計（『年報l 9 9 7 - I j P ､ 2 4 , 2 5を参

照）および実施設計は昨年度に終了している。今年度の

施工では、各部の収まりや部材寸法、仕様について排干

修正するにとどめた。４ｊｊｌ７Ｈからの一般公開に備え、

車椅子使用の見学者が西建物から入り庭則内をｌｎｌ遊する

ことを考慮し、i J I i 建物の出入口４カ所に取りはずしI I J 能

な木製スロープを臨時に設般した。スロープの勾配はｌ

/ ８，幅は1 . 7 ｍとし、表而にノンスリップ川I : のビニル

シートを張った。

燕議謹霧謹雲議謹塗奏霊孟

図１西建物外観（南西より〕 図３展示状況（東休憩室）
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図２西建物内観（北よりホールを見る） 図４西建物外観（ホール）
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図１東院度間全景

皇

塞鎚『

図' ２南岸から中島、中央建物などを望む

庭園および周辺整備隙l 池復原の基本方針は『年報1 9 9 7 ．

ＩｊＰ､ 6 1 に記したとおりであり、この基本にしたがって

実施したのであるが、実際の復原に際してはいくつかの

問題が生じた。奈良時代後半期の園池の復原案はいくつ

か考えられるのに対して､ 実施できるのはそのうちの一案

に限る、という復原がかかえる根本的な問題である。地

形復原、残存している餓石および補充する紫澗に対する

考え方、などが特に問題となった。詳細はいずれまとめ

られる東院庭剛の発掘調査報告、復原盤術報告で報告す

ることになるので紙数の限られた本稿では省略する。

樹脂による強化の必要性がある花尚岩、片麻･ 汁につい

ては岩石の表面に浸透、固結する合成樹脂（ワッカー社

製OH1 0 0 ）を吹き付け、強化した後に、表面の嬢水性を

高める樹脂（l i l 社製2 8 0）を吹き付け保護を似１つた。擢

水剤については今後、年l I g I 秘度吹き付けを続けていく

ことが望ましい。

給水は本来の給水路である削池北側のｲ 『組祇以外に、

停滞する池水を押し出すために圃池入り込み部の池底９

筒所に円形の給水管を埋設し、池全体の水の流れを確保

した。円形給水管はステンレス鋼管（4 0 , 5 0 ｍｍ）を径

1 0 0 c ｍ（６個），1 5 0 c ｍ（３個）の円形に丸め、上面に径

５ｍｍの小孔を3 0 ～4 0 佃穿ち、ここから水を吹き出させ

ている。これを池底に置き、上に砂利を被せて管を隠す
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図３北岸中央部の築山石組み（南から）

図４池東北部の給水口、湿地、反橋

とともに、水圧による水面の盛り上がりを防止した。排

水は本来の排水' 1 である閲池東南隅に箱形のコンクリー

ト製暗渠を埋設し、ここを経' 1 I して南面大通の南に設け

た受水梢に池水を導き、ここからポンプで宇奈多利の杜

西側の浄化柵に送るシステムである。受水榊は厳後尾に

設けた堰の高さを調節することで常にわずかづつオーバ

ーフローし、外へ水が溢れ出る仕組みであり、これで池

の水位を一定に保っている。

西殿を経I l l して入ってくる兇学者はI 刺池の西を限る南

北塀南端部から園内に入り、反時計I n I りに剛内を一周し、

I , 州巾央部から外へ出る動線としたｏ剛路はソイルセメ

ント土に砂利を埋め込む舗装とし、幅は平均２ｍである。

｜刺池の周朋には植栽を推定復原した。出土植物遺体、

文献史料等から樹極を選定し、発掘調査で確認した樹木

抜取穴などにもとづいて位個を決めた。主な樹種はアカ

マツ、ヤマザクラ、ウメ、モモ、スモモ、ヤナギ、ツバ

キ、ツツジ類、ハギ、ヤマブキなどであり、１１隠し械栽

としてカシ類を柵沿いに配脱した。I 刺池束北隅の給水池

付近にはセキショウ、カキツバタ、ヤブコウジなどの唯

木を植えた。

｜刺池西北部の未買収地との境には縦格子の保護柵と内

側に植絞を、隅楼と大厘の復原が未了の東南隅部は仮朋

いと植栽で閉塞し、公開に備えた。（高瀬要一）



山田寺整備状況

4. 111111が跡整備工事

l l i Hl ｡ ､ 洲; 復原事業は、文化庁からの支川委任事業とし

て、19 9 3年度から19 9 7年度までの５ヶ年計i l l l i にて実施し

た。猫術方針として、

ｌ）金堂・塔と' ' 1門・' １１１廊で囲うI l I 心伽隙について、

できる限り堆城等の実火復原をおこなう

２）’ ' 1 心伽嘘の外周を|川う南' 1 1 1と大垣の復原表水をお

こなう

３）現況の通過路や水路をできるだけ巡碓復原友, j 〈と

値複しないよう工夫し、移設や迂1 , 1 をおこなう

′ l ）兇学着用の苑路・休憩所等便続施設を終術する

などを決めた。

しかし、盤備地における湧水雄がｆ想外に多かったこ

とや水1 1 1 跡の土壌のヘドロ化が進行しており、多1 1 t のヘ

ドロの入れ替えをおこなわなければならないこと、1 1 1 側

から中門及び南I ml I 1 1廊沿いに東i I I i に貫流する水路の崩壊

規模が大きいことなどから、復原は火i 冊に縮小すること

となり、金堂・塔・I u I 廊・' ' １門・火虹・南門の各堆埴は、

盛ｋ張芝による復原表示にとどまった。

整備にあたり、金堂・塔・何廊・巾門・火ｈｉ・南門の

各堆恥は、盛上張芝の復原表示とし、金堂及び塔は、

GL＋１ｍ、’ ' 11廊・I . |｣門は、ＧＬ＋30ｃｍ、人垣・南門GL＋

1 0 ｃｍ尚で表水をおこない、ＩＩ１Ｉ廊内部は、化粧砂利敷き

( 厚３ｃｍ）とした。

南' 111から南に延びる参道（１１１冊7. 4ｍ、延握20. 5ｍ）とそ

れにとりつく東I ﾘ ﾘ 道（l 陥1 2 . 3ｍ、延長67 . 0ｍ）については

砕ｲ i 蚊きとし表ホをおこなった。また、東而I u l 廊の東側

2 0 . 2 ｍに何廊と併行した大溝が検出されており、これを

自然ｲ i 謹岸（I 陥70ｃｍ，延長１１７ｍ）で表示した。

一方現況において、蚊地内を南北方向に縦断している

辿過路及び耕作川道路を盤備地の東西端にそれぞれ迂回

移設した。また、東両方向に災流していた水路を南門と

ＩＩｉｌ１１の間にｲ 耐水路で移設し、ルj 壊の若しい下流部は石

硫堰堤を設けた。敷地の盤備は、水、跡地表土（耕作泥

土）をすき取り後に盛上造成し、あわせて透水杵及び敷

地周囲に透水性Ｕ形溝を敷設するなど排水と湧水対策を

施した。

本格的な復原盤術は、今後を待たなければならないが、

今1 1 1 1 5ヶ年で実施した終術事業の施工1m職は2 5 , 0 0 0㎡、

総事業盤は、３億円である。（上垣内茂樹）

奈文研年殻／1 9 9 8 - 1 鞭ｅ



飛鳥資料館特別展

● 秋期特別展「遺跡を測る」１０月７日～1 1 月2 4 日

考古学の研究の上で、遺跡や遺物を計測する作業は大

変重要な役割を担ってきました。発掘された古代の建物

の正確な位瞳や方向、出土したものの大きさや形の記録

は、いろいろな議論、考察の基礎資料となるものです。

近年、新聞紙上などで、さまざまの古代遺跡の発掘調

査がとりあげられ、調査現場を見学に訪れる人も多くな

っていますが、そこで活躍してきた測並技術の実際は、

ほとんど知られることがありません。

今回の展覧会では、歴史学の大切なパートナーとして

の計測学に注目し、両者の関係をふりかえり、考古学的

発掘の梨明期から、現在に至るあいだ、調査の記録を受

け持ち、研究をささえてきた、様々な測雄器械、計測シ

ステムの変遷をたどり、最新の技術、方式に至るまでを

紹介しました。

たとえば発掘で明らかになった遺構を、測り図化する

方法も、巻き尺で距離をはかり、アリダードで方位を決

める平板測並、水平に打ちつけた横木に張り渡した水糸

を基準とするやり方i I 雌。そしてステレオ・カメラによ

る写真測量へと変化してきました。

写真測堂は、もともと写真から地形の大きさ、高さな

どを読みとり地図をつくることを、大きな目的として開

発された技術で、第二次大戦中に急激な発展を見せまし

岡山県熊山遺跡のステレオカメラによる撮影

7 ４奈文研年報／1 9 9 8 - 1

た。そしてその発展分野はさまざまな形で、考古学に応

用されています。「写真判読」は空中から地下に埋もれた

遺跡をさがすのに使われ、「近接写真測量」の技は、すば

やく正確に遺跡を測堂するため広く役立っています。

またこの近接写真測量は、巨大な仏像や、複雑な形を

した石造物など、精密な図面をつくることが難しい対象

物の計測図化にも、大きな威力を発揮し、様々な場合に

対応するために、種々のカメラも開発されてきました。

このほかにも、遺跡の位世を正確に決定するのに、つ

かわれてきたトランシット、測距儀なども１台で角度・

距離を計測する能力を持つトータル・ステーションに進

化しています。こうした、コンピュータを組み込んで、

目標を視準する事によってたちどころに目標点の３次元

座標値を表示する装綴も、溌近の遺跡調査で、活躍する

ようになっています。

展示は、できるだけ実際の装瞳をならべて、考古学の

研究を支える測埜技術を、わかりやすく説明することを

目指しました。会場には写真測量によって同化した仏像

をプロッターで打ち出すコーナーや、自動追尾型トシッ

トの動きを観覧者に確かめてもらうコーナーも用意しま

した。また同時に、飛鳥を中心として、平板測量、やり

方測並、航空写真測地など、さまざまな方法でつくられ

た記録側而の実物を例示し、考古学、建築史、庭園史、

美術史といった、歴史研究の発展と測埜技術の関わりを

とらえなおす、手がかりとしました。

● 特別講演会・その他

本年度は春に第２展示室「山田寺東回廊再現」の公開

があり、関係するものも含め３回の特別講演会を行った。

・1997年５月21- Ｉ

鈴木嘉吉「山田寺の建築をどう見るか」

川越俊一「山、寺の遺跡をどう掘ったか」

・1 9 9 7 年1 0 月2 5 日坪井清足「考古学と測並」

また特別展の図録として『遺跡を測る」を刊行した。

陳列品として猿石を購入した。今年度の総入館者は

8 2 , 8 5 8人で、内訳は下表。

区分 個人観覧 団体観覧 有料 無料 合計

一般 28, 288 11, 040

筒・大生

小・中生

2, 794

5, 565

7, 493

20, 828

75, 908 6, 950 82, 858

計 36, 547 39, 361

( 飛鳥資料館学芸室）



奈良国立文化財研究所要綱

Ｉ組織規定

文部街組織令（抜粋）

昭和59年６月28 1］政令第22 7号

第２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第１０８条文化庁長官の所轄の下に、文化庁

に国立国語研究所を侭く。

２前項に定めるもののほか、文化庁に次

の施設等機関を置く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第1 1 4 条国立文化財研究所は、文化財に関

する調炎研究、資料の作成及びその公表を

行う機関とする。

２国立文化財研究所には、支所を| 厭くこ

とができる。

３脚立文化財研究所及びその支所の名称、

位瞬及び内部組織は文部省令で定める。

文部省設置法施行規則（抜粋）

昭和28年１月１３[ ｌ

文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位悩

（名称及び位置）

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び

位悩は、次の表に掲げるとおりとする。

名称 位ｉ

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に、所長を

世く。

２所長は、所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に､ 庶務部、

建造物研究室及び歴史研究室並びに平城寓

跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調森部

を慨く。

２前項に定めるもののほか、奈良凶立文

化財研究所に飛鳥資料館及び埋蔵文化財セ

ンターを侭く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に、次の二課を侭く°

一庶務課

二会計課

２庶務課においては次の事務をつかさど

る。

一職貝の入りf に関する事務を処理する

こと。

二職貝の福利厚生に関する聯務を処理

すること。

三公文諜類の接受及び公印の管守その

他庶務に閲すること。

i J q この研究所の所紫猟務に関し、連絡

調糖すること。

五この研究所の所紫に係る遺椛及び辿

物の保全のための欝術に関すること。

六前各3 . に掲げるもののほか、他の所

紫に鵬しない事務を処理すること。

３会計課においては、次の蛎務をつかさ

どる。

一予算に関する蛎務を処理すること。

二経理及び収入の決算その他会計に関

する事務を処理すること。

三行政財産及び物品の笹理に関する事

務を処理すること。

Ｉノリ庁舎及び設備の維持、管理に側する

事務を処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては、建造物

及び伝統的建造物群に関する調在研究を

行い、並びにその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては、考古及び史跡

並びに歴史資料に関する調秀研究を行い、

並びにその結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に、考古第一

調査室、考古雛二調梅篭、考古第三調査室、

遺榊調在室、計測修餓調査室及び史料調査

室を慨く。

２前攻の器室においては、平城宮跡に関

し、次頗から節６項までに定める事務を処

理するほか、その発掘を行う。

３考古第一調在室、考古第二調在室及び

考古第三調査室においては、別に定めると

ころにより分担して、遺物（木簡を除く。）

の保存整理及び調査研究並びにこれらの結

果の公表を行う。

４遺椛調在室においては、巡椛の保存整

理及び調盗研究並びにこれらの結果の公表

を行う。

５計測修賊洲在篭においては、巡櫛の計

測及び修i 鋤f ぴにこれらに関する調在研究

並びにこれらの結果の公表を行う。

６史料調査室においては、木簡の保存整

理及び調在研究史料の収集及び調査研究並

びにこれらの結果の公表を行う。

( 飛烏藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛脇藤原宮跡発掘調査部に考古第

一調査室、考古第二調査室、遺椛調査室及

び史料洲在室を慨く°

２前項の器室においては、藤原宮跡及び

飛鳥地域における宮跡その他の遺跡に関し、

次項から第５頭までに定める事務を処理す

るほか、その発掘を行う。

３考I l f 第一調在室及び考古第二調査篭に

おいては、別に定めるところにより分担し

て、遺物（木簡を除く｡ ）の保存整理及び調

森研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺櫛調在窄においては、遺椛の保存整

理及び洲在研究遺俄の計測及び修紫並びに

これらに関する調査研究並びにこれらの結

果の公表を行う。

５史料調査室においては、木簡の保存整

理及び調盗研究史料の収集及び調在研究並

びにこれらの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては、飛烏地域

の歴史的意義及び文化財に関し、国民の理

解を深めるため、この地域に関する考古盗

料、歴史責料その他の資料を収集し、保管

して公衆の観覧に供し、あわせてこれらに

関巡する調在研究及び事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に、館長を置く。

２館長は、館務を掌理する。

（飛鳥資料館のニ室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に、庶務室及び学芸室

を慨く。

２庶務室においては、飛鳥資料館の庶務、

会計等に関する躯務を処理する。

３学芸室においては、次の躯務をつかさ

どる。

一飛鳥地域に関する考古資料、歴史資

料、建造物、絵画、彫刻、典籍、古文響そ

の他の盗料の収集、保符、展示、模写、模

造、写其の作成、調在研究及び解説を行う

こと。

二飛烏地域に関する間諜、写真その他

の資料の収集、整理、保管、展示、閲覧及

び調査研究を行うこと。

三飛烏資料館の事業に関する出版物の

編集及び刊行並びに普及貸伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては、

次の事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に閲し、調査研究及びそ

の結果の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調盗及び保存整理に関

し、地方公共団体の埋蔵文化財調壷関係職

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ７５



奈良国立文化財研究所学報

第１冊仏師遮慶の研究（1 9 5 4 ）

第２冊修学院離宮の復原的研究（1 9 5 4 ）

第３冊文化史論叢（1 9 5 5 ）

第４冊奈良時代僧腸の研究（1 9 5 6 ）

第５冊飛鳥寺発掘調盗報告（1 9 5 7 ）

第６冊中世庭隙l 文化史（1 9 5 8 ）

第７冊興福寺食堂発掘調盗報告（1 9 5 8 ）

第８冊文化史論叢Ｉ（1 9 5 9 ）

第９冊川原寺発掘調在報告（1 9 5 9 ）

第1 0 1 1 卜平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡

発掘訓秀報告（1960）

第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研究

一（1961）

第1 2 冊巧匠阿弥陀仏快慶（1 9 6 2 ）

第1 3冊湛殿造系庭園の立地的考察( 1 9 6 2 ）

第1 4 冊唐招提寺蔵「レース」と「金屯

舎利塔」に関する研究（1 9 6 2 ）

第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ

官術地域の訓在（1 9 6 2）

第1 6 1 1 1｝平城宮発掘調査報告Ⅲ

内聖地域の調査（1 9 6 3）

第1 7 冊平城宮発掘訓森報告Ⅳ

官術地域の調張（1 9 6 5）

第１８冊小堀遠州の作事（1 9 6 5 ）

第１９冊藤原氏の氏寺とその院家（1 9 6 7 ）

第2 0冊鞘物裂の成立（1 9 6 9）

第2 1冊研究論集Ｉ（1 9 7 1）

第2 2冊研究論集Ⅱ（1 9 7 3）

第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ

平城京左京一条言坊の調秀

（1974）

第2 4 冊満山一町並調在報告一（1 9 7 4 ）

第2 5冊平城京左京三条二坊（1 9 7 5）

第2 6冊、I を城宮発掘調在報告Ⅶ（1 9 7 5）

第2 7冊飛鳥･ 藤原宮発掘調査報告Ｉ（1 9 7 5）

第2 8冊研究論集Ⅲ（1 9 7 5）

第2 9冊木曽奈良井一町並調査報告一( 1 9 7 5 ）

館3 0 冊五催一町並調査の記録一（1 9 7 6 ）

非常勤とする。３客員研究貝は、

改正

昭和43年６月１５１１

昭和45年４月171］

昭和48年４月1211

昭和49年４月1111

昭和50年４月２１］

昭和51年５月10日

昭和52年５月１８日

昭和53年４月５１１

昭和53年９Ｈ９１１

昭和55年４月５１１

昭和55年６月25Ⅱ

昭和58年10月１１１

昭和59年６月3011

昭和6 3 年４月８日

貝その他の関係者に対して、専門的、技術

的に研修を行うこと。

三埋蔵文化財の訓在及び保存整理に閲

し、地方公共団体の機関その他関係の機関

及び団体等の求めに応じ、専門的、技術的

な指導及び助荷を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成、

収集、整理、保管及び調査研究を行い、並

びに地方公共団体の機関その他関係の機関

及び団体等の求めに応じ、その利用に供す

ること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を瞳く。

２前頂の長は、埋蔵文化財センターの事

務を掌理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに、教務室、

研究指導部及び情報資料室を慨く°

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては、研修の実施に

関する事務を処理するほか、埋蔵文化財セ

ンターの庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に、考古計而研究室、

集落遺跡研究室、発掘技術研究室、遺物処

理研究室、測雌研究室及び保存工学研究室

を侭く。

２考古計画研究室においては、第1 3 3 条第

１号から第３号までに掲げる事務（他の案

の所隼に属するものを除く｡ ）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては、集落巡跡

に関し、第1 3 3 条第１号から第３号までに掲

げる事務（発掘技術研究室、遺物処理研究

室、測最研究室及び保存工学研究室の所掌

に鵬するものを除く｡ ）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては、遺跡の発

掘技術に関し、第1 3 3 条第１号から第３号ま

でに掲げる事務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては、迩物の処

理に関し、第1 3 3 条第１号から第３号までに

掲げる事務をつかさどる。

６測肱研究室においては、埋蔵文化財の

測批に関し、第1 3 3 条第１号から第３号まで

に掲げる事務をつかさどる。

７保存工学研究室においては、巡跡の保

存整備に関し、第1 3 3 条第１号から第３号ま

でに掲げる事務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては、第1 3 3 条

第４号に掲げる事務をつかさどる。

（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客貝研究

員を世くことができる。

２客貝研究貝は、所長の命を受け、奈良

国立文化財研究所において行う調査研究に

参両する。

3 5 2

文部禰令第2 0 号

文部省令第1 1 号

文部借令節６号

文部省令第1 0 号

文部省令第1 3 号

文部省令第1 6 号

文部椅令第1 0号

文部省令第1 9 号

文部省令第3 3 号

文部柑令第1 4号

文部省令第2 3 号

文部宥令第2 5 号

文部省令第3 7 号

文部省令第１３砂

宿舎等亜要文化財| H 米谷家住宅

飛鳥資料館宿舎

213mri

225ni

Ⅲこれまでの刊行物

( 括弧内は刊行年度）

建物

庁舎

Ⅱ施設（1 9 9 8 . 3 . 3 1現在）

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛鳥藤原宮跡発掘洲森部

飛鳥盗料館

郡山宿舎（二）

飛鳥盗料館宿舎

砿要文化財旧米谷家住

文化庁所管（関係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲淵宮殿跡地区

48, 067㎡

8, 860㎡

20, 515㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

177㎡

1, 452, 789㎡

1, 086, 138㎡

366, 651㎡

5, 041㎡

36, 667mri

９

７６奈文研年報／1 9 9 8 - 1

区分

聯務

室

研究

終理

龍

資料

室

書

会議

室

誰唯

示展

室

写真

篭

復原

建物

遺櫛

腿示

蕊

本庁舎

646

１０４１７

1, 021

338

平城

201

2. 465

538

9 2 5

411

1, 085

1, 563

藤原

197

1. 205

3 8 3

129

210

254

149

飛鳥

資料

館

１０８

125

131

4９

132

1, 361

7８

藤

原

宮

跡

計

1, 127

5. 212

1. 535

5 1 6

880

2, 479

638

834

1, 563

車lllIf

命脈

収蔵

雌

研修

棟

その

他

!;|・

8４

133

1, 416

1, 666

6, 721

608

7, 418

2‘ 342

17, 565

2, 979

1, 669

7‘ 527

9４

696

1, 606

4. 380

3６

3６

1, 138

11, 217

1, 416

7, 029

36, 229



鰯2611M

鰯27冊

飛鳥・藤原博発掘調在報告Ⅱ

(1977）

研究論災1Ｖ（1977）

イタリア中部の‐ ' １１脇集落に

おける民家洲在拙ｌｆ（19 7 7）

平城寓発掘調炎拙ｌｆｌＸ（1977）

研究論集Ｖ（1978）

､I z城宮盤術洲ｲf 洲I ｆＩ（1978）

飛‘ 1ル・藤原寓発伽I 淵在W譜Ⅲ

(1979）

研究論集Ⅵ（1979）

平城宮発掘洲炎報告Ｘ（1 9 8 0 ）

､ F城富発捌洲在拙ｌｒＸＩ（1981）

研究論集Ⅶ（198 4）

､ I を城宮発掘I 淵在拙I r m（1984）

Ⅱ本における近I l t 民家（農家）

の系統的発腰（1984）

平城泉左京三条_ 冨坊大坪発掘

柵査報告（1985）

薬師､¥発捌調企洲! 『（1986）

平城京右京八条一坊| ･ 三・１．１川

坪発掘洲盗洲' 『’ ' 1: （1988）

研究論集Ⅷ（1988）

年輪に歴史を読む- 1 1 本におけ

る古年輪学の成吹一（1 9 9 0）

研究論災Ⅸ（1990）

､F城宮跡発捌Ｉ淵ｲ緋&告. １１ｆ皿

(1990）

平城宮跡発捌洲従拙I f l I I : 狐『

(1992）

I ) I i 隆寺発伽澗従洲ＩｈＩＩ: （1992）

､ド城寓朱稚' ' ' 1の復原的研究

(1993）

､ ド城京左京二条員坊・三条二坊

長屋王邸・藤原麻呂邸一発掘澗

在報符（1994）

飛鳥・藤原寓発州I 淵代椛告ＩＶ－

飛鳥水落世跡の洲在一（1 9 9 4 ）

(1976）

鵬原宮木i Wi l 例版・解説（1 9 7 7）

１１ｲﾐ災術院彫刻等修J I l 1記録Ⅳ

(1977）

｝1 本災術院彫刻等修理記録Ｖ

(1978）

東ﾉい¥文111: １１録第１巻（1978）

１１本災術院彫刻等修J i l 1記録Ⅵ

(1979）

平城桝木簡３脚版・解説（1 9 7 9 ）

膝原寓水i i i 2似1版・解説（1979）

東大､¥文i l l : Ⅱ録第２巻（1979）

1 - 1本災術院彫刻等修理記録ＷＩ

（1980）

東人､f 文, I |: ' 1録第３巻（1980）

じ火､¥巡礼私槌（1981）

東火が文ＩI HI 録第４巻（1981）

東大が文, ! ｝: 11録第５巻（1982）

平城寓川上蝿１１} : 上器集成Ｉ

(1982）

東大､f 文, I |: I |録第６巻（1983）

木器集成側録一近畿古代柵一

(1984）

平城寓水ｉＷ４ＩＸＩ版・解税（1985）

典柵寺典締文1 1 | : Ⅱ録第１巻

(1985）

111内滴り) 巷I 1i 淡料１（1988）

平城富I HI : 蝋i I I : 上器集成Ⅱ

(1988）

１１１内i I l i ﾘj 巻11銭科２（1989）

I l I l ﾉ1i I l 銚携II i 盗料３（1991）

111内i I I i ﾘ)縁, ! ｢盗料４（1991）

111内滴りj 巷古資料５（1991）

木器災成例録一近畿原始櫛一

(1992）

鈍飾災測似I 集成（上）（1992）

鈍鋪災測似l 災成（下）（1993）

111内ｉＩｌｆｿj 巻, l i 盗料６（1993）

l l l I l I 洲1ｋ進築部材集成（1994）

平城卵〔水肺一（1994）

､F城蒋ﾉMi j /［（1995）

山内満ﾘ} 老I I r 浅科７（1995）

興綿､測叫緋文' ' 1: １１録第二巻

(1995）

北i I l i 定政関係浅料（1996）

l l I l ﾉ1i l 1i ﾘj考IIf資料８（1996）

111内i i i 釧考I I f 盗糾９（1998）

第８冊瓦細８（1 9 8 0 ）

第９冊凡締９（1 9 8 3 ）第121M

節ｌ３Ｉｌｌ第32冊

第33冊
飛鳥資料館図録

第111 1｝雌鳥ｎ風の在銘金銅仏（197 6）

節２冊飛‘ 烏向風の在銘金銅仏銘文箭

（1976）

第３冊１１本I I i 代の墓厳（197 7）

第411Ｉ’ 1本I I i 代の雄誌銘文箭（1978）

第５冊Ｉｌｉ代の誕生仏（1 9 7 8）

第６冊飛鳥時代の古城一間松塚とその

周辺一（1979）

第７冊１１本古代の鴎尼（1 9 8 0）

第8111I i l I I I l , f腿（1981）

第９冊間松塚拾年（1 9 8 2 ）

第１０冊渡来人の寺一桧隈寺と坂川､ f －

（1983）

第１l 冊飛, ! : 6の水Ⅱ綿' ．（1983）

節12111｝小処築の世界

一埴輪から凡燃まで一（1 9 8 3 ）

第1 3 冊藤原一半世紀にわたる調査と

研究一（1984）

第１､l l l l l l I 本と韓国の塑像（1985）

第1 5冊飛烏寺（1 9 8 5）

節1 6冊飛‘ 鳥の石造物（1 9 8 6）

第17111脚災乃衣食住（1987）

第18冊－，１１の乱（1987）

第19冊I I f 墳を科学する（198 8）

第２( ) 冊躯徳太ｆの11t 界（1988）

第211111仏舎利埋納（1989）

第22111卜法隆寺金堂雌i I I I i 飛尺（1989）

第23111111本１１{ : 紀を掘る（1990）

第2 4 1 1 1 飛鳥時代の埋蔵文化財に関する

一考察（1991）

第2 5 冊雌鳥の源流（1 9 9 1 ）

第26冊飛ﾙ ﾙの工房（1992）

第27111ＩＩｉｉ代の形（1994）

第2 8冊蘇我三代（1 9 9 5）

第29111｝弁明紀（1996）

第3 0 冊辿跡を測る（1 9 9 7 ）

第l 411Il

第３‘ llIlI

第35111

節36111｝

第37111｝

冊

冊

５

６

１

１

第

第

第5 1冊

Ⅲ

冊

冊

冊

７

８

９

０

１

１

１

２

節

第

第

第

第38冊

第39111

節40冊

輔41111｝

第42冊

第43冊

第21冊

第221111

節23冊

第24111｝

第25冊

第小l l l l l

第451111

鋪46111

筋31冊

第47冊

簾48111
第28冊

第29冊

冊

冊

９

０

４

５

第

第
第30冊

輔31冊

第5 5冊

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

３

３

３

３

３

第

第

第

節

第

第52111）

鋪53冊

鋪5‘ 1冊

１

１

１

１

１

１

１

１

７

８

９

０

１

２

３

４

３

３

３

Ｊ

４

４

４

４

第

第

第

節

第

第

第

第

奈良国立文化財研究所史料

節ｌｌＩｌＩＩ櫛無阿弥陀仏作藤災（複製）

（195Ｊ）

第2111｝I Mj 大寺叡聯伝, 氾集成（1955）

第３冊仁和捗史料が誌細１（1 9 6 3 ）

第４冊俊乗坊亜源史料集成（1 9 6 4 ）

第５冊、ド城宮木l Wi l Ⅸ|版（1966）

第５冊、I f 城宮木ｌＷｌ解説（別冊）

（1969）

第６冊仁和寺史料、¥誌編２（1 9 6 7 ）

第７冊庶拙提寺史料１（1 9 7 0 ）

第8111卜、ド城宮木簡２例版・解説（197 ‘ l ）

第９ｌ１１ｌＩＩ本美術院彫刻鞭修珊I ; ｡録Ｉ

（197‘ l）

第１０冊１１本美術院彫刻蝶修理記録Ⅱ

（1975）

節1 1 冊１１本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

飛鳥資料館カタログ

第１１１１仏教伝来唯烏への道（1 9 7 5 ）

第２冊雌鳥の寺院遺跡１

－雌近の出_ Ｍﾙ ー（1 9 7 5）

第３冊ノ|&烏の仏像（1978）

第４冊桜〃の仏像（1 9 7 9 ）

第５１１１尚取の仏像（198 ( ) ）

第６冊柵原の仏像（1 9 8 1 ）

第７冊雌鳥の~E陵（1 9 8 2）

第8 1 1 1 ｝人悔大寺一飛鳥雌火のが－

（1985）

第９冊間松塚の新研究（1 9 9 2 ）

第1 0 冊飛恥の－と－妓近の柵企から－

（1994）

第１１冊l l I I I 時（1997）

第45111

第46111

第49冊

奈良国立文化財研究所基準資料

節１冊瓦締ｌ解説（1 9 7 3 ）

鋪２冊凡締２解税（1 9 7 ‘ l ）

第３冊凡細３（1 9 7 5 ）

第４冊瓦細４（1 9 7 6 ）

第５冊瓦細５（1 9 7 6 ）

第６冊凡柵６（1 9 7 8 ）

第71111瓦編７（1979）

奈文研年椛／1 9 9 8 - 1 ７７



Ⅳ1 9 9 7 年度の動向

予算

人件費

運営費

事業管理

一般研究

職別研究

発掘調査

宮跡整備管理

飛鳥資料館迎営

埋蔵文化財センター巡営

本庁舎維持管理等経撹

飛鳥藤原宮跡発掘訓在部運営

施設費

平城宮跡等整備費

各所修繕独

合計

（千円）

746, 866

1, 168, 324

6, 575

65, 642

244, 047

567, 842

82, 287

52, 174

73, 371

52, 909

23, 477

360, 512

346, 945

13, 567

2, 275, 702

主要工事

（１）平城宮跡地等整備没（千円）

平城宮跡朱権門周辺整備等工事1 1 2 , 6 3 3

平城宮跡東院凹建物復原工事2 4 7 , 8 0 0

平城宮跡東院南面大垣復原工事9 1 , 3 5 0

平城宮跡東院庭圃復原平成９年度工事

74, 550

平城宮跡東院便所新営その他工事6 1 , 9 5 0

平城宮跡宮内省周辺整備工事3 , 2 5 5

（２）試験研究饗

平城宮跡東院地区埋戻し等工事1 2 , 6 0 0

平城宮跡東院西建物情報通信設備工事

8, 610

平城宮跡朱雀' ' ' １観測点設悩等工事5 , 2 5 0

（３）その他（行所修繕没、国有文化財

保存整備礎）

特別史跡山田寺跡整備平成９年度工躯

60, 945

飛烏費料館腿示ケース免震装取設工事

10290

協力事業等

文化庁では、1 9 7 1 年度から特別史跡藤原

宮跡の国右化を進めており、1 9 7 2 年度から

当研究所が文化庁から支出委任を受けて買

収郡務を担当している。

1 9 9 7 年度の状況は下記のとおりである。

区分 而祇（㎡） 金額（円）

1997年度 6, 308. 74 273, 984, 970

国有地合計 366, 866. 73 8, 793, 549, 710

人事異動（1997 . 4 . 1～1998 . 3 . 3 1）

４月１日

庶務部長に外任

庶務部庶務課長に昇任

7 ８奈文研年報／1 9 9 8 - 1

原克己

外間認･ 隆

埋蔵文化財センター教務室艮に昇任

井口正美

庶務部会計課課僅補佐に昇任福井秀昭

庶務部庶務課専門貝に昇任西田健三

庶務部庶務課庶務係庶務主任に昇任

八木洲墜

庶務部会計課経理係経理主任に昇任

林秀之

文部技官（平城宮跡発掘調森部遺椛訓査

室）に採用蓮沼麻衣子

滋賀医科大学業務部長に転任

板垣義信

北陸先端科学技術大学院大学総務部会計

課長に娠任清水功

東京工業大学教務部入試課長に転任

凹影悲二

京都大学医学部附属病院箭理課専門貝に

転任紺谷優

大阪大学経済学部会計掛主任に転任

北川博之

京都工芸繊維大学施設課設備係設備主任

に転任松井敏夫

研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発捌訓在部）

に採用鈴木恵介

５月１日

庶務部会計課施設係に転任栗林貞弘

７月１Ｈ

埋蔵文化財センター主任研究官に昇任

高妻洋成

10月１１．１

埋蔵文化財センター教務室教務係長に

転任宅間敏雄

京都大学総合怖報メディアセンター聯務

掛憂に転任商畑孝雄

10月30日

分限免職立木修

２月28日

辞職桝谷香英

３月30日

退職中風呂恭代

羽烏幸一

藤本滴

３月311:Ｉ

停年退職猪熊兼勝

伊東太作

辞職佐川正敏

刊行物

平城宮発掘調盗出土木簡概報（3 3 ）

山田寺学報検討会記録５

伝統的木造建造物に関する櫛造報告洲

年報1 9 9 7 - 1

年報1997 - Ⅱ

年報1997 . Ⅲ

官営工房研究会会報５

古代都市の構造と腿開

律令国家の地方末端支配機椛をめぐって

仁和寺資料目録編一

埋蔵文化財ニュース8 5 号

埋蔵文化財ニュース8 6 号

埋蔵文化寺ニュース8 7 号

埋蔵文化財ニュース8 8 号

平城宮跡資料館・遥構展示館見学者

区分

１９９７

年度

累計

平城宮跡

資料館

62. 781

1, 542, 223

遺撒

展示館

洲

60, 678 123. 459

1, 886, 304 3, 428, 527

資料館は1 9 7 0 年度、遺柵展示館は1 9 6 3 年度

以降の累計

図書・写真資料

図書：165, 668冊

区分

１９９７

年度

染計

種別

和漢番

洋書

〔-11
℃１１和馴

洋書

雌入

1, 652

9５

59, 887

6，１０８

( 1998. 3. 31現在）

寄附 I;’

5』340 6, 992

3６ 131

104, 811 164. 698

1, 985 8. 093

写真：611, 182（1997年度末）



( 箱崎和久）

Ｖ職員

定員

区分

1997年度

1998年度

１

５

震

、

●

ｆ

ｎ

８

８

行政職（_ 島）

1

研究畷

６１

６１

行政職（一）

２２

２２

指定職

］

１

一庶務課長外ｌＩＷｆ隆一庶務係災大川籾利一補佐貝大西和．f ・

上繊維卿WiM三鱗Ｌ主…' “ ’ 11鴫久芙

一会計課災小I l I 浩幸経理係焚ｉＩ１Ｉ野忠男一補佐貝港悦子

卜鰐二賎三難#猟
Ｌ技' 1．｛栗林貞弘上城内茂樹

所畏

畷非難篇麓繊識

研究指導部災一一発州技術研究窄艮光谷拓英一( 松井厳）

沢I l I l E昭一巡物処理研究篭腿肥塚隆保一( 尚共洋成）

－測1 1 t 研究宝長西村ルに－( 松井束）

－保存･ I 苦学研究篭災加藤允彦一( 内111昭人）

ｌ－ｊﾐ 任研究浦内' ' ' 昭人松）I ：噸森本鮮尚災洋成

惰鞭処理塞艮小林謙・－伊藤柳彦（森本将）

－飛脇資料館長一

取扱（田中琢）

一庶務室災左右H1進一j 艮任中I I i i 他犬一補佐典ノく谷照j 乞乾祥雄森井恵三子

米川まち．ｆ

－学裟室災岩本堆輔

一・i 皇任研究官杉I l I 洋Ｆ１杵勲

I | ' 川かよ子Ｉ| ' 垣睦美

新宮恵子編本良子

松本忠美石川下忠子

休野' ' １徹子中元裕美子

幸川忠I I 4j z

I l l I I I l I 佳中雌Ｎｌｉ
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建造物研究室長木村勉一主征研究1. ｆ村l l I 健一（内111和伸）（烏|Ⅱ敏男）（長尼允）

（iJIi l l I和宏）

歴史研究室災綾村宏（深深芳樹）（寺崎保広）（岩永満三）（森本晋）

一考11『第一洲盗篭災〃上和人一技寓次111沖加藤典一二石橘茂奄（i Wi 変洋成）

一考I i i 第二洲侭篭奨川越俊一一技官尚橋兇嘉金１１１１ﾘl ﾉく（卿11芳英）

－巻古第三洲在室災111崎偏_ ニー技官消野挙之（千I Ⅱ剛道）（汁永省き）

一巡椛洲在室災戎川滋l ルー技官桁崎和久I I I i l l I 和宏蓮沼麻衣子

一一! ; | 測修餓洲在室長尚瀬要・一投宵内Hi 和伸平群殻

一史料洲企室腿舘野利己一技官古足谷知淵1 1 1下傭一郎（渡遥兇宏）

一i ﾐ 任研究官千l H剛道瞬永符三Ｋ川芳災渡遥兇宏

一' 1 i : 勝総括（１）I i I I 1 健三）補佐典（奥村功）

－専門貝佃幹雄

一帆１１j 職典ﾙｰﾋl I 1i ノミ′ |量111ル茂

一巻古第一, 淵盃塞腿安111龍太郎一( 深深好樹）（花谷浩）（排上直夫）

一考･ｌｌｉ第二調在室曇松村忠' ､f j - ( １１[ ｉｎ粥生）（村上隆）

一巡雛調在室長龍淳一郎一技悔腿尾光（小野健吉）（島田敏ﾘ ) ）

－－史料調在篭長毛利光俊彦一( 寺崎保広）（小灘毅）

一: i 畠任研究宮I I I i I - I 磯2ｋ深灘芳樹村上雌寺崎保広小野健吉イピ谷浩小深

－１１: 務総折（鵬j l : 雅樹）補佐典吉岡佐和ｆ松本誠

宮川作ｆ伊喋敬太郎

水ﾉ i 部秀樹中村一郎

、稲涼

( 古尼谷知浩）

Ｆ戦勝室艮ノドI - I 正美一教務係良宅間敏雄一補佐貝宍) f 雅ｆ

－埋蔵文化財一Ｌ－－帆l I j 職典（' | 甚鵬茂）

に鯛照繊柵細哩Ｉ鴬永忠，

センター長

工楽善通

毅島Ⅲ敏

水寅寅志

鈴木忠介

渡避淳子

lHIi1

－飛鳥・藤原宮跡発

掘洲在部艇

黙崎ｌｉ, (

男
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平城常跡遺榊腿示館配置図

ｌ辿柵股示館２腿示館

３逝撒展, 】§ 館．ｌ管理柳

５築地塀復ﾉ ﾙ （６叫祇蝉1 m復脈

７梁大祁復原８便所

９パーゴラ１０案内広場

１１防災投術室

１２寓内朽北門・築地塀復原

１３桝内桝復j j X 処物（南殿）

１４寓内桁復原進物（南殿第２殿）

１５脚内稀復原処物（西北殿）

１６寓内椅復脈処物（西南殿）

１７満内杓南l I l j ・築地塀復原

､ １２城宮跡涜料館配仙図

１平城寓跡満料館

( 1 ) 鵬水案( 3 ) 準備鎧

( 2 ) 識Ｍｔ( 4 ) 小; 雌

２第１収雄叩

３第２収蔵唯

‘ ｌ第３収蔵ｌｌＩｉ

５第４収蔵l Ｉ１ｉ

６第５収厳碓

７大型遺物処理棟

８世物解析処珊柳

９便所

１０整備棟

１１盗材･ 保杵加. 1 喜棟

本館配般Ｍ

本館

1 階服務部及び例1 1 $ 浅科蕊

2 階所民宝及び平城宮跡発捌調森部

3 階建造物研究室、歴史研究篭及び埋蔵

文化財センター

埋蔵文化財センター研修棟３研修棟

機械棟５櫛ｌｌｉ６１' １転１１職j ル

正門８辿川門９非常、

Ｉ

２

１

７

１２収蔵I 1l f

l 3佐伯I i I l 跡

一

第１股示室

ロビー

便所

ｉＥＩ１ｌｊ

パーゴラ

弧弥111禰

l l I I I 1寺塔心礎

法輪非壌心礎

３

６

９

幽

巧

肥

塑

’

飛鳥黄料館配価似Ｉ

２第２鵬示室

５閲覧龍・光ﾙ 『

８光庭

ｌｌ允札所

1 . 1 機械篭

１７柄船禰

２０猿石

識‘ｉｔ

会縦篭

梼理抑

屋外腿ボ解説顎

通用' 111

石人像

人､､イ『

､

飛胤藤原宮跡発掘調盃部配侭例

ｌイ劉附研究棟２符理棟

３展示叢４識堆

５入1 - 1 ６第１収蔵 I １Ｉｉ

７辿物処理陳８駐屯場

９六条条間路跡１０処物跡

１１４〔三坊坊l Hj 路跡ｌ２ｒｌ転ｊＩ峨場

１３第２収蔵庫
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